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巻
頭
言

ご挨拶

日頃より当協会の事業運営に対しまし

て、格別のご理解、ご協力を賜り厚く御

礼申し上げます。本年も引き続きよろし

くお願い申し上げます。

まずもって令和６年元日に起きた能登

半島地震でお亡くなりになられた方に謹

んでお悔やみ申し上げますとともに、被

災された地域の皆さんに心よりお見舞い

申し上げます。

暖冬の影響で雪が少なく、年末には少

し穏やかな１月を迎えるのかなと思って

いたところ、能登半島地震により大変な

被害が発生しております。改めまして被

害地域の皆様の一日も早い復興をお祈り

いたします。

また昨年も全国各地で災害が発生し、

夏には秋田県での豪雨による災害が発

生しました。災害対応された企業におき

ましては、大変ご苦労様でした。今後も

このような地震や災害に備え、また災害

協定に基づき積極的に対応させていただ

き、発注機関とより一層綿密に連携を取

りながら、安全・安心につながる地域づ

くりに邁進していく所存で御座います。

昨年の新年会は新型コロナの関係で講

演会と懇親会を実施しましたが、人数制

限を行ったうえでの開催と致しました。

本年は４年振りにフルスペックの開催と

なり、協会員各社の皆様と胸襟を開いて

の会合となりました。今後も、本来の協

会活動を積極的に会員の皆様と一緒に活

動してまいります。

今年も国内、世界経済とも非常に厳し

く、いくつもの課題もある一年と予想さ

れております。政治情勢が大変騒がしく、

また昨年からの様々な分野における物価

高が続いております。そして４月からは

建設業本体での残業規制が始まり、働き

方改革の一層の推進が求められておりま

す。そのうえ賃上げ、若手技術者の雇用

や技術の伝承、BIM/CIMなどの積極的

な活用、そして何よりも引き続き防災・

減災、災害対応などが非常に重要となっ

ております。

このような社会情勢に敏感になり、

しっかり把握したうえで、協会員一丸と

なって、より一層前進するよう取り組ん

でまいりたいと思います。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

（一社）東北地質調査業協会　理事長　奥山　清春
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■経ヶ峯の歴史
仙台市中心部の南西にあり広瀬川をは

さんで青葉山と向かい合う半島状の丘陵
部分を経

きょう

ヶ
が

峯
みね

と称します。古くは仙台開
府以前に万

まん

海
かい

上
しょう

人
にん

という徳の高い僧侶が
経文を峯に納めたことからその名で呼ば
れるようになったとされています。

図1　経ヶ峯真景図

伊達家廟域としての経ヶ峯の歴史は、
寛永13年（1636）仙台藩祖伊達政宗公
の埋葬と霊屋瑞鳳殿の造営にはじまりま
す。以降二代忠

ただ

宗
むね

公の霊屋感仙殿、三代
綱
つな

宗
むね

公の霊屋善応殿、および九代周
ちか

宗
むね

公、
十一代斉

なり

義
よし

公、同夫人芝
あつ

姫
ひめ

様の墓所妙
みょう

雲
うん

界
かい

廟
びょう

、そして五代吉村公以降の公子公女
そのほかの墓所である御

お

子
こ

様
さま

御
ご

廟
びょう

が置か
れました。

昭和6年（1931）、瑞鳳殿と感仙殿は江
戸初期の廟建築の優れたものとして国宝
に指定されましたが、昭和20年（1945）
7月10日の仙台空襲によって、善応殿を
含め三霊屋は惜しくも焼失しました。

図2　瑞鳳殿本殿

戦後、経ヶ峯は伊達家より仙台市に寄
贈され、遺跡として保存されてきましたが、
昭和41年（1966）の政宗公生誕400年を
契機として、瑞鳳殿再建事業が開始され
ました。昭和49年（1974）に再建に先立
つ発掘調査が行われ、昭和54年（1979）、
再建瑞鳳殿が落成しました。また昭和56年

（1981）には感仙殿、善応殿の発掘調査
も行われ、昭和60年（1985）、二霊屋が
それぞれ再建され、経ヶ峯は往時に近い
姿を取り戻しました。

図3　再建瑞鳳殿

■伊達政宗公と瑞鳳殿
仙台藩祖伊達政宗公は永禄10年（1567）

8月3日、父伊達輝宗と母義姫（保春院）
の第一子として米沢城（山形県）に誕生

公益財団法人　瑞鳳殿　学芸員　渡部　治子

伊達政宗公と瑞鳳殿
―経ヶ峯伊達家墓所について―
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しました。幼名を梵
ぼん

天
てん

丸
まる

と称し、元服し
て政宗と名乗りました。

天正 12 年（1584）18 歳で伊達家の家
督を相続すると、南奥羽を中心に佐竹氏、
葦名氏をはじめとする諸勢力を平定し、
世に「独

どく

眼
がん

竜
りゅう

」の異名を轟かせました。
その後、豊臣秀吉による小田原征伐の際、
諸大名が臣従の礼をとるなか、東北に
あって、関東の情勢を窺い遅参したため、
後の奥州仕置きにより会津（福島県）を
没収され、さらには旧領であった米沢か
ら岩出山（宮城県）に転封を命じられま
した。この地で10年を過ごした後、関ヶ
原の戦いから間もない慶長6年（1601）、
徳川家康の許しを得て仙台城を築き、以
後伊達62万石を背景に政治、産業、文化
の振興、更には国際外交と、後半生を仙
台藩の基礎造りに尽力しました。

政宗公は寛永13年（1636）4月18日、
造営中であった母義姫の位牌寺保春院の
落慶に立ち会った後、ホトトギスの初音
を求めて仙台城下の山々をめぐり、最後
にこの経ヶ峯の地を訪れました。経ヶ峯
は政宗公がその生まれ変わりとも称され
た万海上人＊1由来の地であり、また当時
は仙台平野に太平洋が一望できる景勝の
地でもあったと伝えられています。この
時経ヶ峯に立った政宗公は、地に杖を立
て、死後ここを墓所とするよう家臣の奥

おく

山
やま

大
だい

学
がく

常
つね

良
よし

に命じたと言われています。
当時政宗公は重い病＊2 に侵されてお

り、自らの死を予感していたとされます。
この出来事の二日後、政宗公は予定を早
め江戸へ最後の参勤に赴きました。江戸
到着は4月28日で、5月1日に江戸城へ
登城し将軍家光に謁見した以後は、屋敷
から出ることは叶いませんでした。

政宗公は将軍家光をはじめとする見舞
いには、行水して髪を結い、裃

かみしも

を付けて
対面したといいます。このような無理が
祟ったのか、病状は悪化して行きました。

そうした中で迎えた5月24日の早朝、
身なりを整え安坐し、浄土のある西方を

向いて合掌した政宗公は、間もなく江戸
桜田上屋敷で70年の生涯を閉じました。

政宗公の遺骸は、朱、水銀、石灰（蛎
かき

灰
はい

）、塩で詰め固め、束
そく

帯
たい

姿
すがた

で棺に納め
られました。棺を乗せた駕

か

籠
ご

はその夜
のうちに江戸を発し、6月3日に仙台北
山の覚範寺に到着。翌4日＊3、遺言に従
い経ヶ峯に埋葬されました。葬儀は6月 
23日＊4、北山南ふもとの原野（現大願寺）
で行われています。

この年の秋、二代藩主忠宗公は、政宗
公の霊屋と香

こう

華
げ

院
いん

＊5 の造営を奥山大学
に命じました。工期は1年程で寛永14年

（1637）10月24日に完成しています。霊
屋は瑞鳳殿と名付けられました。桃山文
化の影響を受けた建築は当時の匠の手に
よるもので、本殿・拝殿・唐門・御供
所・涅槃門からなり、黒漆に錺金具、岩
絵の具で彩色された彫刻や絵画、蒔絵な
ど壮麗なものでした。

また香華院瑞鳳寺は正
しょう

宗
しゅう

山
ざん

と号し、保
春院清岳和尚を招いて開山の祖としてい
ます。二代藩主忠宗公は伊達家の菩提寺
である松島瑞巌寺に政宗公の位牌を安置
しました。

法名は「瑞
ずい

巌
がん

寺
じ

殿
でん

貞
てい

山
ざん

禅
ぜん

利
り

大
だい

居
こ

士
じ

」と
し、政宗公は死後、貞

てい

山
ざん

公
こう

と尊称されて
います。

図4　涅槃門
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図5　拝殿

図6　二十五聖衆釈迦来迎図

＊1 隻
せき

眼
がん

であったとされる
＊2 癌性腹膜炎とされる
＊3 6日との説もある
＊4 24日との説もある
＊5 香や花を手向けるための寺

■伊達忠宗公と感仙殿　
伊達忠宗公は藩祖伊達政宗公の二男

として慶長4年（1599）12月8日大阪城
下に生まれ、幼名を虎菊丸と称しまし
た。母は政宗公正室愛

めご

姫
ひめ

（陽徳院）です。 
十三歳のとき二代将軍秀忠の御前で元服
し「忠」の字を賜り忠宗となります。

寛永13年（1636）父政宗公の死によっ
て38歳で家督を継ぎ、二代藩主となりま
した。その人柄は謹厳実直で、何事も派
手であった父政宗公とは違い、柔和な人

物と評されています。一方で「戦国の世
に生まれたかった」と家臣に語り、鉄砲
や弓術などに秀で、また狩りなどを頻繁
に行うなど、武勇にも富んでいました。

忠宗公は法治主義により藩政を確立
し、仙台城二ノ丸の構築や瑞鳳殿をはじ
めとする寺社の造営の他、寛永の総検地
や年貢御定、新田開発など、仙台藩の経
営面に多くの治積を残しました。こうし
たことから忠宗公は“守成の名君”と称さ
れています。

忠宗公は万治元年（1658）7月12日辰
刻（午前8時）、仙台城にて60年の生涯
を閉じました。死因は大腸の病気とされ
ています。遺骸は束帯姿で棺に入れ、水
銀、蛎

かき

灰
はい

で詰め、駕籠に納めて、瑞鳳寺
に移しました。墓所は政宗公同様経ヶ峯
と定められ、当時西峯にあった虚空蔵堂
と別当大満寺を愛宕山に移し、跡地に霊
屋が建てられることになりました。

7月14日酉刻＊1、棺は駕籠に入れたま
ま石櫃に納められました。葬儀は8月6日
に執り行われています。法名は「大

だい

慈
じ

院
いん

殿
でん

義
ぎ

山
ざん

崇
すう

仁
じん

大
だい

居
こ

士
じ

」とし、義山公と尊称
されています。

万治 2 年（1659）5 月、三代藩主綱宗
公は霊屋造営を命じます。総奉行は原

はら

田
だ

甲
か

斐
い

宗
むね

輔
すけ

、三
さん

分
ぶ

一
いっ

所
しょ

典
てん

膳
ぜん

元
もと

景
かげ

で、途中綱
宗公の隠居により造営が遅れましたが、
寛文4年（1664）、四代藩主綱村の代に完
成しました。

霊屋は感仙殿と名付けられ、建物の配
置、規模、構造、装飾など、ほとんど政
宗公の霊屋瑞鳳殿と同じであり、本殿、
唐門、拝殿、御供所、正門が造られてい
ます。

12
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図7　感仙殿本殿

装飾も彫刻は彩色され、漆塗に錺金具
を施された壮麗なものでした。しかし、
明治2年（1869）に伊達家の祭祀が神式
に改められ、感仙殿は本殿を残し撤去さ
れました。感仙殿正門はこの時多賀城の
慈雲寺に移されたとされ、山門として現
存しています。なお、本殿脇には古

ふる

内
うち

主
しゅ

膳
ぜん

ら直臣12人とその家士4人の殉死者供
養碑として宝篋印塔が建てられています。

＊1　午後6時頃

■伊達綱宗公と善応殿　
伊達綱宗公は二代藩主忠宗公の六男と

して寛永17年（1640）8月8日、仙台城
二ノ丸に生まれました。幼名を巳之助と
称し、実母は忠宗公の側室貝姫＊1でした
が、寛永 19 年（1642）2 月貝姫が没し、
同年6月忠宗公正室振姫＊2 の養子となり
ました。忠宗公と振姫の間には長子虎千
代丸＊3、次男光宗＊4 がありましたが、い
ずれも早世したために巳之助が嗣子とな
りました。15歳で江戸城にて元服し、将軍
家綱より綱の字を賜り綱宗と称しました。

万治元年（1658）7月12日忠宗公の死
去により、同9月3日綱宗公は19歳にし
て仙台藩62万石を襲封し、三代藩主とな
りました。綱宗公は幼少の頃より鋭敏で
芸術の才に恵まれていましたが、酒癖も
あり、特に襲封後はその傾向が強まり、
親族や重臣、また老中の諌言にも耳を傾
けないという状態が続きました。そのた
め藩の重臣から幕府要人への申入れもあ
り、万治3年（1660）7月18日、在職わ
ずか2年にして綱宗公の逼塞＊5 隠居が命

じられました。
以後綱宗公は品川の屋敷で、幼少の頃

より恵まれた芸術的天分を発揮し、和歌、
書画を楽しみ、能や茶道に精進しました。
特に画は狩野探幽に学び、人物、山水画
に秀作を残しています。また刀の治法を
国包に受け、この方面でも名高いものが
あったとされます。その他、蒔絵、彫刻、
茶器の自製など、逼塞隠居の身ではあり
ましたが文化人として優雅な生活を送っ
ています。綱宗公は天和3年（1683）剃
髪して嘉

か

心
しん

と号しました。
綱宗公は正徳元年（1711）6月4日巳

刻＊6 品川屋敷にて72年の生涯を閉じま
す。6月18日品川屋敷を出棺し、28日に
瑞鳳寺に到着。7月1日、遺骸を経ヶ峯に
葬りました。この際、家臣14名が剃髪＊7

しています。葬儀は7月9日に執り行わ
れています。法名は「見

けん

性
しょう

院
いん

殿
でん

雄
ゆう

山
ざん

全
ぜん

威
い

大
だい

居
こ

士
じ

」とし、雄山公と尊称されています。
綱宗公の霊屋善応殿は死去の四年後、

享保元年（1716）3月20日、五代藩主吉
村の時代に完成しました。善応殿は、本
殿、唐門、拝殿、御供所、正門からなり、
規模は先の瑞鳳殿、感仙殿と同等のもの
でしたが、装飾については二殿に比べ簡
素なものであったと伝えられています。

感仙殿同様明治期に付属施設は整理さ
れ、本殿のみが残されました。なお、本殿左
前には擬殉者熊

くま

谷
がい

斎
いつき

直
なお

清
きよ

の墓があります。

図8　善応殿本殿
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＊1  櫛
くし

笥
げ

氏
し

、姉の逢
ほう

春
しゅん

門
もん

院
いん

は後水尾天皇の後宮。
後西天皇の生母

＊2 池田輝政娘、二代将軍秀忠養女
＊3 7歳で死去
＊4 元服するも19歳で死去
＊5  門を閉ざして昼間人の出入りを禁止する
＊6 午前十時
＊7 殉死の代わりに出家。擬殉という

■瑞鳳殿発掘調査の経過　
戦災により焼失した三霊屋の再建に先

立ち、昭和49年（1974）に墓室の発掘調
査が行われました。

〈墓の構造〉
瑞鳳殿跡の敷地の下は、1.2メートル

にわたって礫と粘土の層を交互に重ねて
突き固められ、その下よりやや北側に石
室を発見しました。材質は蓋石を含め秋
保石と称する名取郡秋保地方産の凝灰岩
で、切り石を本

ほん

実
ざね

、合
あい

欠
はぎ

の技法でもって
組立て、隅石は一枚の「L」字形の石を
用いるなど精巧なもので、内部には一滴
の水もありませんでした。

石室の大きさは、内法で南北約118セ
ンチ、東西約182センチ、深さ約145セ
ンチで、瑞鳳殿の床面から墓底までの深
さは、約3ｍでした。

図9　石室見通図

〈墓の内部〉
石室の中には、遺体を納めた棺を乗せ

た駕籠と太刀、脇差、蒔絵箱等の副葬品
が遺存していました。棺は板が腐朽し、
その中に石灰が詰められていました。後
の調査で石灰は蛎殻を砕き細片としたも
のであることが判明しています。石灰と
ともに棺内に詰めたとされる水銀、塩は、
再度の化学分析にもかかわらず検出する

ことはできませんでしたが、木炭が石灰
塊の下部から発見されました。

棺を輿
こし

や駕籠に乗せたまま埋葬する風
習は、当時の上流階級の間にはすでに存
在しており、二代将軍秀忠もまた輿のま
ま葬られたとされています。政宗公の墓
の場合は、棺を入れた駕籠を石室内中央
に安置し、西北隅に副葬品を置き、蓋石
を乗せ、その上に土をかぶせ埋葬したも
のと推定されます。

副葬品はすべて石室の西北隅に置かれ
ていましたが、鎧

よろい

櫃
びつ

の下から束帯等を入
れた衣裳箱が発見されました。「御名語
集」、「貞山公治家記録」には遺骸は束帯
を身につけたとありましたが、実際には
束帯の材質である絹布の痕跡はなく、棺
内から発見されたものは、麻布だけでし
た。政宗公が没したのは太陽暦では初夏
の頃であり、麻の帷

かた

子
びら

を着せたとも考え
られます。

衣裳箱に残っていたのは、冠、石帯の
漆を用いた部分だけで、絹布以外は残っ
ていませんでした。これは石灰中のアル
カリによって溶けて消失したものと推定
されます。また、太刀は鎧櫃に寄せかけ
てありましたが、その緒は「政宗公記」
や「御名語集」に記されているような革
緒ではなく平打紐でした。

図10　墓室内部
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〈副葬品の調査結果〉
副葬品としては「貞山公治家記録」、

「政宗公記」等の記録にも見られる太刀、
脇差、具足、蒔絵箱、硯

すずり

箱
ばこ

、筆入、印
いん

籠
ろう

、香合、煙
き せ る

管等の、62万石の大名の日
常生活を偲ばせる政宗公愛用の品々が発
見されました。

○具足（再埋葬）
鎧櫃の中に納められていた具足は、現

在仙台市博物館所蔵の伊達政宗公所用と
伝わる鉄黒漆五枚胴具足（国指定重要文
化財）とほぼ同じものであり、鎌倉雪の
下胴と呼ばれるものです。この具足は

「貞山公治家記録」付録によると古雪の
下彦七鍛練の具足で、政宗公が天正13年

（1585）11月の人取橋の戦いに着用した
ものとされますが、調査の結果、弾痕な
どは見つかりませんでした。なお、副葬
の兜に銘はなく、弦月形の前立も発見で
きませんでした。前立については木製の
ため腐朽したものと考えられます。

図11　鉄黒漆五枚胴

○ 金梨子地桐葵紋蒔絵糸巻太刀（仙台市
博物館蔵）
太刀の銘の有無は錆化のため、Ⅹ線透

視によっても不明でしたが、姿から見て
鎌倉時代のものと推測されます。二代藩
主忠宗公墓に副葬した太刀は「友成」の
作と伝えられていますが、政宗公の太刀も
それに劣らぬ名刀だったと考えられます。

図12　金梨子地桐葵紋蒔絵糸巻太刀

○黒漆地葛蒔絵文箱（同）
蒔絵箱類の多くは石室床面上から発見

されました。これは鎧櫃上に積んであっ
たものが落下したためと推定されます。
木質部はほとんど腐朽していますが、漆
膜がかろうじで残り、その姿形を保って
いました。いずれも使用痕が残っており、
政宗公が生前愛用していたことがうかが
えます。

図13　黒漆地葛蒔絵文箱

○文具類（同）
墨はすりへり、筆先には墨が付着、硯

面にも墨が残っていました。記録によれ
ば政宗公は、死の前日まで近親者に手紙
を書いていますが、これはその時に使用
したものと推測されます。墨は方

ほう

干
う

魯
ろ

の製作した明墨を使用しているのに対し
て、硯は仙台領雄勝産の玄

げん

昌
しょう

石
せき

製を使用
していました。

図14　梨地梅笹蒔絵硯箱
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○煙管（同）
政宗公は愛煙家で死の前日まで煙草を

飲んでいたとされますが、墓室からも煙
管が二本出土しています。煙管は梨地蒔
絵の煙管箱に雁

がん

首
くび

、吸
すい

口
くち

、羅
ら

宇
う

が分離 
して収納されていました。これを継ぐと 
65～70センチになり、近世初頭の風俗
画に描かれているような長い煙管になり
ます。なお、日本に現存している煙管中、
使用年代のはっきりしているものとして
は、この二本が最も古いことになります。

図15　煙管

○革袋の中身（同）
鎧櫃のかげから政宗公の巾着と思われ

る革袋が発見されました。その中には、
慶長一分金三枚、日時計兼磁石、金製ブ
ローチ（バックルとも）が納められてい
ました。懐中日時計兼磁石は、携帯用で、
戦場や旅行の際に使用したもの推測され
ます。使用年代がはっきりしているもの
としては、煙管同様日本最古のものと考
えられます。

図16　懐中日時計兼磁石

○ヨーロッパ伝来と思われる副葬品（同）
副葬品の中には、ヨーロッパ伝来と思

われるものが四点出土しています。金製
ブローチ、銀製服飾品、鉛筆、筆入のガ

ラス板です。17世紀初頭は、まだヨー
ロッパとの交流が行われており、慶長16年

（1611）には、イスパニア大使セバスチ
アン・ビスカイノが来仙して政宗公に謁
見し、ロンドンの上黒羅紗の他300ドカ
ド（お金の単位）以上の贈り物をしてい
ます。

こうした副葬品からは、ヨーロッパ伝
来の品が有力者の間で珍重されていたこ
とが伺えます。

図17　金製ブローチ	 図18　銀製服飾品

図19　筆入れ

■感仙殿・善応殿発掘調査の経過（同上）
感仙殿、善応殿の発掘調査は昭和56年

（1981）に行われました。（善応殿の第二
期石室調査は二年後の昭和58年（1983））

〈忠宗公墓室の学術調査〉
石室は本殿床面下110センチの深さに

あり、蓋石は砂質頁岩でできた巨大な石
で、三枚を東西に敷き並べ、蓋石の重ね
目には中世の板碑二枚を置き、更に蓋石
の東、南、北側に土留めとして三枚の板
碑が使用されていました。この蓋石を取
り除くと南北221センチ、東西158セン
チの長方形の墓室が現れました。墓室の
側面は安山岩の割石や玉石を積みあげて
あり、深さは165センチで、底には径3－
20センチの礫が敷き詰めてありました。
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図20　板碑出土状況

墓室中の上部には葬送に用いたと思わ
れる材木片が散乱していました。この材
木片を取り除くと忠宗公の遺骸を覆って
いる石灰塊が現れました。遺骸は棺に納
め、汞（水銀）と蛎灰を詰め乗物（駕籠）
に乗せて葬ったと記録にありますが、棺、
駕籠は崩れ落ちており、台枠のみが確認
されました。

石灰塊をくずすと忠宗公の完全な遺骨
が東西して両手を前方に合わせ、やや後
によりかかった安坐の姿で現れました。
この石灰の中から防腐剤として用いたと
みられる水銀が「義山公治家記録」に記
されていた通り、相当量（800グラム）
検出されました。

図21　墓壙断面図（感仙殿）

〈副葬品の調査結果〉
棺の内部には金箔張りの扇子、棺の前

には刀、脇差がありました。刀は錆のた
め銘は不明ですが「義山公治家記録」に
は孫六兼元の作との記述があり、鞘は黒
漆塗、刀身91センチ、鍔は鉄の丸鍔で、
柄には金製の猪二匹の目貫がついていま
した。

図22　二匹猪金目貫　

脇差は記録により栗田口吉光の作と思
われ、綿の袋に入っており、長さ56セン
チ、合口式で鍔はなく、銀の目貫がつい
ていました。棺の北隣には具足一式を入
れた鎧櫃があり、その上に風折烏帽子が
ありました。具足は通常よりも大きく、
胴は黒漆塗五枚胴で9個の金製の九曜紋
が前後左右についていました。兜は鉄黒
漆塗で目庇には金の覆輪がついています。

図23　鉄黒漆五枚胴

鎧櫃の前には、友成作とされる長さ
116.5センチの鮮やかな糸巻太刀があり
ました。

鞘は黒漆塗で伊達家の家紋九曜紋と竪
三引両紋が交互に金蒔絵で付けられ、鍔
は木瓜鍔で桐紋を高彫りしてありました。
これらの副葬品は、いずれも豪華なもの
で62万石の大名にふさわしいものです。

図24　黒漆地九曜三引両紋蒔絵糸巻太刀
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〈綱宗公墓室の発掘調査〉
綱宗公墓室の調査は忠宗公墓室発掘と

同時に開始され、地下50センチの位置で
石櫃を発見しました。石櫃は縦横67セン
チ高さ68センチで、青銅のベルトが1本
掛けられていました。石櫃の中には木箱
とそこに納められた磁器の甕があり、さ
らにその中の曲げ物の底に智歯（親不知
歯）1本が残っていました。これは獅山
公治家記録によると、綱宗公埋葬四年後
の正徳 4 年（1714）6 月 3 日松島から綱
宗公の遺歯を重臣高橋丈之進が持ち来っ
て、綱宗公の墓所を守っていた熊谷斎直
清に渡し、追葬したものであるとされて
います。

この石櫃の下に、長さ250センチの巨
大な粘板岩の蓋石三枚が南北に並べられ
ており、その重ね目には漆喰が塗ってあ
りました。蓋石を除くと忠宗公の墓室と
は全く異なり、180センチ四方の間知石積
みの石室で、内部に上縁から約10センチ
下のところまで全面石灰で固められてお
り、破損崩壊の状態は全く見られず、遺
体や副葬品は良好に保存されていました。

図25　墓壙断面図（善応殿）

石室内の石灰層を取り除くと木室があ
り、さらにその中に甕棺を納めた木製の
外箱がありました。この外箱には運搬に
利用されたと思われる鉄製の吊り金具が
ついていました。

甕棺を取り出すと、外箱の中に煙管二
組、打刀、水晶製の眼鏡凸レンズ二枚、
皮革に金箔で模様を押した眼鏡ケースが
発見されました。

甕棺の中は石灰で詰め固められてお
り、綱宗公の遺体及び多くの副葬品が納
められていました。

図26　石室内部

遺体は密封甕棺のため極めて保存状態
が良く、着装は綿の代わりに和紙を入れ
た平絹の袷の小袖で、縞繻子の帯を締め、
上に顕文沙の羽織を着せてあり、繻子の
褥（坐布団）の上に坐していました。顔
の正面に土佐（飯村土佐守藤原光重）の
銘がある直径30センチの柄鏡、その傍ら
に高さ50センチの黒漆塗に雪輪、葛、浮
草、萩の蒔絵をほどこした鏡掛があり、
胸の付近に金襴の袋に入れた長さ51セン
チの脇差、金箔を貼り付けた扇子、数珠、
六道銭（寛永通宝）を入れた金襴の巾着、
緞子の小物入れなどがありました。小物
入れには銀の留金が付いており、中には
懐中鏡、懐中規、香道具、細工用コンパ
ス、T定規などが入っていました。

遺体の南側には、縮緬の風呂敷に包ま
れた手箱がありました。この手箱は、外
面が漆をかけた網代で、内面は黒漆塗に
下り藤文様の蒔絵を描いたもので、中に
は蒔絵をほどこした櫛三枚、紅皿二個、
その他種々の化粧道具が入っていまし
た。また遺体の下の褥の下に宝永小判金
10枚が並べてありました。

これらの副葬品はいずれも優美華麗な
もので風流優遊の生活を送った綱宗公に
ふさわしいものです。
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図27　柄鏡	 図28　雪輪文鏡掛

図29　手箱とその中身

〈三藩主遺骨の学術調査〉
〇伊達政宗公復顔像（瑞鳳殿資料館蔵）

額は広く後頭部が張り出した長頭型。
「独眼竜」の異名の通り疱瘡により右目
を失明していました。

（顔　面） 細面で鼻筋の通った貴族的形質
（四肢骨） 筋肉の発達がよく鍛錬された

身体 
左腓骨に完治した骨折跡あり

（身　長） 159.4センチ（当時としては平均）
（血液型）B型
（死　因） 食道噴門癌兼癌性腹膜炎（文

献より推察）

図30　伊達政宗公復顔像

〇 伊達忠宗公復元容貌像（瑞鳳殿資料館蔵） 
政宗公に比べ短頭。

（顔　面） 鼻骨が隆起。鼻筋の通った貴
族的形質

（四肢骨） 忠宗公の時代は泰平で戦陣に
臨むことは殆どなく、従って
政宗公程骨格は頑丈ではな
かったが、射術、乗馬の名手
であっただけに、肩、肘、膝
が非常に発達していた。

（身　長） 166.3センチ
（血液型）A型
（死　因） 腸の病気（文献に痢病と記載

あり）

図31　伊達忠宗公復元容貌像

〇伊達綱宗公復元容貌像（瑞鳳殿資料館蔵）
短頭で忠宗公と相似点が多くみられま

した。
（顔　面） 瓜実型の鼻筋の通った貴族的

容貌
（身　長）156.2センチ
（血液型）A型
（死　因） 下顎歯肉癌（文献及び学術調

査により判明）

図32　伊達綱宗公復元容貌像
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■公益財団法人瑞鳳殿の主な事業
昭和41年（1966）、伊達政宗公の生誕

400年を契機として、瑞鳳殿再建の機運が
高まり、瑞鳳殿再建期成会が発足しまし
た。その後財団法人瑞鳳殿と名称が変わ
り、平成24年からは公益財団法人瑞鳳殿
として、仙台藩以来の文化的遺産である
瑞鳳殿、感仙殿、善応殿の三霊屋及び経
ケ峯内伊達家墓所の保存整備や伊達家霊
廟等に関する調査研究等を行っています。

瑞鳳殿の主な事業の一つに、三藩主の
遠忌法要があります。仙台の基礎を築
いた藩主の顕彰のため、毎年5月24日、 
6月4日、7月12日の各御命日に、旧仙台
藩家臣などの関係者が参列し、関係社寺
による読経をいただいています。法要の日
は終日、霊屋の扉が御開帳となり、本尊
である御木像を拝観することができます。

図33　命日の御開帳の様子（瑞鳳殿）

また瑞鳳殿では、例年8月6日・7日・
8日の仙台七夕の期間に「幻想灯夜　瑞
鳳殿七夕ナイト」と題してライトアップ
イベントを開催しています。およそ1000
本の竹灯籠と仙台七夕伝統飾りである七
つ道具が境内を彩ります。宵闇に金色に
光る瑞鳳殿や風に揺れる灯篭の灯りは幻
想的な風情を感じさせます。

図34　幻想的な雰囲気の瑞鳳殿本殿	

さらに七夕ナイトでは三日間に渡り、
境内の各所で篠笛の演奏が行われ、また
特設ステージでは和太鼓などの森のコン
サートが行われます。藩政時代から保た
れた自然の中での音楽ステージは毎年大
変好評をいただいています。

この他の事業として、付属資料館では
年3回の企画展を実施し、大学などの研
究機関へ試料や情報を提供し副葬品等に
ついての分析調査を進めています。

■おわりに
2020年から流行した新型コロナウイルス

感染症によって、観覧者数は一時例年の
40パーセント程度まで落ち込みました。そ
のような中で瑞鳳殿本殿と伊達政宗公御木
像の修繕工事を実施することになり、文化
庁からの補助金のみでは修繕費用を賄う事
が困難であったため、財団で初めてクラウ
ドファンディングにより広く皆様の御芳志
を募る事になりました。最終的に1,299名の
方々からご寄付をいただき、無事修繕工事
を完了することができました。またその際、
大変温かい応援のお言葉を多く頂戴し、仙
台藩祖伊達政宗公と瑞鳳殿がいかに皆様
に愛されているかを改めて実感しました。

そうした皆様のお気持ちを大切にしなが
ら、今後も瑞鳳殿をはじめとする三藩主霊屋
と藩政時代の面影を色濃く残すこの経ヶ峯
の自然を守って行きたいと考えております。

御命日やイベント、観光など、お近く
にお越しの際はぜひお立ち寄りいただけ
れば幸いです。

図35　修繕後伊達政宗公御木像

【主な参考文献】
・ 瑞鳳殿再建期成会『瑞鳳殿跡発掘調査 

伊達政宗公の墓とその遺品』
・ 財団法人瑞鳳殿『感仙殿善応殿跡発掘調査 

伊達忠宗公 伊達綱宗公の墓とその遺品』
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１．はじめに
私は、1969年（昭和44年）から2022

年（令和4年）までの53年間㈱テクノ長
谷に勤務し、前半の30年間は現場作業を
伴う技術者として、後半の20年間は経
営者の一人として社長などの職務に就い
て社業を行いつつ、業界・学会の役員や
専門学校・大学での非常勤講師としてお
手伝いをしてまいりました。また、2005
年（平成17年）から2022年（令和4年）
までの17年間は、（一社）東北地質調査
業協会の役員として業界の皆様と一緒に
なって歩んでまいりました。

この自分自身の経験をもとにした50余
年の「あれこれ」を、思いつくまま紹介
することにしました。皆様方の豊富なご
経験からすれば、私のことなどは取るに
足らないかもしれませんし、若い人達に
は昔のことでピーンとこない話かもしれ
ませんが、軽く読み流していただければ
幸いです。技術屋としての最後の業務に
なりました「建設技術者のための東北地
方の地質（文献１）」についても記すことと
致しました。

２．50余年あれこれ
•入社

私が入社したのは半世紀前で、会社は
創立７年目で業務が増加し社員も増員中
の伸び盛り状況でしたが、当時、自前の
社屋は無く、学校の片隅を借りての営業

（測量・設計部は別の民家）で、技術系
の若手社員は机とロッカーは二人で一つ
の使用でした。現場から帰った時に机が

使われている場合は、空いている他の机
を使うという状況でした。一人一人の使
用が可能になったのは、新社屋に移って
からのことで、自分だけの机をみた時の
嬉しさを今でも覚えております。現在の
社屋（写真１）は、当初の学校敷地に改めて
建てられたものです。

写真１　	現在の社屋写真（㈱テクノ長谷ホームページ、
2023）

•上司
配属されたのが技術の調査部で、上司

の課長さんは女性で当時は珍しい存在で
した。業務遂行、態度は男勝りで、ト
ラックを自ら運転し、男社員と雑魚寝も
していたとの逸話もありました。男性の
先輩技術者が彼女にペコペコしているの
を見て、是非この人を追い抜いてやろう
と思いましたが、残念ながら、結婚して
夫君と一緒に九州に行ってしまい、その
願いはかなえられませんでした。女性の

私の50余年あれこれ

　早坂　功（一社）東北地質調査業協会　元理事長
（早坂技術士事務所代表）

21



講
　
座

技術屋さんは、私の入社後10年ほどたっ
てから何人かは入社しましたが、いずれ
も寿退社で会社への定着はありませんで
した。

•はじめての仕事
はじめての仕事は、とあるダム（注1）の

余水吐（注2）グラウト工（注3）検査にあたっ
ての、グラウト液の「ハツリ（注4）」でし
た。上司の命令に従って、構造物の表面
がきれいになることだけを考えて一日中

「ハツ（削）」っていました。私は理学の
地質出身だったので、入社直後は工学・
土木方面は全くの素人で、「余水吐」「グ
ラウト」などの名称は分からず「完成」

「検査」の正確な意味も知らず、「ハツリ」
の用語もわかりませんでした。分からな
いまま仕事を終えましたが、うまくいっ
たのかどうかは覚えておりません。これ
らの用語を含め、工学・土木に慣れるの
はその後ざっと10年は必要だったと思わ
れます。新入社員教育を含む社内教育が
必要かつ大事であることは、今や当たり
前のことになっております。
（注1） 宮城県県営ダムの川原子ダム、宮城県白

石市（写真２）
（注2） 洪水調節のための施設で、洪水吐とも呼

ばれる
（注3） セメントミルクを用いて基礎地盤の改良

を行うこと
（注4） 斫り（ハツリ）とは、コンクリート製品

にかかわる作業（削る、穴を開ける、切
る、壊す）などの作業全般のこと

写真２　川原子ダム（白石市観光協会、2019）

•日報
現場からあがってくる日報を提出用

に清書することを言いつけられ、「字が
下手なので出来ません」と断ったのです
が、「丁寧に書けば良いから」と説得さ
れました。時間をかけて仕上げましたが、
字の下手なのは直らず、頼んだ上司は

「フーン、正直なんだね」と言って、二
度と清書書きは頼まれませんでした。な
お、日報はオペレーターや現場代理人が
記入したそのままを提出するのが大原則
であるのは、今も昔も変わりませんが、
記入時点でそのことを意識しておくこと
がさらに大事なことです。

•老け顔
入社後何か月が経過して、ある先輩と

トラックに乗り合わせた時、「お前は、
俺より若いんだってなあ」言われ、「は
いそうです」と答えると、「なんで老け
た顔をしているんだ。今まで、お前は俺
の先輩だと思っていたんだ、どうしてく
れる」と𠮟られました。今思うと、私は
たんに老け顔だけでなく、たぶん日頃の
態度も生意気だったのかもしれません。

•慰安旅行
入社年度の慰安旅行でも事件を起こし

ていました。旅行先から仙台に帰ってき
た時、周りの同僚や先輩の私への対応が
おかしかったので、先輩にその理由をう
かがうと「お前、昨夜の宴会のことを覚
えていないのか？」とのことでした。宴
会の終り頃、ある酒好きの大先輩が絡ん
できたので、「うるさい」と言って手で
払ったら、その手が先輩にあたって倒れ
てしまったようでした。怪我などはな
かったものの、先輩に対して大変失礼な
行為を行ったようで、翌日はその先輩に
平謝りをして許して頂きました。実は、
言い訳になりますが、旅行前日は徹夜で
業務しており、宴会で酒を飲んだ後は直
ちに眠っていたものと思って、その記憶
もありませんでした。それ以後、深酒に
は注意しておりましたが、40才までに2
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度ほど派出所のお世話になりました。慰
安旅行はその後二年に一度の海外旅行へ
と発展し、韓国、シンガポール、ハワ 
イ（写真3）、中国に行きましたが、バブル
がはじけてしまい、それだけになってし
まいました。あの頃が大変懐かしく想い
出されます。夢よもう一度はかないませ
んでした。

写真3　ハワイ慰安旅行中の宿泊ホテルと筆者（1997）

•右岸と左岸
ある時、大学の先輩でもある地質官か

ら呼び出しを受け、何の用だろうと伺っ
てみると、「お前が書いたダムの地質断
面図は間違っているので、すぐに直しな
さい」とのことで、何を間違えたのか、
図面を見ていましたが分かりませんでし
た。すると地質官は、「ダムの右岸・左
岸は、上流からみて言うのであって、お
前の書いた図面は左右全く逆だよ」と
困ったような顔で指摘されました。私は、
河川での地表踏査は下流から上流に行う
ことが常であったので、何の疑問も持た
ず、下流から見たサイトの断面図を作成
してしまいました。土木の一般常識も知
らないで、生意気にも図面の正当性を主
張したあの頃を懐かしく思い出します。

なお、河川の内側を堤外と言い、堤防の
外側を堤内と言うのが分かるのも入社後
数年後のことでした。

•現場乗りこみ
現場に乗り込むときは、集落長さんへ

の挨拶、次いで宿の確保、作業員の手配
そして必要な用地交渉を行うことが当時
は必須でした。見ず知らずの場所に初め
て行ってこれらの業務を遂行するのは容
易ではありませんでしたが、とにかく地
域の集落長さんに頼み込むことが現場で
の解決策の第一歩であることが何年かし
てわかりました。現場作業がうまくいく
かどうかは最初の乗り込み結果次第だと
いうことです。

•方言
同輩で九州出身の地質屋は、東北弁が

全く分からないのでその対応ができず 
2～3年は社外からの電話を受けること
が出来ませんでした。勿論、現場での地
主、作業員との会話でも言葉が通用しな
いことが多く、大変苦労したと言ってい
ました。私も、宮城県と同じ東北である
青森県の現場で用地交渉に行ったとき、
地主さんの津軽弁があまりにも素晴らし
く全く理解できず、許可が得られたかど
うかが分かりませんでした。一緒に行っ
てくれました地元の若い作業員が標準語
で言い直してくれましたのでようやくそ
の可否が分かりました。このように、昔
は方言が分かるかどうかも業務遂行では
常に大事なことでありました。

•ボーリングマシン
ボ ー リ ン グ マ シ ン は、 昔 は ハ ン ド

フィード（手動）式が主流で、場内運搬
も人力が常でした。今は、機械は油圧
フィード式で運搬は小型運搬車やモノ
レール（注5）に代わりました。人力運搬の
ころ、オペレータやベテランの助手は山
地でも3ｍボーリングロッドを3本以上
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担ぐのが当たり前でしたが、私は2本が
やっとで力のなさと要領の悪さを感じま
した。ベントナイト（注6）セメントも担ぎ
で運搬するのは大変でした。あるとき、
二人の中途入社予定者がおりまして、た
またまダムの現場からの撤去日だったの
で、彼らを一緒に連れていき運搬作業を
手伝ってもらい、夜は宿で酒による歓迎
をしたのですが、翌朝、何も言わずに宿
から逃げてしまいました。都会の一般の
人にとっては、重いものを担ぐ機会もな
く、この一日が耐えられないほど苦痛
だったのかもしれません。定着していた
だくには、徐々に経験していただくのが
基本で、初日から重いものを担がせた私
に落ち度があったと思われます。
（注5） 地上数十㎝に設置した１本のレール及び

エンジン付き牽引装置によって台車をけ
ん引しながら自走する運搬装置

（注6） モンモリロナイトを主成分とする粘土の
総称で膨潤性、吸水性、吸着性が高く、土
木工事用、農業用などに用いられている。

•ボーリングコア採取
ボーリングコアの採取方法も進歩し、

「コアパック」の出現で採取率が大幅に
上昇し、更に高品質コア採取方法（注7）

で、砂礫や破砕帯などの採取困難な試料
も採取できる時代に変わりました。昔の
岩盤の地質柱状図ではコア採取率だけを
示しておりましたが、破砕帯などのコア
採取が困難だった時代、オペレーターの
技術力で採取率が大きく異なるため、採
取率からだけでは地盤の良否は判断でき
ませんでした。現在では最大コア長及び
RQD（注8）も示して岩盤の良否を表して
います。昔は、砂礫層や破砕帯では、コ
ア箱1箱（5m）で1m程度しか採取でき
なくて何度も掘削し直しさせられました
が、50％の採取率の確保も困難でした。
（注7） 断層破砕帯や断裂密集部、硬軟混在部な

どを特徴とする掘削対象において、軟質
部や細粒分の流出を抑制することによっ
て、柱のコア形状を伴ったボーリングコ
アを原位置に近い状態で採取するボーリ
ング

（注8） 岩盤の良好度を示す目安で、コア掘削長 
1ｍごとに含まれる1片10cm以上コア長
の累計の百分率で示す。

•弾性波探査（注9）

ダムやトンネルなどの地質調査の一つ
として弾性波探査が昔も今も行われてお
ります。会社で10人近くの技術屋が同
じ宿に泊まり同じ作業をする現場は少な
いので、探査の時は非常に楽しかったこ
とを覚えております。火薬を使う緊張感

（爽快感？）は机上では決して味わえな
いことであり、毎夜の反省会（食事会）
での議論も活発に行われたことを懐かし
く思い出します。
（注9） 地下を伝わる弾性波が物性の異なる境界

で屈折や反射などの現象を生じることを
利用して、地下構造を調査するための手
法で、起震源として火薬を用いることが
多い。

•重金属汚染調査
ある河川沿岸の重金属汚染原因調 

査（注10）を鉱山（写真４）、大学、自治体と一 
緒に2年間にわたって実施し、当時まだ
稼働していた鉱山へ入ることが出来て
興奮しました。また、深さ2ｍのトレン 
チ（注11）調査による河川堆積物のスケッ
チや試料採取と重金属分析や、植物と土
壌の重金属分析などの解析を手伝うこと
が出来たことも昨日のことのように覚え
ております。
（注10） 宮城県旧鴬沢町二迫川支流鉛川沿岸水田

のカドミウム汚染原因調査、宮城県環境
白書（2023）によれば、対策も1993年に
終わりその後は発生していないようです。

（注11） 野外で地層を観察するための幅1ｍ、深
さ1～2ｍ程度の溝上の穴。
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写真4　稼行当時の細倉鉱山（栗原市）

•廃棄物処理場調査
一般廃棄物処理場（文献3、写真5）及び産業

廃棄物処理場の地質・地下水調査を昔か
ら行っており、埋立中の廃棄物の分析調
査も実施していました。試験室の担当者
からは「臭くてかなわない」とのお叱り
を受けましたがその後何年も担当してい
ただきありがたかったと思っています。
その後数十年を経て、東京都の豊洲市場
の移転に伴う大規模な土壌汚染調査を行
うことになり、20台以上のボーリングマ
シンを投入する必要がありました。多く
の同業者の援助があって無事に終了する
ことが出来、協力を頂いた皆様方には感
謝、感謝でした。

写真5　森郷処分場跡地の現況（2023）

•ダム地質調査
多くのダムで地質調査を行って、いろ

いろな経験をさせてもらいました。あ
るダム（注12）でルジオン試験（注13）のロッ
ドの管内抵抗を確かめるため、道路上

に100ｍ以上のロッドを並べて多量の水
を送水し管内圧を実測して、水量が多い
場合はその抵抗値が非常に大きいことを
示しました。業務以外では、休日には事
務所と野球の試合をするなどの親交もあ
りました。また別のダム（注14）では、調
査が冬季に及んでしまい、更にドカ雪に
遭遇したため、ボーリング機械の搬出に
は大変な苦労をしたことを覚えておりま
す。担当したオペレーターの根気強さと
責任感の大きさを痛感した現場でもあり
ました。
（注12） 国土交通省直轄ダム浅瀬石川ダム（写真

6）、青森県黒石市
（注13） 主としてダム基礎岩盤の透水性を評価す

るための原位置透水試験。多段階の圧力
で注水を行い、注入圧力と注入水量の関
係から透水性を評価する試験。

（注14） 農水省直轄ダム（未施工）軍沢川ダム、
宮城県栗原市

写真6　浅瀬石川ダム（ウキぺディア、2023）

•地すべり調査
多くの地すべりで地質・地下水調査を

行ってきました。阿武隈山地北部の地
すべり（注15、写7）では、入社間もなくから
長い間、調査、解析をするとともに、対
策工の実施も行いました（文献3）。指定区
域の追加もあって、それまでの調査、設
計、工事と観測結果をまとめ、原因の追
究と新たな計画の立案を当時の社長（長
谷弘太郎氏）と一緒に行う機会も与えら
れ、社内の最初の技術印刷物として発行
しました（文献4）。断層、キャップロック
構造（注16）、亜炭層などの地質要因の他に
豊富な地下水が誘因として挙げられ、地
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下水排除工を施工して多量の地下水の排
除を実感することも出来ました。この地
域ではマムシが多く、地元の人にマムシ
酒をご馳走して頂いたことや、小河川や
畦道に蛍が多数発生しており、それを宿
に持って帰って飛ばし、皆で風雅を楽し
んだこともありました。別の地すべり 
も（注17）昔から担当してきましたが、宿
舎が温泉地でもあることから、仕事が終
わってからの一杯は心底沁みました。あ
る夕飯時、後輩がなかなか上がって来ず、
心配して見に行ったところ、本人は全く
気にかけず泳いでいました。食事を待っ
ていた先輩やオペレーターに報告すると

「あいつならしょうがない」と言って許
してくれました。そんな時代でした。こ
の近くの地すべり（注18）は、当社が地元
の要請を受け地盤変状地に地すべり計を
設置して、発生時の人的被害を未然に防
止したこともありました。岩手宮城内陸

（2008）地震では、日本でも有数と思わ
れる巨大な地すべり（文献6）が発生しまし
たが、当社は残念ながらお手伝いするこ
とは出来ませんでした。
（注15） 農水省所管大内地すべり、宮城県丸森町

雉尾川
（注16） 泥岩や頁岩などの比較的軟弱な岩盤層上

に火山岩や砂礫岩層などの硬質な岩盤層
が存在する構造。

（注17） 林野庁所管赤坂地すべり、宮城県白石市
白石川

（注18） 林野庁所管追久保地すべり、宮城県白石
市白石川

写真7　	大内地すべり指定地域現況（末端部から頭部を望
む、2023）

•地下水・温泉
地下水・温泉の調査と工事も多数行っ

てまいりました。ある自治体（注18、写真8）

で飲料水確保のためにいっぺんに6本の
井戸を掘削しました、そのうちの2本で
大量の地下水が湧出し、自治体の担当職
員の方は現場に来て何度も万歳をして喜
んで帰ったそうです。一方、断層付近を
狙った1本からは水量が少なかったので
すが、その原因としては、断層近くの破
砕粘土が厚かったのかもしれません。他
県（注19）での1000m試験井戸では、掘削
に失敗し退職も考えましたが、先輩や同
僚に励まされて会社に残りました。同じ
県ですが、温泉でもでほぼ同じ時期に2
本掘削しましたが、1本は高温度で多量
のお湯が得られましたが、もう1本は温
度がやや低く発注者の希望にはかないま
せんでした。高温の担当者は万歳を、や
や低温の担当者は肩を下ろしがっかりし
てた姿が思い出されます。阿武隈山地の
花崗岩地域では、断裂系の広域地下水を
対象として集水井併用による横孔を掘削
した結果、毎分1000ｌ以上の大量の地
下水を確保することが出来ました（文献7）。
現在はこの水は地元の人にアルカリイオ
ン湧水として利用されています。
（注18）宮城県利府町
（注19）青森県

写真8　利府町水道水源井戸（利府町、2023）

•地熱発電（注20）地質調査
北海道から九州までの数か所で地熱発

電地質調査に協力することが出来まし
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た。八丈島では、行きの天候が悪く、乗
り合わせたプロペラ機の着陸がなかなか
出来ず、何度かのトライの後でやっと成
功して安堵したこともありました。八丈
島（写真9）のきょんや親不孝通りの飲み屋
街など南国の情緒を味わいながらの調査
でした。嬬恋村では、工場を改造したカ
ラオケ店があり、同僚と夜中まで飲み明
かしたこともありました。
（注20） 地下のマグマなどによって熱せられた高

温の水や水蒸気の力を用いて行う発電の
こと。

写真9　八丈島地熱発電所（東京都、2023）

•リストラ
発注量が極端に減るに伴って、会社の

成績も落ち込み大変な危機に陥り、種々
対策を重ねましたが回復の見込みがな
く、当社でもリストラで対応することに
なりました。社員が半分になり、その効
果はあったものの会社の維持がやっと
で、景気の良い元の状態には戻りません
でした。個別の社員への説明（説得）を
任されましたが、あの時ほど嫌な思いを
したことはありませんでした。リストラ
は、二度とやるまいと誓いました。

•計算機器
この 50 年で一番変わりましたのは、

「電子化」、「デジタル化」が著しく進ん
だことだと思われます。例えば、計算機
器は、入社当初は算盤・計算尺・手回し
計算機が主流でしたが、1970年代になっ
て卓上電気計算機が売り出され、更に小
型の電卓へと進む一方、パソコンが急速

に普及し、現在ではスマホによる計算も
可能になっております。今や、若い技術
屋さんには、計算尺や手回し計算機など
は見たことも聞いたこともないと云う人
も多いかもしれません。データ整理、解
析、図面作成などは、以前は人力でした
が、今やパソコンに置き換わり作業効率、
正確性、迅速性が大きく進化しました。

•報告書・写真・電話
報告書として提出する図面や邦文の印

刷も、昔は「青焼き」と「タイプ印刷」
でしたが、今や「電子納品」が当たり前
になりました。写真も、昔はフイルムカ
メラで、当初は白黒だったのがカラーに
なり、今やデジタルカメラが主流です。
フイルムカメラは現像しないと出来具合
が分からないので、現場での撮影には2
台のカメラを使用しての失敗の回避にに
配慮していましたが、今はデジタルであ
り、現場で直ちに出来不出来が分かるの
で撮影ミスは無くなりました、更に、危
険な急崖などでドローンによる撮影もさ
れるようになりました。連絡手段も、昔
は固定式電話でしたが、1990年（平成2
年）以降は携帯電話、ポケベル時代があ
り、現場と事務所の直接連絡が可能にな
り、現在では写真も送れるスマホが主流
になりました。

•非常勤講師
ある専門学校（注21）で講義中に一学生

が机に臥せて眠っていましたので、起こ
して注意したところ、「先生、昨夜コン
ビニで徹夜のバイトだったので眠くて仕
方がないんです」と答えて再び眠ってし
まいました。この学校では、出席率を重
くみていましたので、学生は欠席はした
くないとの思いでの返答だったようで
す。眠っていても出席なのかどうかは難
しいのですが、専門学校ということもあ
り、この時は出席にしたと記憶しており
ます。学生に人気のあった授業は、校庭
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での電気探査（注22）と簡易弾性波探査実
習でした。座学と異なり、外での体を
使っての実習は全員が嬉々として受講
していました。大学（注23）での授業でも、
土や岩石の観察、地形の立体視、地すべ
り・土石流のビデオや液状化実験などの
自ら手や目を使って取り組む授業は人気
があり、関心が高かったのはやはり東北
地方太平洋沖地震の講義でした。
（注21） 学校法人日本建設学園（東北理工専門学校）
（注22） 地盤の電気的性質を測定することにより、

地盤状況を把握する手法。
（注23）公立大学法人宮城大学食産業学部

•協会理事長
理事長時代の大きな出来事としては、

2009年（平成21年）の創立50周年記念
事業の実施と2011年（平成23年）に発
生した東北地方太平洋沖地震への対応が
挙げられます。創立50周年では、記念式
の開催と記念誌（文献8・9、写真10）の発行が主
な事業でした。地震時は幸い会員の犠牲
がなかったもの被害は甚大でしたが、全
国の協会から多くの義援金や見舞金を頂
き、これを被災県や博物館に寄付すると
ともに、震災に関する技術講演会と記念
論文集の発行（文献10）に充てることが出来
ました。宮城県から要請された3200か所
の危険個所の点検調査も無事に終えるこ
とが出来ました。これらのことは、協会
役員、会員、事務局の全面的な応援・支
援があってのことで、大変感謝しており
ます。誌面をお借りして、ここにあらた
めて御礼申し上げます。

写真10　	東北地質業協会理事（創立50周年記誌、
2010）

３．	「建設技術者のための東北地方の地
質（2006年）（文献１）」あれこれ

•経緯
2006年（平成18年）9月に（社）東北

建設協会（注24）創立40周年記念事業のひ
とつとして「建設技術者のための東北地
方の地質」を発行いたしました。編集に
際しては、東北大学名誉教授蟹沢聰史先
生をはじめ著名な教授にご指導を頂きな
がら行われましたが、㈱テクノ長谷は作
業機関として、準備段階から関係するこ
とになりまして、私の最後の技術業務に
なりました。その約20年前の1988年に、
東北地方建設局が「東北地方土木地質
図（20万分の１）（文献11）」を発行してお
り、その後の資料収集と新たな知見を加
えての作成となりました。㈱テクノ長谷
は、前回に続いての作業機関でありまし
たが、実はその7年前の1981年に会社創
立20周年記念刊行物として「北上川流域
地質図（20万分の1）（文献12）」を発行して
おりました。実に25年、四半世紀を経て
の東北地方地質図の完成・刊行でありま
した。

従来の地質図との大きな違いは、産総
研（注25）からの協力を得ての「東北地方
デジタル地質図GIS版」ということです。
準備から発刊までほぼ3年間を要し、編
集委員会も10数回に及ぶ大変な作業で
ありましたが、後にその委員会を中心に
して「みちのくGIDAS」（注26）が発足し
ました。（一社）東北地質調査業協会で
は2009年の協会50周年記念誌から2012
年53号機関誌「大地」に、東北地方の各
県別の地質を記載しておりますが、当資
料が大いに用いられたほか、2011年発生
した「東北地方太平洋沖地震」の復旧事
業にもこの地質図が大いに活用されまし
た。なお、2023年の現在では、産総研が
シームレス（注27）の東北デジタル地質図
を公開しております。
（注24）現在の（一社）東北地域づくり協会
（注25）国立研究開発法人産業技術総合研究所
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（注26） 国、地方自治体、公共企業体から提供さ
れた地盤ボーリング及び災害履歴情報、
地質データなどをGIS（地理情報システ
ム）を利用して、インターネット上で閲
覧できるシステム、（公社）地盤工学会
東北支部

（注27） シームレスとは、継ぎ目のないと云う意
味。「20万分の１日本シームレス地質図」
は、これまで産総研が出版してきた地質
図同士の境界をつなぎ合わせ、日本全国
統一の凡例を適用して編集したWeb地
質図。

•地質図
「東北地方デジタル（注28）地質図」では、

地質年代と岩相区分の組み合わせで186
種類の岩相コードを設定し層序表を作成
し、すべての地層岩体を表しています。
例えば「新第三紀鮮新統の竜の口層の泥
岩」は、時代区分が「新生代新第三紀鮮
新世N3A）」であり、岩相が「泥岩（ｍ）」
であるので「N3Aｍ」と表記されており
ます（図１）。
（注28） 連続的な量を、段階的に区切って数字で

表すこと。

図1　仙台市周辺の地質図（文献１）

•GISデジタル地質図
このデジタル地質図は、CD-ROM（注29）

化されており、GISデジタル版には各区

画（ポリゴン）にこの岩相コードの他に
地層名、時代、岩相、硬軟区分、地下水
および参考文献の情報が与えられていま
す。さらに、その他の多量のデータとし
て、公表されている地形地質情報（地す
べり地形分布図、第四紀基底深度分布図、
震央図、仙台市のN値深度分布図、岩石
物性値データ、年代値データ、新生代本
州弧地質資料集データ、ボーリング柱状
図、日本の地形レッドデータ）、土地保
全情報（地下水台帳データベース、火山
防災地図、名勝・天然記念物、鉱山・採
石場、各県の土地保全情報、温泉・鉱泉）
及び土木構造物情報（橋梁・トンネル・
ダム）が重ねて表現されています。

GIS デジタル版では、岩相コードを
ベースにして地形地質情報、土地保全情
報及び土木構造物情報が重ね合わせるこ
とが出来るという画期的なものになって
おります。すなわち、ある地域・地点を
クリックすると、その地盤がいつの時代
のどんな岩石・岩体なのか、地層名は何
というのか、岩石は硬いのか軟らかいの
か、地下水は地層水か亀裂水なのかなど
が直ちに分かるほか、近くに地すべり地
域や砂防地域や名勝・天然記念物ががあ
るのかどうかなどもすぐに分かるように
なっております。
（注29）読み込み時専用のCD

•解説書
解説書は、23名に及ぶ多数の研究者

および技術者が執筆し、土木建設に携わ
る実務者が分かりやすいように親切丁寧
に、総ページ数408頁にわたり解説され
ております。地質については、プレート
テクトニクス論（注30）をベースにした最
近の知見を充分に取り入れて、新生代と
中・古生代別に記されているほか地域ご
との説明もなされております。地盤工学
では、東北地方の特徴的な土（注31）につ
いても記載されております。地下資源や
災害、名勝・天然記念物でも最近の情報
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を多く取り入れております。土木構造物
は、主として国土交通省直轄事業の中か
ら事例として取り上げられています。な
お私も参画し、ダムの執筆を行っており
ます（文献13）。
（注30） 従来の大陸移動説、マントル対流、海洋

海底拡大説などを基礎として「プレート」
という概念用いることでさらに体系化し
た理論で、地球科学において一大転換を
もたらした

（注31）泥炭、ローム、しらす、まさ土、軟岩

４．終わりに
技術者として、経営者としての出来事

がまだまだ多く頭に浮かんできますが、
それらについては、皆様にお会いした時
の話のネタとして取っておくことにして
筆をおきます。

追記
本稿校正中の2024年（令和6年）1月

1日（元旦）にマグニチュード7.6、最大
震度７の「令和6年能登半島地震」が発
生し、死者236名（1月26日時点）の方
が犠牲になり、多数の家の倒壊、大火災、
道路の陥没、斜面崩壊、5mを超す津波、
海岸沿いの隆起、電気・水道・ガスの不
通など甚大な災害となりました。亡くな
られた方々のご冥福と御遺族の方々への
お悔やみを心より申し上げます。また、
被害を受けた多数の皆様方の一日も早い
回復を願っております。自然災害の原
因・復旧・復興に取り組んできました技
術屋の一人として、これからの業界・学
会には「災害は忘れたころにやってくる」
から「災害は忘れようが忘れまいが必ず
やってくる」の考えのもとに、「防災」

「減災」は勿論ですが「予知」に向けて
の更なる取り組みを期待しております。

 以上
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1．はじめに
ダム基礎岩盤の地質調査は、地質分布、

透水性、物理・力学特性の把握を目的に、
ダム軸を中心として長年にわたり段階的
にボーリング調査、原位置試験、室内試
験が行われる1）。

本論では上記の目的に加えて、止水ラ
イン深部に認められた高透水部の詳細把
握という重要課題に対し、解決に向けた
調査の提案・実施事例について報告する。

2．地質概要
ダムサイト地質平面図を図-1に示す。

ダムサイト周辺の地質は、新第三紀中新
世の安山岩溶岩、同質火砕岩類および砕
屑性堆積岩類が主に分布する。

図-1　ダムサイト周辺の地質平面図

3．問題点
既往調査で止水ラインの右岸深部に高

透水部が確認された。そのため、高透水
部の詳細把握が、グラウチング範囲の決
定において重要課題である 2）3）。本業務
では止水ラインにおいて調査孔①・②で
ボーリング調査・原位置試験を実施し、
地質分布・透水性の把握に努めた。業務
における問題点は以下のとおりである。

（1）�岩盤透水試験（ルジオン試験）結果
の妥当性確認

ダムサイトのボーリング調査は、5m
掘進した後、孔内観察、ルジオン試験の
サイクルを繰り返し行う（図-2）。

図-2　ダムサイトボーリング調査のサイクル

そのため、ルジオン試験区間上端部は、
前回のルジオン試験の影響を受け、孔壁
が破損している可能性があり、パッカー
による遮水が不十分となる可能性がある

（図-3）。よって、ルジオン試験結果の妥
当性確認が極めて重要な課題である。

図-3　ルジオン試験のパッカー遮水時の工夫

（2）断面図の整合性に対する懸念
当該ダムサイトにおける断面図は30m

毎に左右岸・上下流方向に設定したグ
リッド上の地質断面図・岩級区分図・ル
ジオンマップが基本となっている。しか
し、止水ラインやグリッド間の測線など、
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断面図は用途に応じて適宜追加される。
また、各断面は作成・更新時期が異なる
ため、整合が取れていない可能性があり、
高透水部の連続性評価に影響する。

4．問題分析
上記の事実から、問題点を分析し、以

下のように整理した。
（1）�岩盤透水試験（ルジオン試験）結果

の妥当性確認
当該ダムサイトにおける高透水部は、

地質境界や開口割れ目に起因するものが
多い傾向にある。よって、高透水部であ
ることを確定させるためには、ルジオン
試験結果だけでなく、複数の要素で評価
し、高透水要因を明確にする必要がある。

（2）断面図の整合性に対する懸念
各種断面図はボーリング調査を実施す

る度に更新されるが、ボーリング調査を
実施していないグリッド上の断面図は、
更新されずに据え置かれている可能性が
ある。また、断面図は並行して3次元化
されるが、地質解析業務とは別のBIM/
CIM構築業務で行われる場合があり、断
面図の不整合部分の解釈で齟齬が生じる
おそれがある。

5．調査計画
問題分析を受け、下記の方針で調査計

画することとした。
（1）高透水部の要因分析

① コアで開口割れ目とみられる箇所に
絞り、孔壁展開画像解析で開口幅の
確認のみを先行して行った。

② 高ルジオン値を示した区間におい
て、高透水部の再現や、高透水領域
を絞り込む目的で、必要に応じて追
加の短縮ルジオン試験を実施した。

③ 自記水位計を調査孔周辺の既存ボー
リング孔3箇所に設置し、本業務の
ボーリング掘削期間中は常時稼働さ
せ、ルジオン試験時の孔内水位変動

を確認した。

（2）パネルダイヤグラムによるチェック
① 地質解析業務から現状の最新断面図

データを入手し、各断面図のボーリ
ングデータをチェックした。

② パネルダイヤグラムを作成し、更新
時期が古いとみられる断面図との交
点チェックを優先して行った。

6．実施結果および成果
（1）高透水部の要因分析

例として調査孔①の結果を示す（図-4）。
深度125～130mの高透水部（深度125～
130m、ルジオン値17）は、コア観察お
よび孔壁展開画像解析の結果、深度128
～130mに0.3～2.2mmの開口割れ目が密
集し、主たる高透水要因と考えられた。

図-4　ボーリングコアと孔壁展開画像の対比

そこで、開口割れ目が密集している下
半部の区間深度127.5～130mで短縮ルジ
オン試験を実施した。その結果、より高
いルジオン値29を示し、開口割れ目を
要因とする高透水部であることを再現で
き、高透水区間を絞り込めた。

既往孔水位観測については、日降水量
データも加味して評価した（図-5）。降
雨がない時期に孔内水位上昇のピークを
示す時間と、高透水部でルジオン試験を
実施した時間が一致する箇所があり、高
透水部の妥当性確認として一定の成果を
得ることができた。

32



技
術
報
告

技 術 報 告

図-5　既往孔水位観測結果

（2）パネルダイヤグラムによるチェック
パネルダイヤグラムによるチェックの

一例として、断面①（上下流方向）と断
面②（左右岸方向）交点の事例を示す

（図-6）。断面①は平成26年度以降、新
たなボーリングデータがないため更新さ
れておらず、地質断面図・岩級区分図・
ルジオンマップともに不整合箇所が確認
された。その時点で発注者および関連業
務担当会社にもこの資料をもって情報共
有し、修正すべき箇所を明確に示した。

図-6　パネルダイヤグラムによるチェックの例

以上の結果、深部の高透水部が局所的
な分布にとどまる可能性がある事を提言
した。

7．おわりに
本事例では、既往調査で明らかとなっ

た止水ライン右岸深部の高透水部の詳細
把握を念頭に、調査を実施した。ポイン
トは、以下のとおりである。

① 注入水のリークによる高透水の誤認
を防ぐため、ルジオン試験開始時の
チェック強化に加えて、コア・孔壁
展開画像による試験区間の割れ目状
態チェック、必要に応じて短縮ルジ
オン試験による再現性を確認した。
また、周辺の既存ボーリング孔に自

記水位計を設置し、ルジオン試験で
高透水を示した際の孔内水位変動を
確認し、多角的に高透水部の妥当性
を示した。

② 各種断面図をパネルダイヤグラム
で詳細に確認し、解析業務、BIM/
CIM構築業務で把握できていない要
修正箇所を指摘して、不整合箇所を
残したまま解析業務が進まないよう
に配慮した。

以上の結果、懸念されていた止水ライ
ン右岸深部の高透水部は連続性に乏し
く、局所的な分布にとどまる可能性があ
る事を提言した。

今後も発注者が抱える課題を吟味し、
地質調査の専門家として事業に貢献でき
るより良い調査を計画・提案できるよう
努めていきたいと考える。

《引用・参考文献》
1） 一般財団法人ダム技術センター：ダムの地質調

査－ボーリング・調査坑・トレンチ－、p.70～
76、2015.3。

2） 財団法人国土技術研究センター：グラウチング
技術指針・同解説、p.8～20、2003.7。

3） 財団法人ダム技術センター：台形CSGダム設
計・施工・品質管理技術資料、p.1-1 ～ 1-27、
2012.6。
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1．はじめに
近年の豪雨により、東北地方の某河川に

おいて、河川合流部の堤内地で冠水が発
生した。堤防を現地踏査すると、支川の堤
体のり尻付近で漏水による噴砂を確認し
た。そのため、堤防浸透流解析により地下
水が堤内地へ浸透するメカニズムを想定
し、洪水による浸透破壊に対する安全性
の照査を行った。本報告は、河川合流部
における堤防浸透流解析事例を紹介する。

2．地形地質概要
本 調 査 地 は、 水 深 10 ～ 15m、 川 幅

350m ～600mの本川と、水深0.2～0.5m、
川幅50～100mの支川の合流部である。
漏水は支川側の、本川との合流部から
約500m上流の堤防のり尻付近で生じた。
漏水箇所は、旧河道・本川・支川に囲まれ
た微高地（自然堤防）に位置する（図-1）。

地質は、既存資料より、粘性土と砂の
互層から成る堤防盛土（N=3～11）と、
その下に砂礫層（N=11～50以上）が分
布している。川裏の表層には、粘性土層

（N=1）が分布している。
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3. 現地踏査と漏水メカニズム 

浸透流解析に先立ち，堤体形状や状況確認などの現地

踏査を行った． 

(1) 漏水箇所①② (No.0+60～No.1) 

 写真-1に漏水箇所①の漏水箇所の噴砂を，図-2に漏水

メカニズムを示す．現地踏査の結果，堤防のり尻で噴砂

跡を確認した．また，漏水箇所②で堤体のはらみだしも

確認したことから，漏水は堤体の漏水と推定した． 

 

写真-1 漏水箇所①のり尻の噴砂跡 

 

 

図-2 漏水箇所①②推定漏水メカニズム 

 

(2) 漏水箇所③ (No.1+80) 

写真-2に漏水箇所③を，図-3に漏水メカニズムを示す．

堤防のり尻から5m 程離れた民地から若干の噴砂跡が見

られたことから，漏水は基盤漏水と推定した． 

写真-2 漏水箇所③噴砂跡 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 漏水箇所③推定漏水メカニズム 

 

4. 解析条件 

(1) 浸透に対する安全性照査 

本調査では，洪水時のすべり破壊と基礎地盤の浸透破

壊に対する安全性の照査を行った． 

(2) 解析検討断面 

浸透流解析を行う検討断面は，被災要因に応じた対策

工の要否を検討するため，堤体内のり尻で漏水が発生し

た解析断面 A（No.0+80.0），堤体近傍の民家で基盤漏水

が発生した解析断面 B（No.1+80.0）とした． 

(3) 浸透流解析ケース 

解析ケースは，計画高水位に対する安全性の確認を目

的とした「現況地盤解析」を検討した． 

 

 

噴出孔(漏水に伴う噴砂を確認) 

図-1　調査地周辺の地形分類
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確認などの現地踏査を行った。

（1）漏水箇所①②（No.0+60～No.1）
写真-1に漏水箇所①の漏水箇所の噴砂

を、図-2に漏水メカニズムを示す。現地
踏査の結果、堤防のり尻で噴砂跡を確認
した。また、漏水箇所②で堤体のはらみ
だしも確認したことから、漏水は堤体の
漏水と推定した。
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近年の豪雨により，東北地方の某河川において，河川

合流部の堤内地で冠水が発生した．堤防を現地踏査する
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防盛土（N=3～11）と，その下に砂礫層（N=11～50以上）

が分布している．川裏の表層には，粘性土層（N=1）が分

布している． 
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(2) 解析検討断面 

浸透流解析を行う検討断面は，被災要因に応じた対策

工の要否を検討するため，堤体内のり尻で漏水が発生し

た解析断面 A（No.0+80.0），堤体近傍の民家で基盤漏水

が発生した解析断面 B（No.1+80.0）とした． 
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解析ケースは，計画高水位に対する安全性の確認を目
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写真-2　漏水箇所③噴砂跡
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(1) 浸透に対する安全性照査 

本調査では，洪水時のすべり破壊と基礎地盤の浸透破

壊に対する安全性の照査を行った． 

(2) 解析検討断面 

浸透流解析を行う検討断面は，被災要因に応じた対策

工の要否を検討するため，堤体内のり尻で漏水が発生し

た解析断面 A（No.0+80.0），堤体近傍の民家で基盤漏水

が発生した解析断面 B（No.1+80.0）とした． 

(3) 浸透流解析ケース 

解析ケースは，計画高水位に対する安全性の確認を目

的とした「現況地盤解析」を検討した． 

 

 

噴出孔(漏水に伴う噴砂を確認) 

図-3　漏水箇所③推定漏水メカニズム

4．解析条件
（1）浸透に対する安全性照査

本調査では、洪水時のすべり破壊と基
礎地盤の浸透破壊に対する安全性の照査
を行った。

（2）解析検討断面
浸透流解析を行う検討断面は、被災

要因に応じた対策工の要否を検討する
ため、堤体内のり尻で漏水が発生した
解 析 断 面 A（No.0+80.0）、 堤 体 近 傍 の
民家で基盤漏水が発生した解析断面B

（No.1+80.0）とした。

（3）浸透流解析ケース
解析ケースは、計画高水位に対する安

全性の確認を目的とした「現況地盤解析」
を検討した。

（4）照査基準
表-1に浸透に対する照査基準値一覧表

を示す。照査基準は、「河川堤防の構造
検討の手引き」1）を参考とした。築堤履
歴の複雑さに対する割増係数（α 1）は、
約10年前以前の築堤履歴が不明で、そ
の年以降に堤防が増築されていることか
ら、築堤履歴が複雑な場合（α 1=1.2）と
した。基礎地盤の複雑さに対する割増係
数（α 2）は、図-1より、旧河道に囲ま
れた不安定化につながる治水地形のた
め、被災履歴あるいは要注意地形がある
場合（α 2=1.1）とした。

表-1　照査基準値一覧

（5）河川水位波形
解析断面である支川の河川水位波形

は、本川の河川水位波形から推定した。
解析断面の河川水位は本川との合流部に
近く、本川水位と連動していることから、
計画高水位の継続時間、高水位継続時間
および水位低下速度は同じであると考え
られる。そのため、「河川堤防の構造検
討の手引き」2）に準じて基準水位（支流
の平水位）と水位上昇勾配を変更して波
形を作成した。図-4に水位波形設定法
を、図-5に基準水位を変更した支川の河
川水位波形を示す。

図-4　水位波形の設定法に加筆2）
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図-5 基準水位を変更した支川の河川波形水位 

 

 

5. 浸透流解析結果 

(1) すべり破壊に対する安全性検討結果 

すべて照査基準値を満足する結果となった．そのため

対策工は不要と評価した（表-2）． 

表-2 すべり破壊に対する検討結果 

(2) パイピング破壊に対する安全性検討結果 

解析断面 A 及び解析断面 B で，堤体漏水と基盤漏水に

対する照査基準を満足しない結果となった（表-3，図-6）．

そのため対策工が必要と評価した． 

表-3 パイピング破壊に対する安全性検討結果 

図-6 パイピング破壊に対する安全性検討結果 

 

6. おわりに 

本調査での河川合流部の堤体浸透流解析では，本川の

河川水位波形を基に河川水位波形を作成することで，適

切な堤防の浸透破壊に対する安全性の評価ができた． 

 

《引用・参考文献》 

1) 財団法人国土技術研究センター(2012)：河川堤防の

構造検討の手引き(改訂版)，p.47. 

2) 同上，pp.62-64. 
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5．浸透流解析結果
（1）すべり破壊に対する安全性検討結果

すべて照査基準値を満足する結果と
なった。そのため対策工は不要と評価し
た（表-2）。
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表-2　すべり破壊に対する検討結果

（2）�パイピング破壊に対する安全性検討
結果

解析断面A及び解析断面Bで、堤体漏
水と基盤漏水に対する照査基準を満足し
ない結果となった（表-3、図-6）。その
ため対策工が必要と評価した。

表-3　パイピング破壊に対する安全性検討結果

図-6　パイピング破壊に対する安全性検討結果

6．おわりに
本調査での河川合流部の堤体浸透流解

析では、本川の河川水位波形を基に河川
水位波形を作成することで、適切な堤防の
浸透破壊に対する安全性の評価ができた。

《引用・参考文献》
1） 財団法人国土技術研究センター（2012）：河川堤

防の構造検討の手引き（改訂版）、p.47。
2） 同上、pp.62-64。
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1．はじめに
地中熱利用は、省エネルギーによって

脱炭素に寄与する有力な手段である。熱
応答試験は、地盤の熱物性や地中熱交換
器の熱交換能力を推定する地盤調査試験
であり、地下水の流れの影響を含む見か
け熱伝導率を求めて、地中熱利用のため
の熱交換器長の設計データとして利用さ
れる。原ほか 1）、2019は、福島県内の8
地点16回の熱応答試験によって、概ね
20～30mという比較的浅い深度では見か
け熱伝導率は1.2〔W/（m・k）〕以上で
あり、地中熱ヒートポンプシステムの設
計に用いることのできる値であることを
示した。筆者らは、地点、回数を増やし
て2019年までのデータと合わせて図-1
に示す福島県内の11地点41回の熱応答
試験を行った。このうち2地点において、
地中熱を空調に利用する機会が多い低気
温時と高気温時における見かけ熱伝導率
の違いの有無や季節的な地下水変動の影
響を確認するため、各地点複数孔におい
て年間を通して熱応答試験を行い、見か
け熱伝導率（λa）を求めた。また、地
下水観測を行ったのでこれらの結果につ
いて報告する。

図-1　福島県内におけるTRT実施地点2）

2．方法
2022年から2023年にかけて夏季（7月

から9月）、中間期（5月から6月または
10月から11月）、冬季（12月から2月）
に福島県須賀川市（sk地点）および鏡石
町（K2地点）の2地点各4孔の概ね深度
20～30mの地中熱交換器において熱応
答試験を行った。熱応答試験は、一定加
熱・温水循環方式熱応答試験（TRT）技
術書 3）に準拠して温水循環試験を実施し
た。温水循環試験に続いて、地中熱交換
器に予め概ね2.5m間隔の深度に設置し
たT型熱電対を使用して温度回復試験を
実施した。熱応答試験を行うTRT装置
はアグリクラスター製のAGC-003であ
り、2017年2月15日にNPO法人地中熱
利用促進協会から発行されたTRT装置
認定申請の手引き 4）に則って認定され、
2020年8月5日および2023年3月31日に
認定を更新している。熱応答試験と別に
観測孔を2022年にsk地点に1ヶ所、K2
地点に2022年に2ヶ所、2023年に1ヶ所
設置して地下水観測を行った。自記水位
計（ジオファイブ製S＆DLmini水位計）

新協地水株式会社

〇幸田　英顕、原　勝重、藤沼　伸幸

全地連「技術フォーラム2023」横浜
福島県内で測定した見かけ熱伝導率の季節変動について
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によってsk地点およびK2地点で2022年
9月から観測孔内の水位を計測しており、
流向流速計（アレック電子株式会社製地
下水流向流速計GFD3A）によって、K2
地点で2023年1月、2023年5月に流向お
よび流速を計測した。また、機械ボー
リングによる地質調査を行い、sk地点、
K2地点のボーリング柱状図を作成した。

3．結果
図-2、図-3にsk地点、K2地点の地層

断面図を示す。sk地点では機械ボーリ
ングの実施深度はGL-30mであり、GL-
20mまで粘性土主体で砂質シルトや凝灰
岩シルトが主となり、それ以深は、風化
凝灰岩、凝灰岩であった。K2地点では
機械ボーリングの実施深度はGL-20m、
GL-30m、でありGL-20～25mまで粘性
土主体で礫混じり砂をはさむ。それ以深
は、風化凝灰岩であり、ボーリング孔間
の距離は10mであるが分布深度が大きく
変化している。

図-2　地層断面図（sk地点）

図-3　地層断面図（K2地点）

表-1、図-4、図-5、にsk地点とK2地
点の見かけ熱伝導率および観測孔の水位
を示す。

表-1　温水循環試験による見かけ熱伝導率λa〔W/（m・K）〕

全地連「技術フォーラム 2023」横浜 

表-1,図-4, 図-5,に sk地点と K2地点の見かけ熱伝導

率および観測孔の水位を示す. 
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図-4 見かけ熱伝導率および観測孔水位（sk 地点） 

 

 

図-5 見かけ熱伝導率および観測孔水位（K2地点） 

 

sk 地点の4孔で年間を通した見かけ熱伝導率λa

〔W/(m・K)〕は,最大値3.8（SP2, 8月），最小値2.1（SB2, 

6月），平均値2.6と測定したそれぞれの見かけ熱伝導率の

差は小さかった．sk地点では観測孔水位が豊水期と渇水

期で1mを超える程度の変動があり, 気象庁アメダス，観

測地点「玉川」5)の日合計降水量と観測孔の水位計測結果

を比較により降雨後の水位上昇も見られるが,見かけ熱

伝導率は降水の影響を受けていないようであった．  

K2地点では sk 地点と異なり,KB1孔では他の3孔よりも

見かけ熱伝導率は大きな値を示している(最大値8.7,最

小値6.3).その他の3孔の見かけ熱伝導率は,最大値3.4

（KB2, 9月），最小値1.0（KP2, 1月），平均値2.1である.

見かけ熱伝導率は4孔ともに大幅に変動してしており,冬

季に小さい値を示している． 

 K2 地点では観測孔内の水位は,自記水位計による測定

を開始した 2022年 9月から GL-5m程度であったが,2023

年 5月に 1m程度上昇した. KB1孔において,温度回復試

験のために地中熱交換器の充填剤内に設置した T型熱電

対の温水循環時の温度上昇は,GL-7.4m，GL-9.9 mでは他

の深度よりも小さく,地下水流動の影響が考えられ

る.2023年 5月に KB1孔から 2mに位置する観測孔（鏡石

B-No.3）の地下水流向・流速測定を行った結果, GL-

6.5m,GL-9.5m,GL-23m に地下水流動が見られた.その流

速は,GL-6.5mは 0.02cm/min,GL-9.5mは 0.01cm/min,GL-

23mは 0.18cm/min,であった. 

 

4. まとめと今後の課題 

複数地点ごとに複数孔の年間を通した見かけ熱伝導率

の比較および地下水観測によって，同一孔でも見かけ熱

伝導率が時季により大きく変動する地点とあまり変動し

ない地点があることを確認した．機械ボーリングや流向

流速測定を実施した結果，見かけ熱伝導率が時季により

変化する要因として地層状況・地下水状況(地下水位の変

動・地下水流動)の影響が考えられる．地中熱利用システ

ムの利用にあたり，より適切な地中熱利用の設計を実施

するためには見かけ熱伝導率の時季的な変化の把握が重

要であり，地質調査による地下水のデータがある場合は，

特に考慮が必要であることがわかった． 

今回の報告において鏡石では自記水位計による水位お

よび流向，流速の測定は2022年12月からであったため，

継続して夏季のデータを含む年間を通した測定を行って

いる．2023年度からは，K2地点で年間4回の計画でボーリ

ング孔にてヒーターケーブルを加熱して深度1m ごとの

見かけ熱伝導率を求める熱応答試験(TCP)を実施してい

る.TRTによって求めた見かけ熱伝導率，地下水観測結果

と合わせて見かけ熱伝導率の季節変動の評価を行ってい

きたい． 
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地点 番号
中間季

（5～6月）
夏季

（7～9月）
中間季

（10～11月）
冬季

（11～2月）
SP1 2.4 2.5 2.2
SP2 2.6 3.8 2.6
SB1 2.7 2.8
SB2 2.1 2.7 2.7
KP1 2.1 2.1 1.7
KP2 2.9 2.4 1.0
KB1 8.7 7.3 6.3
KB2 3.4 2.8 1.2

sk

K2

図-4　見かけ熱伝導率および観測孔水位（sk地点）

図-5　見かけ熱伝導率および観測孔水位（K2地点）

sk地点の4孔で年間を通した見かけ
熱伝導率λ a〔W/（m・K）〕は、最大
値 3.8（SP2、8 月 ）、 最 小 値 2.1（SB2、 
6月）、平均値2.6と測定したそれぞれの
見かけ熱伝導率の差は小さかった。sk地
点では観測孔水位が豊水期と渇水期で
1mを超える程度の変動があり、気象庁
アメダス、観測地点「玉川」5）の日合計
降水量と観測孔の水位計測結果を比較に
より降雨後の水位上昇も見られるが、見
かけ熱伝導率は降水の影響を受けていな
いようであった。

K2地点ではsk地点と異なり、KB1孔
では他の3孔よりも見かけ熱伝導率は大
きな値を示している（最大値8.7、最小
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値6.3）。その他の3孔の見かけ熱伝導率
は、最大値3.4（KB2、9月）、最小値1.0

（KP2、1月）、平均値2.1である。見かけ
熱伝導率は4孔ともに大幅に変動してし
ており、冬季に小さい値を示している。

K2 地点では観測孔内の水位は、自
記水位計による測定を開始した2022年 
9 月から GL-5m 程度であったが、2023
年5月に1m程度上昇した。KB1孔にお
いて、温度回復試験のために地中熱交換
器の充填剤内に設置したT型熱電対の温
水循環時の温度上昇は、GL-7.4m、GL-
9.9mでは他の深度よりも小さく、地下
水流動の影響が考えられる。2023年5月
にKB1孔から2mに位置する観測孔（鏡
石B-No.3）の地下水流向・流速測定を
行 っ た 結 果、GL-6.5m、GL-9.5m、GL-
23mに地下水流動が見られた。その流速
は、GL-6.5m は 0.02cm/min、GL-9.5m
は 0.01cm/min、GL-23m は 0.18cm/min、
であった。

4．まとめと今後の課題
複数地点ごとに複数孔の年間を通した

見かけ熱伝導率の比較および地下水観測
によって、同一孔でも見かけ熱伝導率が
時季により大きく変動する地点とあまり
変動しない地点があることを確認した。
機械ボーリングや流向流速測定を実施し
た結果、見かけ熱伝導率が時季により変
化する要因として地層状況・地下水状況

（地下水位の変動・地下水流動）の影響
が考えられる。地中熱利用システムの利
用にあたり、より適切な地中熱利用の設
計を実施するためには見かけ熱伝導率の
時季的な変化の把握が重要であり、地質
調査による地下水のデータがある場合は、
特に考慮が必要であることがわかった。

今回の報告において鏡石では自記水位
計による水位および流向、流速の測定は
2022年12月からであったため、継続し
て夏季のデータを含む年間を通した測定
を行っている。2023年度からは、K2地

点で年間4回の計画でボーリング孔にて
ヒーターケーブルを加熱して深度1mご
との見かけ熱伝導率を求める熱応答試験

（TCP）を実施している。TRTによって
求めた見かけ熱伝導率、地下水観測結果
と合わせて見かけ熱伝導率の季節変動の
評価を行っていきたい。

《引用・参考文献》
1）原勝重、藤沼伸幸、幸田英顕（2019）:福島県内

の有効熱伝導率測定結果について、全地連技術
フォーラム2021論文集、論文No.83。

2）国土地理院ウエブサイト、2019.7（最終確認
日：2023.6.2）、https://www.gsi.go.jp/common/ 
000215429.jpg

3）NPO法人地中熱利用促進協会編：一定加熱・温
水循環方式熱応答試験（TRT）技術書、2017.4

4）NPO法人地中熱利用促進協会編：TRT装置認
定申請の手引き、2017.2.15

5）気象庁アメダス:観測地点「玉川」（最終閲覧
日 2023.6.2）、https://www.data.jma.go.jp/gmd/
risk/obsdl/index.php
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稿地質調査技士資格検定試験に合格して

有限会社三陽技研　加藤　一智

１．はじめに
私は、令和五年度地質調査技士資格検

定試験（現場調査部門）に合格しました。
合格の喜びに「ほっ」としている時に、合
格体験記の執筆依頼を頂き正直驚きました。

当初、依頼を受けるかどうか迷いまし
たが、それでも私の体験がわずかでも皆
さんのお役に立つことが出来れば、とて
も嬉しいなと思いました。また、自分自
身の貴重な経験になると思い、お受けす
ることにしました。

これから受験する方に、少しでも参考
になれば幸いです。

２．試験勉強
私の試験勉強は、ありきたりです。諸

先輩方と同じく、主に過去問を解くこと
でした。その中で最初にぶつかった壁は、
日常で使っている名称や過去問やボーリ
ングポケットブックの名称が現在使われ
ている名称と違うことです。過去問を解
いていても、通常使わない名称だと、問
題の意味が理解できず、何を問われてい
るのかも分からず、自己採点をした後も

「答えはこうだったのか？」と、まるで
初めて接するようでした。

そこで、まずは現在の名称を書き出し、
通常使っている名称に置き換えることに
しました。名称をだいたい覚えてから、
再度解いてみると、今度は問題文が理解
できました。私がこれまで経験してきた
ことや、先輩方から指導教育していただ
き、学んだことが出題されていることが
ようやくわかりました。

その後は、間違えた箇所の知識を正し
く身に付ける為に、ポケットブック以外
にも全地連資料館の公式サイトを使うこ
とで、正答率を上げていきました。調べ
ても答えがわからない問題については、
所属する工務課以外の試験室や技術課の
先輩方へも質問し、解説して頂くことで、
なんとか理解することができました。

３．事前講習会
6月に実施された地質調査技士試験事

前講習会には初参加でした。講習会では、
各分野からの出題数・傾向等、覚えるべ
きポイントを講師の先生に具体的に教え
て頂き、参加してとても良かったと思い
ます。これから合格を目指す方へは、是
非受講をオススメします。

４．試験当日
試験当日は、時間に余裕を持つため30

分前行動を心掛け、出発する前に再度忘
れ物がないかを確認し、試験会場へ向か
いました。

会場に着いて、試験開始まで多少時間
に余裕がありスマホで過去問の試験サイ
トを見て過ごしました。

試験では、日々の業務の経験の裏付け
に加えて、繰り返し学習して知識を身に
付けた自信もありうまく解答できたと思
います。

一方面接では、「ボーリング孔で実施
する孔内試験を全て答えてください」「標
準貫入試験はなぜ15cmの予備打ちがあ
るのか？」「ジャミングした際の解決策
は？」等を聞かれました。いずれも堂々
と質問に答えることができ、個人的には
上手くいったと思います。これも事前に
先輩方から面接の予行練習に協力頂き、
おかげ様で過度に緊張することなく挑め
ました。

５．おわりに
今回、私が地質調査技士資格試験に合

格できたのは、先輩方並びに講習会の講
師の先生方、多くの関係者のおかげだと
思っています。本当にありがとうござい
ます。

試験に合格はしたものの、先輩方と比
べれば、まだまだ知識も経験も足りませ
ん。これからも日々、業務をこなしながら
経験を積み、また勉学に勤しみ、自他共
に認められる地質調査技士を目指します。
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株式会社協和地質　藤原　雅人

【１．はじめに】
令和5年度に試験を受験し、無事合格

することができました。その際の体験談
を紹介いたします。

【２．試験勉強】
●択一問題

これは皆さん同じ方法で勉強されてい
るかと思いますが、とにかく過去問を解
いていきました。私の場合は、過去5年
分の過去問に絞って行いました。最初
のうちは、ただひたすら問題を解いてい
き、2週目から自分がどこを間違えやす
いのかをチェックしながら解いていきま
した。慣れてきたら、間違えやすい箇所
を重点的に勉強しながら、実際の試験時
間内に問題を解く練習をしました。最終
的な過去問の正解率は80～90％くらい
でしたが、試験日に大丈夫と思えるほど
には勉強していました。

●記述問題
必須問題である技術者倫理は、読みな

がら書くことで暗記しました。音読しな
がら書くことで、簡単に暗記できたと思
います。選択問題は、業務経験に関する
問題に集中して勉強しました。こちらも
倫理と同様に、暗記することが大事なの
で、とにかく書いて音読するという作業
を繰り返しました。

【３．事前講習会】
試験を受ける年と前年の2回受講しま

した。近年の出題傾向等、丁寧に説明し
て頂けるので、理解が不足している箇所
を補うことができました。

【４．試験当日】
生活リズムを崩さないように普段通り

を心がけました。受験票などは忘れない
ように、前日に準備して、出かける前に
再度確認しました。肝心の試験は、過去
問になかった問題もあり、少し焦りまし
たが、過去問をしっかり解いていたので、
自信を持って解くことができました。記
述試験に関しては、想定していた問題
だったため、問題なく解答することがで
きました。

【５．最後に】
一つの目標であった地質調査技士に合

格することできてほっとしました。今後
はこれまで以上に、責任と知識の向上に
努めていきたいと思います。

また、試験対策として、過去問に出な
い問題ももちろん出題されるため、最新
情報にもアンテナを張っておくと、完璧
な試験対策になると思いました。
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旭ボーリング株式会社　藤村　恒太

私は、令和5年度（第57回）地質調査
技士資格検定試験験（現場技術・管理部
門）を受験し、幸いにも合格することが
できましたので、これから受験される
方々へ少しでもご参考になることを願っ
て、合格までの体験を書かせて頂きます。

【事前講習会】
私は事前講習会を受講しました。試験

の際に加点されるメリットがあり、また
初めての試験だった為、試験問題につい
ての流れやどのような傾向があるかを把
握しておきたかったのが受講した理由で
す。講習会では、テキストを基に近年出
題しやすい問題の傾向や、試験で重要な
部分を丁寧にご教授して頂き、大変参考
になりました。実際の試験でも、講習会
で説明して頂いた問題が多々出題され
て、受講して非常に良かったと思いました。

【受験勉強】
受験勉強については、午前中にある択

一問題については、過去問を5年間分準
備し、毎日1年分（100問）を解くこと
を目標として取り組みました。最初は正
答率4～5割程度しか解けませんでした
が、合格基準が7割程度の為、間違えた
問題については、テキストやインター
ネットを活用しました。その際意識した
事は、ただ間違えた部分だけを理解する
のではなく、関係性のある部分もしっか
り把握し、業務にも活用できるよう意識
しながら勉強しました。これを3カ月ほ
ど続ける事により、択一問題については、
十分に理解し試験に臨むことが出来る様
になりました。

記述式問題については倫理網領が毎年
必ず出題するため、1字１句完璧に覚え
るために、倫理網領に記載してある事に
ついてスマートフォンを使用し、動画に
自分で読み上げたものを保存し、会社に
行くまでの車内や、家に帰るまでの車内
で聞いていました。また毎日必ず就寝前
に書いて覚えました。しかし、「日頃か
ら実践していること」についても年に
よっては出題してくるので、3パターン
を準備しました。選択問題については、
日ごろ業務で行っている中でも自信のあ
る選択問題を絞り込んで、解答例を作成
し準備をしました。試験日半月前には原
稿を準備し、時間を計りながら試験と同
じ様に問題を解きました。

【試験当日】
試験当日は、今まで勉強してきた自信

があったため、あまり緊張しないで試験
に臨む事が出来ました。択一問題につい
ては、初めて見る問題もありましたが、
そこは割り切って次の問題に進みまし
た。しかし、ほとんどが過去問から出題
されていました。記述式問題の倫理網領
については全て書き出す出題であり、選
択問題についても、事前に準備した解答
例が出題されたので問題なく試験を終え
ることが出来ました。

【終わりに】
合格通知が届き、安堵しましたが、今

後は地質調査技士として恥じないよう、
試験勉強で培った内容を、インプットす
るだけではなくアウトプットし、業務に
活かしていきたいと思います。
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地質情報管理士資格検定試験に合格して

東邦技術株式会社　長谷川　真優美

このたび、令和5年度「地質情報管理
士」資格検定試験を受験し、無事合格す
ることができましたので、私の経験が参
考になればと思い、僭越ながら合格体験
記を書かせていただきます。

【受験の動機】
この受験は数年前から考えてはいたの

ですが、コロナ禍で試験自体が中止に
なったり、自分の年齢を考えて私が受か
るわけがないと諦めたりとなかなか受験
の申込みに至りませんでした。

し か し、R5 年 度 か ら 業 務、 工 事 に
BIM/CIMの原則適用、情報共有システ
ム（ASP）の活用、オンライン電子納品
の実施等、業務フローの変更を伴う新た
なルールの導入があり、また、今後、地
質調査業務を行う上で、地盤情報の利活
用、電子納品の品質確保のためにもこの
資格の重要性を強く感じ、受験を決意し
ました。

【試験対策】
受験申込後、まず前年度のテキストと

過去問をダウンロードし、テキストはで
きるだけ時間を見つけ読むように努めま
した。今年度から試験問題が一部見直さ
れ、第一部、第二部（四肢択一10問、20
問）、第三部（論述、必須2問、選択1問）
となり、試験の内容も一部追加され、今
までと出題形式、内容が変更されまし
た。試験1ヶ月前に配布された事前講習
用新テキストの内容も240頁と膨大な量
に増えたため、全部に目を通そうとしま
したが出来ず、新しいジャンルに重点を
おいて読むことにしました。試験内容が

変わったとは言え、過去問は過去5年分
を何度も解き、間違えた箇所、わからな
い言葉等を調べてメモし、理解するよう
にしました。

論述はどのような問題が出題されるの
かわからなかったため、テーマを自分な
りに決め、テキストの第3部に書かれて
いた要点を参考にし、自分の言葉でまと
め、実際に書いて繰返し演習しました。
日頃、字を書くこと自体少なくなってい
たので、400字×3問となると試験の時
間内に書き終わるにはかなり厳しいなと
感じながら時間配分に気を付けて演習し
ました。

【試験当日】
試験当日、第一部、第二部の択一問題

が過去問の出題傾向と変わっており、問
題を見て焦りましたが、とにかく自分を
落着かせて問題に取組みました。第三部
の論述は、必須が自分で予想した問題と
類似していたため、どうにか書くことが
できましたが、選択問題はかなり悩みま
した。それでも今自分が持っている知識
を絞り出し、時間いっぱい粘りましたが、
納得いく回答が出来ず、手ごたえは全く
ありませんでした。

【合格して】
合格発表の日、HPで自分の番号を見

つけた時は本当に驚きましたが、無事合
格することができ嬉しかったです。今後
は、資格の名に恥じないよう、資格取得
を通じて得た知識を生かして日々の業務
に取組んでいきたいと思います。
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株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング　東北支社　河井　寛

この度、令和5年10月27、28日に開催
されました第46回地質技術者セミナーに
参加させていただきました。今回のセミ
ナーでは、東北建設（株）様、（株）不
動テトラ様にご協力いただき、福島県相
馬港の液状化対策工の施工現場、福島ロ
ボットテストフィールドの見学をしまし
た。また、参加者同士の意見交換会、グ
ループディスカッションも開催していた
だき、貴重な交流の機会となりました。

相馬港の現場見学では、液状化対策と
いう、地質技術者としてこれから携わっ
ていく機会が多いであろう問題に着手し
ているということで非常に興味深くお話
を聞かせていただきました。この現場で
行われているSAVEコンポーザー工法
は、周囲への振動や騒音の影響を大幅に
低減することで市街地や既設構造物近傍
での施工を可能とした工法でした。液状
化対策工にも様々な種類がある中で、そ
の土地の地盤状況や周辺環境、予算等々
に合わせた最適な設計や施工方法を導き
出すために、自分が今行っている地質調
査という仕事がとても重要になっている
ことを改めて実感し、責任感を感じまし
た。工事担当者の方に対する質問の中で
も、液状化対策の際は、設計の段階にお
いてN値と細粒分率が非常に重要となっ
てくると聞き、改良率が変わるため可能
であれば粒度試験を全深度で実施するの
が望ましいとお話をされていました。目
的を理解し、適切な情報を得るために調
査方法や項目を検討し提案できる技術者
になるため、知見を広げていきたいと思
います。

ロボットテストフィールドの見学で
は、住宅や橋梁、トンネル、ビルなど

様々な構造物、状況を想定した実験設備
が整えられていることに驚きました。自
分は地質調査という業界に入りまだ半年
ほどですが、業界全体としての人手不足
や高齢化といった課題を耳にすることが
多くあります。仕事の方法や仕組みを変
え、業務の効率化を図っていくためにも、
自分のような若手が新しい技術に触れ提
案をしていかなければならないと改めて
感じました。

その後、ホテルにおいて参加者同士
による意見交換会、また二日目には2グ
ループに分かれてのディスカッションを
開催していただきました。意見交換会で
は、若手同士からベテラン技術者の方ま
で幅広い年代の方々とお話をさせていた
だき、特に私にとって同じ若手の方との
交流の機会は貴重なものとなりました。
会社ごとに異なる制度や仕事への取り組
み方、同じ地質技術者の中でも担当する
分野の違いからなる経験談など、社内の
同期や年の近い先輩方とはまた違ったつ
ながりを作ることができ大変有意義な時
間となりました。

今回は、普段見ることのできない貴重
な施工現場や次世代の技術開発の最前線
の施設など、このセミナーでしか得られ
ない貴重な経験をさせていただきまし
た。幅広い年代の同業他社、異業種の会
社の方との交流も自分の知見を広めるこ
とにつながったと感じています。宿泊を
伴う開催は4年ぶりとのことで、昨今の
コロナ禍という状況においてこのような
貴重な経験の場を設けてくださった東北
地質調査業協会の皆様にお礼申し上げま
す。ありがとうございました。
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株式会社新東京ジオ・システム　村形　悠稀

この度、令和5年10月27日、28日に開
催されました、第46回地質技術セミナー
に参加させていただきました。今回のセミ
ナーでは、１日目に液状化対策工の施工現
場と、福島ロボットテストフィールドの見
学をしました。２日目に話題提供とグルー
プディスカッションに取り組みました。

本セミナーは今回で２度目の参加でし
た。去年は新型コロナウィルスの影響下
の開催だった為､ １日だけでしたが今回
は２日間での開催となりました。その為
去年よりも、参加者の方と交流を深める
ことが出来ました。

1．【現場見学】
最初に、福島県相馬港の液状化対策工

の施工現場では､ 不動テトラさんから
SAVEコンポーザー工法について説明を
受けました。今までのやり方とは違い、
周辺への振動・騒音の影響を大幅に低減
することができる様でした。実際近くで、
説明してくださる方の声も聞き取ること
ができ、効果を実感しました。液状化の
施工現場は普段の業務で、あまり見るこ
とがないので大変勉強になりました。

次に福島県ロボットテストフィールド
の見学をしました。この施設では、ド
ローンやロボットの試験を行うことがで
きる機械や設備があり、様々な会社や大
学の方が利用していました。

2．【意見交換会】
宿泊先のホテルでは、食事をしながら

の意見交換会が開かれました。そこでは
多くの方とお話しする機会があり、他の
業務の方や同じ土質試験をしている方、
年齢が近い方と交流することができ、経
験年数が浅い私にとっては貴重な時間に
なりました。

3．【話題提供・グループディスカッション】
２日目はまず大日本ダイヤコンサルタ

ントさんからCM業務についての話題提
供がありました。私はCM業務という物
をまず聞いたことが無く、全くわかりま
せんでした。ですが、業務内容や課題、
問題点等をとてもわかりやすく説明して
いただきました。

普段関わらない業務の説明を聞くこと
ができ大変勉強になりました。

グループディスカッションでは、二つ
の班に分かれDXやテレワーク等、これ
からの働き方について話し合いました。
今会社で取り組んでいること、他の会社
が実践している上で、良かった点や逆に
今後の改善点など､ これからの業務に生
かせる話し合いができました。その中で
マップに昔の報告書と試験位置を落とし
込んで管理しているという会社がありま
した。この方法だとこれから行う試験の
周りで過去のデータを知りたい時、探す
手間が省けると思いました。今回のテー
マは知っていることが少なく他の参加者
の方の意見を聞くことがほとんどでし
た。今後はもっと広い視野をもってDX
などの新しい技術に意識を向けていきた
いと改めて感じました。

4．【まとめ】
今回のセミナーに参加し、同業の方や

他社の方など、普段の業務ではあまり関
われない方との交流があり、非常に有意
義な２日間でした。今回のセミナーで得
た物を業務でも活かしたいと思いました。

最後になりますが、今回のセミナーを
開催してくださった東北地質調査業協会
の皆様、関係者の皆様、そして参加者の
皆様には心より感謝いたします。ありが
とうございました。

45



寄
　
稿

令和5年10月27日、28日に開催され
た第46回地質技術者セミナーに参加させ
て頂きました。本セミナーには初めて参
加させて頂きましたが、とても貴重な時
間を過ごすことができました。

今回のセミナーはコロナ禍以前の1泊
2日での開催ということで、1日目最初は
相馬港の液状化対策工の施工現場を見学
しました。見学時に行われていたのは、
SAVEコンポーザー工法というものでし
た。普段の業務では見ることのできない
規模の現場に、これから目にするものへ
の期待が高まりました。いざ作業風景を
目にすると、巨大なケーシングパイプに
材料を入れ、砂杭を造設する様子を見学
することができ、これにより地盤改良を
行い、液状化を防ぐとのことでした。ま
た、作業中の騒音に関しても大変抑えら
れていて驚きました。この工法であれば、
市街地や既設構造物の近傍での施工が可
能であるため、環境に配慮するという点
でも優れていることにSAVEコンポー
ザー工法の魅力を感じました。今後、弊
社で行っている地質調査業務において、
地盤改良の選定などにおける考え方に役
立つ知識を得ることができました。

写真1　SAVEコンポーザー工法

次の見学場所、福島ロボットテスト
フィールドでは、この施設ができるに
至った経緯、東日本大震災及び原子力災
害との関係や福島イノベーション・コー
スト構想についての説明があり、施設内
を巡りながら設備案内が行われました。
特に、ロボットの性能評価や操縦訓練、
災害を想定した訓練を行うエリアについ
ての説明は大変興味深かったです。弊社
でも外壁調査などでドローンを使用する
のですが、施設内ではドローンの操縦訓

練ができるようなので、教育訓練として
利用する機会があれば業務の質の向上や
効率化に繋がると思いました。

写真2　福島ロボットテストフィールド

現場見学が終わり、宿泊先のホテルで
の休憩の後、1日目最後のプログラムで
ある意見交換会と題した食事会が行われ
ました。開始早々周りでは名刺交換が始
まり、現場見学の感想や質問などで会話
が盛り上がっていました。

翌日、ホテルの一室にて講師の方から
福島県南相馬CM業務についての話題提
供がありました。CM業務はどういった
ものなのかという基本的なことから福島
県でCM業務を発注するに至った背景、
実務における問題点などを学びました。

その後、2日目最後のプログラムであ
る2班に分かれてのグループディスカッ
ションが行われました。私はテレワーク
について興味があったので、それを題材
にする班に参加を希望しました。まずは
一人一人自身の所属する会社のテレワー
ク事情を話し合い、テレワークに対する
メリット・デメリットについて挙げられ
ました。そこから意見がまとめられ、そ
れぞれの班の代表者が発表を行うという
流れになりました。

今回のセミナーを通して、1つ1つの
プログラムにテーマがあり、そのテーマ
とテーマが線で繋がっていくのを感じま
した。それにより、まとまった1つの物
語としてセミナーの内容に関する理解を
深めることができました。

最後になりますが、今回このような機
会を設けて頂いた東北地質調査業協会並
びに東北建設株式会社、株式会社不動テ
トラ、大日本ダイヤコンサルタント、福
島ロボットテストフィールドの職員の皆
様に心よりお礼を申し上げます。

山北調査設計株式会社　宮地　雄斗
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株式会社建設技術センター　根本　晶

令和 5 年 10 月 27-28 日に開催された、
令和5年度（第46回）地質調査セミナー
に参加させていただきました。

1日目は液状化対策として地盤改良を
行っている相馬港の現場と、福島ロボッ
トテストフィールドを見学しました。

相馬港では、実際にSAVE-CP工法で
の施工の様子を見ることができたので、
資料だけではわからない音の大きさや、
施工状況が分かりました。また、気になっ
たことをすぐに聞ける状況だったため、
より身になる見学ができたと思います。

福島ロボットテストフィールドは、ト
ンネルや橋梁だけでなく、市街地を再現
した場所があるなど、その施設の規模と
設備に驚きました。こちらはでは施設や
設備の貸出も行っておりました。このよ
うな施設を利用し、社内ではできない試
験や分析を実際に体験することができれ
ば、より知識を深めることができるので
はないかと思いました。

2日目は道路CM業務についての講習
と、グループディスカッションを行いま
した。

ＣＭ業務は受注者・発注者・地元住民
等の間に立ち、業務が円滑に進むように
調整をする役割があるため、業務内容も
非常に多く、重要なポジションであると

思いました。CMの採用はこれからより
メジャーになるかもしれないということ
で、関わる機会があった時、今回学んだ
ことを思い出しながら業務に携わりたい
です。

グループディスカッションでは、私は
テレワークについての議論に参加しまし
た。各社の状況や推進方法について知る
ことができました。コロナが明けてから
も実施する企業があることに驚きまし
たが、色々な働き方ができることで働き
やすさにつながることに気づけました。
DXについて議論した班の発表も興味深
いことが多かったです。2班の発表を通
して、新しい技術や考え方を取り入れて
いくことは、会社や業界が発展していく
ためには、大切なことではないかと思い
ました。

今回のセミナーは4年ぶりの宿泊を伴
う形での実施ということで、交流の時間
も長く、同世代の方とお話しできたの
は非常に良い経験となりました。サウン
ディングの試験機が自動・半自動・手動
のどれを使用しているかで盛り上がれる
機会は、なかなかないと思います。この
ような貴重な場を設けてくださった、東
北地質調査業協会の皆様にお礼申しあげ
ます。ありがとうございました。
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この度、新協地水株式会社様のご推薦
により、ボーリングマイスター（匠）の
認定を頂きありがとうございました。こ
れまでご指導頂きました諸先輩方や弊社
社長、社員の方々、そして協会員の皆さ
んに改めて感謝申し上げます。振り返る
と、私の地質調査のキャリアは今年で通
算30年経過しました。地質調査の仕事に
携わる前は、仙台市内の電子機器関係の
専門学校を卒業後、地元の工場に就職し
ました。数年勤務したのですが、職場の
環境にあまり馴染めず退職しました。

その後、ハローワークで『地質調査員
募集』というキーワードになぜか心を奪
われ、意を決し転職しました。当時は現
在のようなネット環境ではなかったの
で、自分が実際に地質調査の業務に携わ
るまでどのような仕事をするのか正直よ
くわかりませんでした。

それでも地質調査という職種で働きな
がらやりがいを感じ、専門的な知識や技
能、ノウハウを少しずつ習得しました。
まず、助手の作業をマスターして、マシ
ンの操作ができる様になり、ようやくオ
ペレーターとして仕事を任せてもらうよ
うになりました。その頃、学生時代の仲
間と飲み会をした際、どんな仕事をして
いるの？と友人たちに聞かれ、地質調査
と答えると大抵の人がどのような仕事な
のか理解してもらえず、自分なりにわか
りやすく説明すると、『おもしろそうな
仕事とか学術的要素が高いとか地図に残
る仕事でやりがいがあるね。』と回答を
頂き、友人から自分の職種に関して理解
をしてもらえたのが、今では懐かしい思
い出です。

ところで話は現場に戻りますが、昔は
市街地での現場が主流だった気がします
が、近年は急傾斜地の法面など崩壊性が
進む災害現場や砂防堰堤などの山間部の
現場が増え、搬入時はボーリングマシ
ンを分解して数百メートル設置したモノ
レールで小運搬する現場を担当するのが
多くなりました。

山間部の現場は、平坦地の現場と較べ
ると、仮設の難易度やコアを採取する技
術的なハードルが高くなり、計画どおり
作業が進みません。それでも、試行錯誤
しながら地層に一致するビットを選定し
てコアパックを用い、自分が納得するコ
アを採取できた時の感動は、これまでの
苦労を忘れさせてくれます。なんとなく
といういつもの自分のフィード感覚で
オペレーションを行い、深度毎にコア
チューブを回収して採取したコアをコア
箱へ収納する際、コア箱の列からはみ出
すような50㎝以上の棒状コアや連続す
る15㎝程度の片状コアなどを目視にて
確認できると、半信半疑だった自分から
自信に満ち溢れた自分に生まれ変われま
す。当然、このように上手くいく場合も
あれば失敗する時もあり、極力、プロな
ので失敗はしない様にしなければなりま
せん。現場が変われば当然、地層や作業
条件も変わりますが、どこの現場でも自
分が納得するコアをいかに素早く、正確
に採取できるかの試行錯誤の繰り返しで
す。これからも自分自身の更なる実績を
積み重ね、若手社員には、オペレーター
の育成と危険度の高い作業の際には、退
避の仕方を徹底させるなど創意工夫を
もって技術研鑽に努めると共に、同業者
にも保有技術を共有して地質調査業全体
のレベルアップが図れたら幸いです。

最後になりますが、（一社）東北地質
調査業協会の皆様の益々のご発展をご祈
念申し上げ、お礼の言葉とさせて頂きま
す。ありがとうございました。

株式会社福島地下開発　渡辺　栄二

ボーリングマイスター
『匠』東北に認証されて
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１．はじめに
一般社団法人東北地質調査業協会で

は、地質、地盤全般について精通した技
術集団として、地域に貢献すべく種々の
活動を行っております。この活動の一環
として技術委員会では、外部機関開催の
講習会等への講師派遣を担当しておりま
す。ここでは、仙台工業高等学校で近年
継続して開催している「地質調査講習会」
と題した令和５年度の「出前講座」の実
施について報告します。

本講座は従来と同じく講義と実習の２
部構成で行いました。講義の講師は、菅
野（技術委員会副委員長）が務めまし
た。実習は、７月の建築土木科において
は株式会社東北地質（ボーリング）、10
月の土木科においては株式会社東北地質

（ボーリング）と応用地質株式会社（表
面波探査）が担当しました。

２．	仙台市立仙台工業高等学校での出前
講座

「地質調査講習会」は、心豊かで創造
性にあふれた地域の担い手の人材育成の
一環として計画されており、７月12日

（水）に定時制課程の建築土木科３名を
対象に17：30～19：00、10月19日（木）
に全日制課程の土木科 30 名を対象に
9：00～11：30の２回実施しました。両
課程とも１学年を対象にしており、定時
制は入学したばかり、全日制では土質力
学は３年生で学ぶことになっており、１
年生は地質と調査に関しては未習という
ことでした。

講義後は同校のグランドにおいて、定
時制課程ではボーリングの実習を、全日
制課程では、ボーリング及び表面波探査
の実習を行いました。以上の流れで、学
校が作成した講習会の実施要項の目的

（下記参照）に沿って、本出前講座を進
めました。

【建築土木科】地質調査について、実践
的な知識や技術・技能の習得を目指す。
また、地震などの災害に対する地質調査
の重要性を理解する。

【土木科】地質について学び、企業の卓
越した技術や高度熟練技能者による実践
的な指導により、地質調査に関する確か
な知識や技術・技能の習得を目指すもの
である。

（1）開講挨拶
両講習会（７月・10月）の開講にあ

たり、当協会橋本副理事長より、「日本
では大規模な自然災害が多く発生し、地
球温暖化の影響なのか災害の甚大化に影
響を与えている。減災を目的とした国土
強靱化対策の下、地質調査の重要性が増
している。地質調査がなければビルも道
路もダムも橋梁も建造できない、それは
何故なのかを考えて聴講してほしい。今
日これから地質・地盤に関する事を学
び、今学んでいる土木の技術が活きる世
界での活躍を願っております。土木業界
は楽しくてワクワクする所だと、そう考
えるきっかけがこの講義であれば幸い
です。」と挨拶しました。この橋本副理
事長の挨拶のとき、生徒たちが真剣な面

令和５年度
「出前講座（技術委員会）」報告

技術委員会　菅野　孝美
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持ちで耳を傾けてうなずいているのを見
て、我々の業界にも希望を持てた感じが
しました。

（2）講義内容
７月の建築土木科は同校の土木融合実

習室、10月の土木課は同校の大講義室に
おいて、春日川校長先生の挨拶の後、生
徒の皆さんに加え関係する教職員の方々
も同席される中で行いました。その講義
風景は、以下の写真のとおりです。

　講義は以下の内容と流れで進めました。

講義のはじめに、地質調査の重要性を
理解する上で２つの事例について紹介し
ました。一つは、14世紀に完成したピサ
の斜塔がなぜ傾いてしまったのか、建物
が建っている地盤が軟弱地盤と知ってい
たら、杭をいれるとか地盤改良するとか
事前に対策できたということ、もう一つ
は、1964年の新潟地震で液状化により倒
壊したアパートの事例では、液状化対策
がされておらず倒壊に至ったことなどを
説明しました。

私たちが暮らす現代では、地質が分ら
ないと土木・建築の設計も工事もできな
いこと、近年多発する自然災害において
は過去の災害履歴などを知ることによっ
て、土石流や地すべり、地盤沈下、液状
化等の被害を回避したり、事前に対策を
施すことで被害の軽減ができる可能性が
あることなど、地質調査の意義と重要性
を説明しました。

講義の中で、まずは地質と土質の定義、

大講義室における開会挨拶をする橋本副理事長

全日制における講義風景

菅野技術副委員長における講義（定時制）

講義の流れ

ピザの斜塔はなぜ傾いたか、	
新潟地震のアパートの倒壊はなぜ起きたか
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そして土とは土粒子、水、空気の混合体
であることを説明し、これらの状態の違
いによって強度や地盤性状が大きく異な
ることなど土質力学の基本となる事項に
ついて説明しました。そして土は、土の
中に含まれる水によって土の状態や強さ
が変化することを強調しました。

そして、地質調査の方法や地質調査で
は何を知るためにやるのかなど、基本的
なことについて説明し、最後に東日本大
震災で大きな被害を被った地震について
講義を行いました。

講義の中で毎年お話しさせていただい
ているのが「７．活断層、液状化とは？
仙台工業高校は大丈夫？」の部分であり
ます。宮城県には、宮城郡利府町から仙
台市を経て柴田郡村田町にかけて概ね北
東－南西方向に延びている「長町利府断
層帯」と呼ばれる活断層が存在します。
この活断層は、全体としての長さが21～
40km、西側が東側に対して相対的に隆
起する逆断層であり活断層と評価されて
います。仙台工業高等学校はそこから約
１km未満と近い位置にあります。この
活断層に伴う地震が発生した場合、仙台
工業高等学校周辺の震度は「６強」、「液
状化の危険が極めて高い」と想定されて
おり、身近なところに災害リスクが潜ん
でいることを学んでいただきました。

また、地震災害で話題に上がる液状化
ですが、地形と地盤との関係が大きく関
与していることを説明し、皆さんの住む
仙台も大きなリスクがあることを理解い
ただけたかと思います。

全体を通じた感想として、今年の出前
講座では、定時制と全日制に分かれて講
義を行いましたが、定時制では年々志願
者が減少しているとのことで、今年は３
名の参加しかなく、講師陣の人数が多く
マンツーマンに近い講義を行うことがで
きました。また、全日制では多くの参加
者があり、皆さんが真剣に講義を聴講し、
活発に質問が出ていたことがとても印象
的でした。

土の基本的な説明

土の性質は含まれる水分量で決まる

地質調査で知りたいこと、わかること
液状化リスクと地形の関係
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（3）実習内容
定時制の建築土木科のボーリング実習

は、グランドにおいて、ボーリングマシ
ンによるオールコア掘削を見学してもら
いました。例年梅雨の時期ということも
あり、途中で雨がふるなどあいにくの天
候でした。自分たちのグランドの地下か
ら採取した実際のコアを触って観察して
もらいながら、土質名を解説し、柱状図
への記入方法の講義を受けていました。
さらに、実際の業務現場で行われる掘削、
残尺、検尺の写真撮影を体験してもらい
ました。

全日制の土木科の場合は、ボーリング
実習と表面波探査実習を２班に分かれ交
互に行いました。ボーリング実習では、
オールコア掘削の見学に加え、標準貫入
試験も見学してもらうことができ、柱状
図に記載されるＮ値に関する理解を深め
ることができたと思います。担当会社の

（株）東北地質様には、時間制約がある
中、迅速な準備をしていただく等、ご尽
力いただきましたこと、この場をお借り
しまして深謝申し上げます。

全日制の土木科では表面波探査の実習
も併せて行いました。表面波探査は、同
じくグランドにて、測定原理、測定方法
等を説明した後、実際に測定してもらい
ました。起震は板たたき法で行い、各生
徒にカケヤで板をたたいてもらい、受振
した波形を他の生徒が確認してOKを出
すという本番さながらの実習を行いまし
た。カケヤ起振の際、ふんばりノイズ、
リバウンドによる二度打ちノイズなど、

一発ではなかなかよい波形は得られない
生徒もいて、見ていて微笑ましい光景で
した。ここで使用したカケヤは、大きさ
や重さの異なる２種類が用意されていま
した。探査に関する説明も含め、担当会
社の応用地質（株）様の丁寧かつ緻密な
ご対応に深謝申し上げます。

３．おわりに
この講義を行うに際して、一般の人々

にとって地質調査って何なんだろう、何
をやっているのだろうかと感じているの
ではという思いから、できる限りわかり
やすい講義にしようと考えました。幸い、
先人が作成したテキストはよくできてい
て、あまり手を加えずに講義を行うこと
ができました。特に、土とは何なのか、
土は土粒子と水と空気からなっているこ
と、土の強さは水が大きく関係している
ことなど基本的な土の性質を説明しまし
た。そのような基本的な性質がわかって
くると、この地質調査業の基礎となる学
問が面白いものに感じるだろうと思いま
す。また、対象が高校生ということも
あって、地震や災害など面白いと感じる

定時制の建築土木科のボーリング実習の様子

全日制の土木科のボーリング実習の様子

全日制の土木科の表面波探査実習の様子
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エピソードも盛り込みながらの講義で 
した。

講義を聞いてくださった生徒たちから
多くの質問を受ける中で、この業界にい
てよかったことは何かという質問に対し
て、「災害対応などを通じ人のためにな
ることをしていること」と答えましたが、
その思いは共通ではないでしょうか。そ
して、少しでも興味を持ってくれる生徒
たちが、私たちの業界に入ってくれるこ
とを心から願っております。

後日、仙台工業高等学校で今年度の
出前講座についてアンケートが実施さ
れ、結果を先生よりいただきました。ア
ンケートを拝見し、講義内容に興味を 
持っていただいたことをうれしく思いま
した。

集計結果についていくつか抜粋して示
しますと、実際に受けた講和・実演は期

待通りの内容だったかの質問について
は、80%の生徒が期待通りだったと回答
し、わかりやすかったかの質問に対して
は83.3%の生徒がわかりやすかったと回
答していました。また全体的な内容につ
いては、90%の生徒が満足していると回
答していました。続きがあればもっと聞
きたいと思ったかとの質問には56.7%の
生徒が思ったと回答し、このような授業
がもっとあった方がよいかの質問には
76.7%の生徒が思うと回答しました。そ
して、今回の講和・実演を通じて今後の
学校生活に影響を与えると思うかとの質
問には56.7%の生徒が与えると思うと回
答していました。

これらのアンケートの結果から、さら
に生徒達の興味を引くような講義・実習
になるようにしていきたいと思いました。

以上
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令和５年度
国土交通省東北地方整備局との意見交換会

広報委員会　渉外部会長　泉　周治

１．はじめに
東北地方整備局と東北地質調査業協会の意見交換会が、令和5年6月15日（火）16：00～

17：30　ハーネル仙台5階会議室「いちょう」にて開催されましたので以下にご報告いた
します。

２．出席者
東北地方整備局からは、企画部長　中平 善伸様、技術調整管理官　佐藤 彰様、技術開

発調整官　五十嵐 俊一様、河川情報管理官　奥山吉徳様、特定道路工事対策官　雫石敏
見様、技術管理課長　高橋朋昭様、技術管理課建設専門官　長谷川聡様、技術管理課工
事品質確保係長　石岡佳高様、技術管理課工事品質確保係　櫻田雅大様の９名がご出席
されました。

当協会側からは、全地連　須見専務理事、東北地質調査業協会　奥山理事長、橋本副
理事長、三浦副理事長、大賀理事、熊谷理事、上野理事、永川理事、菅野理事、根本理
事、東海林事務局長と総務委員の落合、渉外部会長の泉13名と、記録係として淺田渉外
部会委員、赤井渉外部会委員の２名が出席しました。

３．主な内容
発注状況の現状や発注量が減少して受注競争が激化している現状を踏まえ、総合解析

費用の改善や地質リスクマネジメント業務の発注、働き方改革の推進、賃上げ総合評価、
分離発注などの推進を要望しました。

また前年度からの継続案件として若手・女性技術者の活用や、道路防災点検業務の資
格要件追加、地元企業の活用についても要望しました。

奥山理事長からは、新型コロナ禍にてテレワークの推進や在宅勤務などの推進による
DXに対する考え方が進んだことの報告と、近年の自然災害リスクや地質リスクに対する
備えの必要性の訴え、国際紛争による資材高騰や人材不足による懸念を伝えつつも、業
界全体として国土交通省と共に国土強靱化を推し進めることを伝えました。

意見交換の内容は、以下の通りです。
・地質調査業務発注状況の現状
・地質調査業務の分離発注
・業務の早期発注と繰り越し業務の採用
・賃上げ総合評価
・総合解析費用の改善
・効率的な業務遂行
・地質リスク発注業務
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・ 前年度意見交換会繰り越し案件（道路防災点検業務の資格要件・若手女性技術者の
活用）

・地元企業の活用
・地質調査業務の魅力発信について
具体的要望としては、総合解析費用の改善として、業務として「解析業務一式」となっ

ているが、実際は調査対象地区が複数存在している案件でも、積算上では一件とみなし
ている事に関して、設計書の解析業務項目に調査対象地区などを個別に計上するように
求めました。

これに対して東北地方整備局からは、既存資料収集・現地調査、資料整理とりまとめ、
断面図等の作成、総合解析とりまとめの各項目に、実施調査ボーリング本数に応じた補
正係数を乗じた、｢１業務当たり｣ としての積算単価となっているので、現場実態と標準
積算に大きく乖離がある場合は、個別に発注者と協議をして欲しいとの回答を得られま
した。

賃上げ総合評価については、賃上げを実施する企業に対し「加算点の合計の5%以上と
なるよう加点の配点」を行っており、現状どのぐらいまで続くか明言は出来ないが、引
き続き５年度についても実施してくとの回答がありました。
「地質リスク調査検討業務」の継続的な発注については、国土交通省において令和２年

３月に「土木事業における地質・地盤リスクマネジメントのガイドライン」を策定・公
表しており、そのなかで事業の段階におけるリスクアセスメント及びリスク対応が例示
されている。各事業の特性に応じて対応しているところなので、引き続き、ガイドライ
ンに基づき「地質・地盤リスク」へ対応して行くとの前向きな回答がありました。

担い手の確保については、業界団体の皆様と連携して取り組んでいる東北未来「働き
方・人づくり改革プロジェクト」に、ウィークリースタンスあるいはウェアラブルカメ
ラ等を活用した遠隔臨場の取組や、若手・女性技術者の活用などについて推進していく
と回答があり、道路防災点検業務の資格要件追加では、業務の内容を勘案したうえで適
切に設定して行くとの回答がありました。

４．謝　辞
当協会との意見交換会を快く承諾して頂き、司会進行や資料の作成など多大なご協力

を頂いた東北地方整備局の関係各位に厚く御礼申し上げます。また、記録・写真係と資
料作成準備を担当された淺田委員、赤井委員に感謝いたします。

 以上

写真-1　中平企画部長の挨拶 写真-2　奥山理事長の挨拶
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令和５年度
宮城県土木部との意見交換会

広報委員会　渉外部会　淺田　耕司

１．はじめに
宮城県土木部と（一社）東北地質調査業協会の意見交換会が、令和5年11月15日（水）

14：00～県庁8階土木会議室にて開催されましたので以下にご報告いたします。

２．出席者
宮城県土木部からは、土木部副部長（技術担当）舛谷茂幸様、土木部事業管理課課長

巻博之様、土木部事業管理課　技術副参事兼総括課長補佐　本郷和徳様、土木部事業管
理課　工事管理班　技術補佐（班長）岩見英義様、土木部事業管理課　技術企画班　技
術補佐（班長）森本大志様、土木部事業管理課　技術企画班　技術主任主査（副班長）
蘓武秀文様、土木部事業管理課　技術企画班　技師　横山智裕様の７名がご出席されま
した。

当協会からは、奥山理事長、橋本副理事長・広報委員長、三浦副理事長・技術委員長、
上野理事・総務委員長、熊谷理事、今村理事、菅野理事、久賀理事、佐藤（春）理事、
加藤監事、東海林事務局長、泉渉外部会長、野田渉外部会委員、赤井渉外部会委員、淺田
の15名が出席しました。

３．主な内容
１．昨年度から引き続きの課題

（１）安定かつ継続的な予算の確保
東日本大震災から12年が経過し、本県の復旧・復興におけるハード整備については概

ね完了いたしましたが、近年の頻発化・激甚化する自然災害や土木施設の老朽化への対
応など、今後も県土の強靱化を着実に進めていく必要があります。

そのため、国の国土強靱化予算を最大限に活用し、流域治水対策や施設の長寿命化対策
等に集中的に取り組むこととしており、政府要望において、「防災・減災、国土強靱化の
ための５か年加速化対策」に必要な予算の総額確保等について、強く要望しております。

さらに、今年は国土強靭化基本法が改正されたところであり、今後、国において計画
期間や事業規模を含めた国土強靭化実施中期計画が策定される見通しです。このことか
ら、本県においても、必要事業費を精査し、中長期的な視点に立って事業計画を立案す
るとともに、国の中期計画への掲載について努めてまいります。また、必要な予算の総
額確保等について、政府へ強く要望しており、社会資本整備の着実な推進と安定した事
業量の確保に努めてまいります。との回答が有りました。

（２）入札制度の改善
調査基準価格を下回る低入札制度の改善、総合評価落札方式での①担当技術者の実績
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要件の拡大、②実施方針型による割合の増加、建コン業務と地質調査業務の分離発注、
設計JV制度の活用、なども訴えた。

県からは、品確法の推進、履行確認調査は適切に実施するほか、①管理技術者の手持
ち件数の一部緩和、②設計JV制度の活用促進、③管理補助技術者制度の年齢条件の引き
上げを取り組んできている。また、一般競争入札・総合評価落札方式の拡大に向けて『競
争性の確保』『技術力の確保』『品質の確保』を適切に推進しながら、制度改善の方向性
を示した回答でした。

（３）業務の早期発注と繰り越し業務の採用
発注時期の平準化に関しては、当初予算に関しても、上半期執行目標を設定しながら、

早期執行に努めているところです。今年度も経済対策として、国の補正予算が編成され
る見通しであることから、早期執行のためのあらゆる方策を講じながら、引き続き、適
正な履行期間の確保と発注時期の分散に努めてまいります。

また、現場作業を行う業務は、積雪時期を避けた発注に努めると回答が有りました。

２．要望事項
リモート検尺等を活用することによる時間短縮（業務の効率化）について、ご検討を

お願い致しました。
県といたしましては、担当職員の業務端末においてWeb 会議が実施可能であり、遠隔

臨場も含め積極的に活用できる環境を整えております。若手職員の現場経験の蓄積にも
配慮しながら、打合せや現地立会の機会において、積極的にWeb 会議システムを活用し
ていくこととしており、今後、活用促進のための簡易マニュアル等も整備予定ですので、
受注者の皆様からも積極的な活用提案をお願いいたします。との回答が有りました。

４．おわりに
今回も、宮城県から「入札・契約の状況及び制度について」資料が提示され、『制度改

善への意気込みが昨年度より深堀りされた資料となりました。また、「地質リスク」に対
する考え方も議論が深まり、協会として、更なる重要性を今後PRして行く必要が有ると
感じました。

業界に寄り添ったご意見を頂き、多くの活発な議論がなされ、白熱した意見交換会に
なりました。当協会との意見交換会を快く承諾して頂き、進行や資料の作成など多大な
ご協力を頂いた宮城県土木部事業管理課 の関係各位に厚く御礼申し上げます。また、当
協会の渉外部会員ほか司会進行・記録・ 写真係を担当された方々に深く感謝いたします。
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はじめに
令和4年10月に寺田正人の後任として

東北地質調査業協会の理事に就任いたし
ました株式会社アサノ大成基礎エンジニ
アリングの根本です。

仙台に生まれ仙台で育ち、社会人に
なってからは東京、福岡などの勤務を経
ましたが、故郷である仙台に戻ることが
出来て嬉しく思っております。

コロナによる制約からもようやく解放
された感がありますので、協会活動を通
じて益々社会貢献に取り組んで参る所存
ですので何卒よろしくお願いいたします。

自己紹介
前段でも触れましたが生まれは仙台

で、宮城球場（現楽天モバイルパーク宮
城）の近くで多くを過ごしました。

幼少の頃はロッテオリオンズが準フラ
ンチャイズとして宮城球場を使用してい
たことから、今も変わらずロッテファン
です。

〈当時の宮城球場〉

あまりいないとは思いますが、同じく
ロッテファンの方がいらっしゃいました

ら是非お声がけください。
小学生の頃には宮城県沖地震が発生

し、建物の倒壊やブロック塀の下敷きと
なって多くの犠牲者が出ました。

私の家もタンスや食器棚が倒れるなどめ
ちゃくちゃになったことを覚えています。

家に一人だったので本当に怖かった 
です！

幼少期から始めた剣道を中学まで続け
たのですがあまり上達することは出来
ず、高校ではバレーボール部に所属しま
した。

強豪校ではなかったのですが、仲間に
も恵まれて高校卒業後もしばらくは趣味
として続けることが出来ました。

私が高校生の頃はまだ地下鉄もなく自
転車で通っていたのですが、寄り道する
長町の少しさびれた飲食店街に心惹かれ
たものでした。

隠れた名店も多く仙台の名所と思って
おりますので近くに寄られた際は是非。

〈長町2番街の風景〉

大学は理系ではなく法学部に属し、刑
事訴訟法を専攻しました。

とはいえ法律家を目指したわけではな
いので、大学時代はアルバイトに精を出

理事に就任にして

根本　剛
株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング　東北支社長
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し、友人達と遊んだ記憶しかありません。
当時はまだバブルの最中で、飲食店で

アルバイトをしていた私にとって社会人
の方々の振る舞いや羽振りの良さはとて
もかっこよく映りました。

社会人になった自分も学生が夢を見れ
るような人間にならないといけないと思
うのですが、なかなか難しいです…

大学4年生になって友人と海外に卒業
旅行を計画していたのですが、湾岸戦争
が勃発し断念することになりました。

多国籍軍対イラクの攻防が毎日のよう
にTVに映し出され、とても衝撃を受け
ました。

今もウクライナやイスラエルなど戦争
の終わりが見えない状況ですが、平和的
な解決を望むとともに、日本が復興の手
助けをするならば我々も役に立てること
があるかもしれません。

社会人になって東京に住み、３年目に
オウム真理教による地下鉄サリン事件が
発生しました。

当日日比谷線に乗ろうと駅に向かうと
全線運休となっていて、タイミングがず
れていたらと思うと背筋が凍りました。

また、同年には阪神・淡路大震災も
あって、日本にとって大変な１年になり
ました。

平成８年、今の会社に入社し、この業
界を知ることとなったのですが、土木と
は無縁の私にとって分からないことだら
けでしたが、業界の先輩方からいろいろ
なことを優しく（？）教えていただき、
少しずつですが仕事を覚え成長できたこ
とは感謝の気持ちでいっぱいです。

この業界の良いところは会社の枠を超
えて若いひとを応援してくれることだと
思っているので、今後少しでも恩返し出
来るよう私も積極的に声掛けしていきた
いと思います。

今後の抱負
東日本大震災発生後、皆さんも忙しい

日々を過ごしたと思います。
私の近所では会社が休みになったとい

うひとが多かったのですが、やるべきこ
とがあるということに私は喜びを感じま
した。

地震発生の週明け月曜日に沿岸部を視
察しようと車を走らせると、国道45号
線がすっかり啓開されていることに感動
し、勇気をもらったような気がしました。

絶望的な状況でも確実に一歩進んでい
て、次は我々の番だという思いです。

地質調査業協会が担う大きな役割とし
て、災害復旧への貢献があり、我々にし
か出来ないことが沢山あります。

協会員の持つ技術力や生産力、そして
結束力を持って取り組むことが大きな地
域貢献、社旗貢献につながりますので、
私も理事として微力ながら尽力してまい
りたいと思います。

今後ともよろしくお願いいたします。
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1.はじめに
令和5年7月に大賀政秀の後任として、

東北地質調査業協会の理事に就任致しま
した、大日本ダイヤコンサルタント株式
会社東北支社の佐藤と申します。

私は、令和5年6月まで弊社本社人事部
で、人事、新卒・中途採用、企画等を３年
３カ月ほど行っておりました。また、平
成15年から当協会技術委員として地質調
査業の発展のために20年余り協会活動を
続けて参りましたが、この度、理事に拝
命されまして、益々、業界の発展と地質
調査業の地位向上に努めて参る所存です。

２.自己紹介
出身は、岩手県花巻市です。土建屋の

息子に生まれ幼少から土いじりと建設機
械が大好きな子供で将来は、土建屋の後
を継ぐのかなと思っていました。花巻と
言えば「雨ニモマケズ」で有名な宮沢賢
治の生誕の地で幼少から高校まで過ごし
ました。賢治先生は、童話や詩で知られ
ておりますが、この他にも教育者（花巻
農業高校の教諭）、農業者として、更に
天文・気象・地理・歴史・哲学・宗教・
化学・園芸・生物・美術・音楽など多方
面でその才能を発揮された花巻を代表す
る偉人です。

小学校での学習発表会では宮沢賢治の
童話を取り上げたり、野外活動で記念館
の掃除を行ったりと親しみ深い方でした。

小学校で少年野球、中学校でも野球部
に所属しておりましたが、万年補欠で夏
は、野球の練習が終わると川で泳ぐ毎日

だったので水泳が得意となり、高校では、
水泳部に所属しておりました。

大学からは実家を離れて仙台の大学に
進学し、土木工学を勉強しました。地す
べりの研究室（指導教官：盛合禧夫）に
所属し、土木工学だけではなく地形や土
木地質を学びました。また、当時は酒研
と呼ばれ何かあるたびにお酒を酌み交わ
しており、楽しい大学生活を送りました。

宮沢賢治
（国立国会図書館「近代日本人の肖像」）

ここでまた、「わんこそば」と言えば
盛岡と思う方が多いと思いますが、諸説
ありますが、わんこそばの発祥地は岩手
県花巻市で、南部利直公が江戸時代に上
京する際に花巻に立ち寄り、出された少
量のそばを気に入り、何杯もお代わりし
たことが由来とされる説が有力の様で
す。私も何度も食べましたが、一杯食べ
る度にマッチ棒を１本ずつ置いて数える
のですが、途中から面倒になり無精した

理事に就任して

佐藤　春夫
大日本ダイヤコンサルタント株式会社　東北支社副支社長
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ので、70～80杯程度でしょうか。昨年
３年振りに開催された2023年の大会で
は、228杯が優勝記録とのことで、到底
敵いません。

最後に地質に関連する話題で、花巻の
イギリス海岸という名所をご存じでしょ
うか。花巻駅東方約２kmにある北上川
西岸です。イギリスのドーバー海峡の白
亜の海岸を連想させる泥岩層が露出する
ことにちなみ、賢治がイギリス海岸と命
名しました。作品「イギリス海岸」の中
で「全くもうイギリスあたりの白亜の海
岸を歩いてゐるやうな気がするのでし
た。」と記しているとおり、賢治にとっ
ての憧れからこの名を付けたと言われて
います。現在は北上川水系のダム整備に
よる河川管理が進み、水位が下がらなく
なったため、泥岩層を見ることが難しく
なっています。毎年賢治の命日である 
9月21日には、関係各所にご協力いただ
き、５つのダムや猿ケ石発電所にて水量
を調整して川の水位を下げる試みを行っ
ています。

イギリス海岸（花巻市HPから引用）

3.会社紹介
弊社は、昭和38年（1963年）三菱鉱

業（現：三菱マテリアル）の資源系の地
質調査会社として設立し、地質・地盤に
強い総合建設コンサルタント（旧ダイヤ
コンサルタント）として成長して参りま
した。その後、社会情勢の変化に伴い環
境、エネルギー事業、メンテナンス分野
に業務を拡大し、昨年5月で創立60周年
を迎えました。そして、令和3年7月DN
ホールディングス設立（スタンダード市
場上場）株式会社ダイヤコンサルタント
は、大日本コンサルタント株式会社と共
同持株会社DNホールディングス株式会
社を7月14日に設立しました。令和5年
7月に株式会社ダイヤコンサルタントと
大日本コンサルタント株式会社は、合併
して大日本ダイヤコンサルタント株式会
社として、従業員1,278名の新たな事業
会社に生まれ変わりました。

新会社は、「人と自然が微笑む社会へ」
を目指して大地と文化と人に真摯に向き
合い、知恵と先端技術を社会に還元しな
がら人と自然が調和する未来を創造する
企業理念を基に邁進しております。

４.今までの協会活動
冒頭に書きましたが、平成15年から

当協会技術委員として試験監督、講習会
講師、地質技術者セミナー（旧若手セミ
ナー）の企画、運営を行ってきました。
特に、地質技術者セミナーの企画、運営
を20年余り担当しており、建設現場の
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見学や著名人による講習会、技術委員に
よる講習、ボーリング掘削現場見学など
色々な企画を行ってきましたが、参加者
で評判が良かったのは、現場見学です。

「神は細部に宿る」と言いますが、現場
見学で細部を見聞きしたことが有益な知
識となった様です。

参加者の推移ですが、平成15年当時
は、20～25名だったのに対し、年々参
加者の減少と30代以上のベテラン技術者

（高齢化）が中心となり、平成24年には
参加者が十数名と少なくなり、平成25年
に若手の参加者が殆どいない状況を踏ま
えて、「若手セミナー」から「地質技術
者セミナー」に改名しております。ここ
数年は、震災後の復興需要で各社新卒採
用の増加により、入社１～３年目と女性
技術者の参加が目立つ様になり、業界と
しても若返りとダイバーシティの推進が
図られてきています。

今後は、少子高齢化による労働人口の
減少の影響で、地質調査業界もダイバー
シティ＆インクルージョンの推進による
多国籍かつ多様性を持った人材が活躍す
る様になるものと考えております。

５.おわりに
長々と書いてしまいましたが、地質調

査業の地位や社会への認知度は、まだま
だ低いと考えております。業界全体のア
ピールとして建設事業への地質リスク活
用による手戻りの少ない公共事業の推進
や、地質調査の重要性をアピールし、防
災・減災に地質情報の重要性を認知して
いただくことが重要であります。また、
災害協定による災害対応への取組による
社会貢献や、地質調査業務へのDX（デ
ジタルトランスフォーメーション）の活
用、SDGｓ、カーボンニュートラルへ
の取り組みとして再生可能エネルギーや
GX（グリーントランスフォーメーショ
ン）の推進を協会全体で取り組んでいく
為に、協会員の皆様のご協力と協会活動
へのご支援を宜しくお願い致します。

 以上
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◆はじめに
令和５年５月に副理事長を拝命いたし

ました中央開発株式会社東北支店の三浦
です。

また、その前年の令和４年10月に技術
委員長も拝命されており、兼任となって
おります。改めましてよろしくお願い致
します。

地質調査業における近年の社会変化と
して、2005年の公共工事の品質確保の促
進に関する法律の改正が行われ、生産性
の向上、働き方改革の推進、Society5.0
が目指す高度なITCの活用などが挙げ
られます。そのような流れの中、建設分
野におけるインフラメンテナンス、生
産性改革プロジェクト、i-Construction、
BIM/CIM活用、インフラ分野のDXと
いった施策が打ち出されており、これら
の変化に対応していくことが必要となっ
ています。さらに、近年における激甚化
する水害や令和6年の元日に発生した能
登半島地震のような国難級と呼ばれる地
震災害においても地質調査業として社会
の要請に応え、貢献していかなければな
らないことが挙げられます。

このような中で、東北地質調査業協会
の副理事長兼技術委員長という重責を担
う立場となり、微力ではありますが地域
および地質調査業界の発展に向けて貢献
できるように努力していきたいと思ってお
ります。何卒よろしくお願いいたします。

◆自己紹介
自己紹介については平成30年に理事に

就任した際にも寄稿しましたのでここで
は簡単に記載いたします。

平成29年度に北海道から単身赴任で転
勤となり、まもなく東北での単身赴任が
7年となります。その時はまだ東北の土
地勘もなく慣れるために苦労している状
況でした。しかし、それから7年も経っ
た今ではもともと東北に居たかのように
思われるほど馴染んでいる状況です。

生まれも育ちも北海道で、7年前に東
北に来るまでずっと北海道で過ごしてい
ました。　

大学が土木工学科であったためこの業
界に就職し、入社時からは設計・地質調
査業務を担当し、その後、営業を経験し
て現在に至ります。広大な土地の北海道
で長年過ごしてきましたが、東北も広い
土地であり、東北6県それぞれ特色があ
ります。仕事上かなりの広範囲を行く機
会があり、各地の名物を食したり地酒を
飲む機会にも恵まれ、東北を満喫してい
るところです。ただし、単身赴任である
ので、飲食に関しては自分の好きなもの
を好きなだけ食べてしまうので体重の増
加が気になっているところです。休日に
はランニングをしたりもしております
が、それだけでは追い付かないので自制
しなければいけないと考えているところ
です。

◆協会での活動について
地質調査業協会の副理事長および技術

委員長としてのいろいろな活動を行って
います。それらの活動の中で主なものを

副理事長に就任して

三浦　正人
中央開発株式会社　東北支店長
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紹介いたします。

《地質調査技士検定試験》
地質調査技士検定試験に関してです

が、事前講習会・検定試験・更新講習会
を技術委員の方々とともに準備・運営や
講師を行っています。講習に関しては、
基準の改定や新しい技術が年々更新さ
れ、日々最新の動向を勉強しなければい
けない状況です。検定試験の事前講習会
は、技術委員のメンバー全員がパワーポ
イントの作成や講師・口頭試験面接官等
を行っており、各担当の方々には大変な
ご苦労をおかけしております。まだ地質
調査技士を取得していない方は、是非、
事前講習会を受講して地質調査技士合格
を目指していただきたいと思います。

《仙台工業高校出前講座》
仙台工業高校の全日制と定時制の生徒

向けに出前講座を行っています。
内容は、地質調査に関する講義・ボー

リング実習で、全日制はそれに加えて表
面波探査実習を行っています。地質調査
に関する講義は、技術委員の菅野副委員
長が行い、ボーリングは（株）東北地質
さん、表面波探査は応用地質（株）さん
にご協力をいただいております。講座で
は、地質調査の概要を理解してもらい、
ボーリングでは実際にボーリングマシン
をグランドに搬入し、掘進と標準貫入試
験を実施してその状況の見学や採取した
コアの観察を行っています。表面波探査
も実施状況の見学とともに、そのデータ
の確認や実際にカケヤによる起振を生徒
に実施してもらうなどして探査の理解を
深めてもらっています。このような活動
により少しでも地質調査に関する知名度
を上げてこの業界に興味を持っていただ
くことが重要と考えています。

《地質技術者セミナー》
協会員各社の地質技術者を対象に地質

技術者セミナーを行っています。地質技
術者セミナーは、地質技術者の技術力向
上の他、技術者同士の交流を深めること
も目的として実施しております。かつて
は、若手技術者セミナーとして開催して
いましたが、現在では若手に限らず参加
してほしいという趣旨から地質技術者セ
ミナーとして開催しています。令和4年
度までの3年間はコロナ禍のため日帰り
のバスツアーで現場見学および意見交換
会を行っていましたが、令和5年度は4
年ぶりに宿泊を伴って開催することが出
来ました。

令和4年度では、山形県のため池改修
工事の施工中の現場を見学し、地質調査
結果資料等も配布して、実際の施工状況
を見学しています。また、帰りのバスで
は意見交換会や相談コーナーなどを行っ
て理解を深めるよう実施しています。令
和5年度では福島県相馬港の液状化対策
工の施工現場見学と､ 福島ロボットテス
トフィールド見学等行い、参加者でディ
スカッションを行いました。4年ぶりに
宿泊を伴うセミナーとなり、恒例の地質
技術者の意見交換・親睦の集いも開催す
ることが出来ました。やはり、宿泊を
伴った方が意見交換も活発となるととも
に親睦も深められたので非常に有意義で
あったと感じます。詳細は別頁に掲載さ
れていますので、ご覧いただき、興味の
ある方は来年度以降も積極的に参加して
いただければと思います。

《技術フォーラム》
技術委員長として、全地連で開催して

いる技術フォーラムに参加しています。
全地連技術フォーラムは、毎年、各協会
持ち回りで開催していますが、令和4年
度は沖縄、令和5年度は横浜で開催され
ました。東北以外での開催地での参加に
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は特に何かの活動を行っているわけでは
ないですが、各発表者の内容や各セッ
ションの進め方等を視点に見ています。
また、懇親会では各協会員との交流を深
めることも出来ます。令和6年度は新潟
での開催予定であり、令和7年度は山形
での開催と聞いています。山形での開催
では、東北地質調査業協会が中心に進め
ていくことになり、特に技術委員は各
セッションの座長などを行うことになる
ので、再来年に向けて気を引き締めて行
きたいと思います。

まだまだ協会活動は行っていますが、
紙面の関係上ここまでにしておきます。

おわりに
地質調査業の課題として担い手不足が

挙げられますが、協会としてもボーリン
グマイスター制度等により魅力向上の試
みが行われていますが、さらなる課題解
決も必要と考えております。協会活動を
通じて、これからの地質調査業の発展に
貢献できるよう努力していきたいと思い
ますので、ご指導・ご鞭撻のほどよろし
くお願い致します。
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―はじめに―
令和５年９月に吉田透の後任として

（一社）東北地質調査業協会の理事に就
任しました、川崎地質（株）北日本支社
の菅野孝美です。同時に技術委員会の副
委員長も兼任しておりますが、不慣れの
ため皆様にはご迷惑をおかけすることも
多々あろうかと思いますがよろしくお願
い致します。

弊社北日本支社は、他会員企業と同じ
く東日本大震災以来、災害復興・復旧の
ために非常に忙しい事務所でしたが、震
災後10年が経過し、私はその後の持続
的・継続的な事業所運営をという段階で
赴任しました。

また、東北地質調査業協会は、会員企
業のつながりが強く、頻繁に会合がある
など活動も活発で、地域に密着している
印象を持ちました。私も東北に来て、こ
れから皆様と共に地質調査業協会発展の
ために尽力して参りますので、よろしく
お願い致します。

―わたしの出身と大学を卒業するまで―
私の生まれは福島県の二本松市で、高

校までは福島に住んでおりましたので、
出身は東北と言うことになります。二本
松は提灯祭りで有名ですね。したがいま
して、高校を卒業するまでの18年は福島
の山に囲まれた地域でのびのびと少年時
代を過ごしました。いまでも両親は二本
松市に住んでおり健在ですが、近くに来
てもなかなか会って親孝行もできない状
況です。

高校を卒業してから、その後の42年間
は故郷を離れて生活しております。東京
での浪人生活で疲弊した時代もありまし
たが、入学した新潟大学では岩石学を学
び、仲間とともに充実した大学生活を送
ることができました。大学生活で印象的
だったのは日航機のジャンボ墜落事件で
した。いまでも暑いフィールドを踏査し
ながらラジオで捜索状況を聞いていたの
を昨日の様に思い起こします。

新潟大学を卒業すると、恩師を追って
愛媛大学に移り、飛騨変成帯の研究を進
めました。

―入社しはじめの頃―
愛媛大学大学院卒業後は川崎地質へ入

社し東京支店に配属されました。そして、
入社後愛媛大学の後輩と結婚することに
なり、まもなく2人の子供を授かりまし
た。いまでは2人の子供も大学を卒業し
て東京で社会人となっております。

会社に入って３年間は地質しか知らな
い偏屈ものでしたが、北陸支店（新潟

出身地二本松の提灯祭り

理事に就任して

菅野　孝美
川崎地質株式会社　北日本支社
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市）への転勤をきかっけに、仕事の幅も
広がっていきました。

―佐渡島への転勤―
佐渡事務所を立ち上げる際は、事務所

所長として佐渡島へ転勤して４年間を過
ごしましたが、佐渡での経験はさらに土
木分野の仕事に興味を持つきっかけとな
り、業務は地質調査だけではなく、設
計・施工まで経験することも多くなって
いきました。佐渡で培った経験や人との
つながりは今でも私の礎となっていると
ころがとても大きいです。

―再び東京へ転勤―
佐渡から北陸支店に戻って間もなくす

ると、事業本部立ち上げに伴って東京に
再び単身赴任することになりました。事
業本部では、防災・設計部の部長として
部下の面倒をみながら、やりがいのある
仕事でしたが、まもなくベトナム事務所
立ち上げにともなって兼務となり、さら
に企画した本人が単身でベトナムへ赴任
することになってしまった訳です。

―ベトナムでの10年間―
海外赴任と言うと聞こえはいいのです

が、中身は本当に大変でした。言葉もわ
からないベトナムの地へ単身で渡り、現
地で採用した技術社員２名、通訳を含む
事務系社員２名の５名体制で、まずは地
道な営業活動からはじめ、先発の日系現
地企業とタッグを組んで仕事を始めまし

た。しかし、いきなり仕事が飛び込んで
きても、日本側はあたふたするばかりで、
なかなか全社協力一致でというわけには
いかなかったのです。

そして数年が経過して、地道な営業活
動が実り、ベトナム政府から地すべり対
策工事の調査、設計・施工を直接受注し
たときは、本当にうれしくベトナム人社
員一同と手を取り合って涙したものでし
た。それが帰国する直前のコロナ禍での
受注でした。工事を行ったダラット市は
コロナ禍により完全に隔離都市となって
空港が閉鎖し、日本からの応援はおろか
ベトナム国内他地域からの人材の投入で
きずに、まさしく血みどろの施工となっ
てしまいました。しかし、ベトナム人ス
タッフと一緒になって行った工事もなん
とか終わり、いつしかコロナ禍の都市閉
鎖も解除され無事日本に戻ることができ
ました。大変苦労しましたが、今となっ
ては良き経験、良き思い出となりました。

佐渡島のサドッキー

ベトナムでの集水井工事

完成したベトナム初の集水井
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―そして東北にー
昨年9月に、仙台の川崎地質北日本支

社に支社長として赴任しました。相も変
わらず単身赴任ですが、これまでの小さ
な事務所とは違って、40人からなる大
所帯でなにやらと大変な日々を送ってお
ります。時代も変化し、私が日本で仕事
をしていたときに比べて大きく社会環境
が変革しており、一筋縄にはいかないで 
すね。

久々に帰国して、東北のおいしい魚介
類や酒、肴も豊富で、海に山と自然もと
てもきれいな東北に赴任できたことは良
かったと思います。

８月には仙台の七夕祭りを子供の頃以
来、50年近くぶりで見ることができまし
た。開催期間中の仙台市内はとてもにぎ
わっており、子供の頃にみた七夕祭りを
思い出しました。

―おわりに―
とりとめもない話に終始してしまいま

したが、地質調査業を取り巻く環境は厳
しさを増しており、東北地質調査業協会
の役割も大きなものとなっていると思い
ます。我が社のみならず協力会社の人材
も年々しぼんでいく様を見て、この業界
の将来に不安を抱いてしまいます。しか
し、我々の業界が持っている技術を後世
に伝承し、さらに魅力あるものに変えて
いくためには我々のたゆまない努力が大
事と思います。

これまで東北地質調査業協会を発展さ
せてきた先人たちの努力を踏みにじるこ
となく、今後ともに協会の発展に尽力し
ていく所存です。会員企業の皆様と一緒
になって、頑張って行きたいと考えてお
りますので引き続きご指導よろしくお願
い致します。

仙台市の七夕祭り
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１．はじめに
弊社は昭和47年（1972年）1月に創業

し、地盤や地下水の状況など一般には見
ることのできない地球の一部を目に見え
る数値・図などに置き換え、土木設計の
基礎資料として活用いただけるよう報告
書を作成し提供してまいりました。

時代の変化と供に求められる技術サー
ビスに対応し、更なる新時代に向けたシ
ステムを構築し、昨年で創立50周年を迎
えました。これもひとえにお客様や地域
の方々、協力会社皆様方のご支援とご愛
顧の賜物と心から感謝申し上げます。

２．会社概要

～沿革～
1972年1月 山北建設株式会社設立
1979年12月  山北調査設計株式会社に社

名変更
2004年1月  ISO9001、14001同時取得
2012年～2020年
　　 各地区に営業所を開所（県南、喜多

方、南会津、いわき）

～認証～
「仕事と生活の調和・働く女性応援・
 ふくしま健康経営優良事業所」

３．業務内容
地質調査・地下水調査・物理探査、お

よび災害（地すべり・斜面崩壊）調査、
土壌汚染調査・各種非破壊調査・写真測
量・レーザー測量等の技術を主に提供し
ております。

また、ISO9001・ISO14001の運用を通
して、お客様への信頼性向上と業務デー
タの正確性の徹底を目的として日々努力
しております。

近年は「目に見えないものを見せる
会社」をキャッチフレーズとし、コン
クリート構造物の劣化を赤外線サーモグ
ラフィを用いて非破壊で調査したり、ド
ローン技術を用いた三次元化による災害
調査、さらにはこれらの技術を合わせた
赤外線ドローンによる構造物の劣化診断
やレーザー測量によるスピーディーな技
術情報の提供など、国内でも先進的な調
査に取り組んでおります。

　大平　英樹

山北調査設計株式会社

69



お
ら
ほ
の
会
社

４．山北公式キャラクターの紹介
ここ最近、弊社の明るいニュースとし

て、若い世代の社員が増えており、社員
の平均年齢が若返っております。そのお
かげで社内の雰囲気も明るくなり、仕事
をしていく環境としては今の時代風なの
かなと思うこの頃です。

前頁に示した会社案内の顔イラスト
は、昨年入社してくれた新人社員の営
業部員が弊社のイメージを色々と想像
し、制作しました。名前は「ビットライ
ザー」と名付けてくれました。地質調査
に携わっている技術者であれば、どこと
なく聞いたことのある単語が含まれてい
るかと思います。このビットライザーが
主人公となり、弊社のPRをインターネッ
トの中で頑張ってくれてます。これから
もキャラクターを制作してくれた部員と
その若手メンバーが主体となり、ストー
リーを考え、今後も色々と情報を発信し
ていく予定です。是非とも一度はイン
ターネットで『山北戦士ビットライザー』
を検索してみてください。新人教育やお
客様に説明する際の参考動画としてお使
いいただければ光栄です。

５．社内イベント
新型コロナウィルス感染症が５類感染

症に移行したため、数年ぶりに弊社駐車
場にて社員全員とその家族参加にてBBQ
を開催しました。高級食材がたくさん揃
えられ、炭火を囲みながら美味しく頂
きました。中盤、これもまた若い社員が
ゲームを計画してくれたため、ワイワイ
と時間を過ごすことができ、久々に楽し
い社内コミュニケーションを図れること
が出来ました。このような企画を積極的
に進めてくれた若手社員に感謝の気持ち
でいっぱいです。

これからも仕事をしていく中で辛いこ
とは多々あると思いますが、また次回の
社内行事を楽しみに社員みんなで乗り越
えていきたいと思います。

６．おわりに
山北調査設計は、お客様のニーズに

合った適切な調査手法の提案を行い、プ
ロジェクトの進行や品質管理を徹底的に
行い、迅速かつ正確な納品を心がけてい
ます。

これらの取り組みが、より多くのお客
様から高い評価を得られるよう今後も精
一杯頑張っていきます。社員一人ひとり
が高い技術力を持ち、フレキシブルな対
応力や柔軟な発想力を持ち、お客様へ最
適な解決策を提供し『地域から必要とさ
れる企業』を目指し励んでいきます。

今後ともよろしくお願い申し上げます。
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現場のプロに聞く

実はですね、我が家では昨秋から犬を飼いまして、これまでまったく知らなかったワ
ンちゃんワールドに足を踏み入れたのです。そんな中、ドッグトレーナーというお仕事
があるということを知りまして、今回の“現場のプロに聞く”は、「＆Dog（アンドドッ
グ）」ドッグトレーナー　鈴木 菜々子さんにお話を伺ってきました。

◆ドッグサロンとはどんなところなのでしょうか？明るくて写真スタジオか美容室のよ
うです。ワンちゃんの幼稚園、トリミングサロンも併設されているのですね。
「＆Dog」は、こちら二十人町と長町に店舗があり

まして計7名のドックトレーナーが所属しています。
私どもは、「飼い主様が命令し、犬がその命令に従

う」という関係ではなく、犬と人、お互いが家族と
して暮らせるようなご提案をしています。

最近ではマンション等の集合住宅で室内飼育する
人が増えていますので、人と一緒に快適に過ごして
いくために、犬に適切なしつけを行い、生活におけ
るルールを覚えさせることが重要となってきます。また、犬と長い年月を一緒に暮らして
いく為に、社会のルールやマナーを共に学び伝えていく事も愛情のひとつと考えています。

そこで、犬と飼い主も一緒に学ぶ「しつけ教室」や、お家の中だけではできない体験
を通して、人や他の犬とのコミュニケーションのとり方やお散歩などのルール、普段の
暮らしの中にあるさまざまな刺激に慣れるように「幼稚園」を設けています。また、い
つまでも健康でかわいらしくいられるように、デンタルケアやトリミングもあわせて提
供しています。

◆どうしてドッグトレーナーという職業を選んだのですか？「ドッグトレーナー」は「訓
練士」とは違うのでしょうか？

子供の頃から動物好きで、犬を飼いたかったので
すが両親とも仕事をしていたので飼うことができず
にいました。そんな時に、犬のトラブルを解決する
カリスマ・ドッグトレーナーを主人公とする海外ド
ラマ「シーザー・ミランの愛犬レスキュー」を見て、
ドッグトレーナーになろうと進路を決めました。

ドッグトレーナーは、家庭でペットとして飼って

仙台市宮城野区二十人町307-1
＆Dog（アンドドッグ）

ドッグトレーナー　鈴木　菜々子 さん

犬の幼稚園とドッグサロン
【＆Dog（アンドドッグ）】

広報委員会　内海　実

インタビュー場所
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いる犬を対象に基本的なマナーをしつけとして教える職業です。犬種や育った環境など
を考慮して、その犬に最適なトレーニングを施していきます。

犬をしつける職業としては訓練士もありますが、そちらは警察犬や盲導犬といった特
殊な環境・状況で活動する犬を対象としているので、ドッグトレーナーとは別の職業に
なります。

◆最近ではドッグトレーナーが主役のアニメも放映されるなど人気の職業になりつつあ
ります。ドッグトレーナーには、どうしたらなれるのでしょう？

ドッグトレーナーは、犬種ごとの特徴など専門的な知識が必要になるものですが、実
はドッグトレーナーとしての活動自体、特にライセンスや規定はありません。

個人がドッグトレーナーを始めるには、技術さえ得られていれば問題無いということ
になりますが、実力を証明することや信頼を得るためには、ライセンスを持っておくこ
とが望ましいと考えています。

現在ではドッグトレーナーになるための国家資格はありません。警察犬や盲導犬訓練
士でも同様に各団体・学校などが独自に制定しているのが現状です。

ドッグトレーニングの知識を学べる場としては、オンライン講座などもありますが、
最も設備等が整っているのは専門学校と言えます。

ドッグトレーナーのライセンスを認定している団体はいくつかありますが、一例を示
しますと日本ドッグトレーナー協会（略称：JDTA）では、力量に応じてA ～ C級のラ
イセンスを認定しています。

◆ドッグトレーナーの具体的な仕事内容を教えてください。また、どんな人が向いてい
るのでしょうか？。

ドッグトレーナーの仕事は、子犬の頃から始める基本的なマナーとルールのしつけだ
けでなく、成犬になってからの噛み癖や無駄吠えといったトラブルや問題行動の解消な
どを扱う場合があります。

ドッグトレーナーは犬の状態だけではなく、どんな行動が問題となっているのか、飼
い主様がどこまでのしつけを期待しているか、普段
の生活環境、関係性などを把握していかなければい
けません。そうしなければ、それぞれの犬に合った、
しつけ方法を見つけていくことができません。

ドッグトレーナーになりたい人は、犬が好きであ
る人がほとんどだと思いますが、飼い主様からのヒ
アリングも大切な仕事なので、コミュニケーション
能力も必要となります。

◆最後になりますが、この仕事のやりがい、大切に思っていることを教えてください。
ドッグトレーナーが犬をしつけて、言うことを聞

かせるだけでは本当の目的の達成にはなりません。
それぞれの犬が家族と快適に生活することが目標で
すので、飼い主様自身でコントロールできるように
するのが最終的な目標です。

家族の大切な一員であるワンちゃんに、「一生涯
“犬らしく”過ごしてもらいたい」、「ご家族の負担軽
減のお手伝いがしたい」、「犬のいる毎日が豊かになっ
ていってほしい」ということを大切に思っています。

ワンちゃんとご家族が楽しく暮らせるようなお手伝いができれば♡

皆さん、ワンちゃんたちの笑顔わかりますか？　ドッグトレーナー鈴木さんのワンちゃ
んへの愛があふれていましたね。

お忙しいところお付き合いいただきありがとうございました。この場をお借りしてお
礼申し上げます。

72



エ
ッ
セ
イ

エ ッ セ イ

広島探訪
～瀬戸内海に抱かれた厳島から原爆ドームへ

昨年４月から若林図書館の館長を務め
ることになり、年末に広島県廿日市市の
図書館に出かける機会を得ました。

廿日市市は日本三景の「安芸の宮島」
と称される厳島を擁し、訪れた大野図書
館はまさに島に渡るフェリー乗り場と同
じ地域にありましたので、そのまま厳島
に向かうことにしました。その日はやや
風があったものの天気に恵まれ、海上に
そびえるシンボリックな朱色の大鳥居を
フェリーのデッキから眺めることができ
ました。

厳島は古くから神を奉る場所として島
全体が信仰の対象となっていました。そ
こに推古天皇が厳島神社を開き、平清盛
の発想によって現在に残る寝殿造の神社
が建造されたと伝えられています。神の
島の地面を掘ることを避け、鳥居は海上
に、神社そのものも海岸近くに建てられ
ているので、満潮時には神秘的な山を背
景に荘厳な神社が海上に出現したかのよ
うな景色とのことです。

厳島から広島市内へは最速、最短距離

の「世界遺産航路」を選びました。厳島
を出港すると、牡蠣の養殖筏を左右に見
ながら広島湾を高速で進み、市内を流れ
る旧太田川河口を目指します。河口に入
ると、船はいくつもの橋をすれすれの高
さでくぐって、ゆったりと遡上していきま
す。橋の中央にT字路交差点があり路面
電車も走るという珍しい造りの相生橋の
所で支流に入ると、原爆ドームが間近に
見え平和公園元安桟橋に到着です。45分
ほどのクルージングは、瀬戸内海の懐に
抱かれて歴史をたどるような時間でした。

翌日は、爆心地一体に広がる平和記念
公園内の広島平和記念資料館を訪れま 
した。

本館では、被爆者の遺品や被爆の惨状
を示す写真や資料が展示され、1945年8
月6日、広島の上空600メートルで炸裂
した原子爆弾によって広島で何が起こっ
たのかを伝えています。当時の人口が約
35万人の広島で、その年の12月までに
14万人が亡くなっています。その日の惨
禍はもとより何とか助かった人々も日を
追うごとに体に異常をきたす放射線被曝
の実相が多くの証言や記録によって語ら
れ、胸に迫ります。

2017年にリニューアルされた東館で
は、核兵器開発と広島への原爆投下の経
緯、広島の復興への歩み、核の時代と核
兵器廃絶に向けての困難な現実等が紹介
されていました。核爆弾が史上初めて兵
器として広島で使用された事実をたどり
ながら、第二次世界大戦の終結がもっと
早ければと思わずにはいられませんでし
た。1945年3月には東京大空襲があり、
同盟国のドイツは原爆投下の3か月前の
5月に無条件降伏しています。ドイツの
ヒットラー政権がたどった過酷な歴史は

海面に浮かぶ大鳥居、1166年の創建で現存のものは
1875年建立の９代目

仙台市若林図書館

村上　佳子
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広く知られるところですが、そのヒット
ラーは降伏の数日前に自ら命を絶ってい
ます。そして、7月26日には対戦する連
合国側がポツダム宣言により日本に降伏
を求めますが、日本はそれを無視する立
場をとり、その先に広島、そして長崎が
あり敗戦への道をたどったのは歴史の現
実です。

結果的に原爆投下が戦争を終結させた
と言われますが、もっと早く対戦国との
交渉を探る道はなかったのかと嘆きとも
憤りともいえる思いに駆られながら資料
館を後にしました。

今回の広島行きを機に何冊かの本を改
めて手にとりましたので紹介してみます。
『ピカドン』（丸木位里・丸木俊 著　

小峰書店）　初版は1950年８月６日、世
界で最初の原爆絵本。占領軍から発売禁
止の命令を受け、原画は今も見つかって
いません。モノクロのペン画と素朴なこ
とばで原爆が落とされたその日の様子が
描かれています。広島の老婆が孫に語り
続けるという設定で、「ピカは山崩れたぁ
ちがう、人が落とさにゃ落ちてこん」と
の最後の言葉が胸に刺さります。初版を
もとに復刻版が出され図書館でも見るこ
とが出来ます。
『ヒロシマ・ノート』（大江健三郎 著

　岩波新書）　1965年に出版され現在も
版を重ねられているノーベル賞作家のレ
ポート。1963年の第9回原水爆禁止世界
大会に際して広島を訪れた著者が、核兵
器廃絶を目指す活動が政治運動に翻弄さ
れていくありさまと、最も過酷な日々を
過ごし20年近くも忍耐しつづける広島の
医師や市井の人々との出会いを、作家の
深く鋭い視線で記します。口絵やカット
には上記の『ピカドン』の絵が使われて
います。
『父と暮せば』（井上ひさし 著　新潮

文庫）　原爆投下から3年後の広島を舞
台とする父と娘の二人芝居、初演は1994
年。仙台で高校時代を過ごし仙台文学館
の初代館長を務めた井上の代表作の一つ
で、東日本震災後の2011年８月に仙台
でも上演されました。広島で生き残った
娘の幸せな恋を求める心と亡くなった者
への贖罪と絶望の心情が、時にユーモア
をもって演じられ大きな感動を呼びまし
た。戯曲作品として文庫版も出版されて
います。

広島の旅では名物のアナゴ料理を楽し
むこともできました。厳島に向かうフェ
リー乗り場の近くにある老舗は趣のある
古民家で、２階のお部屋でいただいた昼
のコースはとても味わい深いものでした。

記念館前の広場に建つ原爆死没者慰霊碑
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協会事業報告	 令和5年4月1日～令和6年3月31日

《行事経過報告》

令和5年5月11日 協会事務局 令和5年度定時社員総会（三協会合同） （仙台市内）

5月12日 総務委員会 三協会合同ゴルフコンペ　 （仙台市内）

6月� 5日 技術委員会 令和5年度地質調査技士資格検定試験事前講習会 （仙台市内）

6月15日 広報委員会 東北地方整備局との意見交換会 （仙台市内）

7月� 3日 技術委員会 基礎技術講習会（東北技術事務所）講師派遣 （多賀城市内）

7月� 3日 協会事務局 全地連事故防止講習会 （仙台市内）

7月� 8日 技術委員会 令和5年度第57回地質調査技士資格検定試験 （仙台市内）

技術委員会 令和5年度第16回地質情報管理士資格検定試験 （仙台市内）

7月12日 技術委員会 仙台工業高校出前講座（定時制） （仙台市内）

7月25日 協会事務局 東北地方整備局へ「災害に関する協定」提出 （仙台市内）

協会事務局 宮城県土木部へ「災害に関する協定」提出 （仙台市内）

9月� 6日 技術委員会 基礎技術講習会（東北技術事務所）講師派遣 （多賀城市内）

9月15日 協会事務局 コンプライアンス研修会（WEB） （仙台市内）

10月11日 総務委員会 令和5年度臨時社員総会（三協会合同） （福島市内）

10月12日 総務委員会 三協会合同ゴルフコンペ （伊達市内）

10月19日 技術委員会 仙台工業高校出前講座（全日制） （仙台市内）

10月27～28日 技術委員会 第46回地質技術者セミナー （相馬市内）

11月� 6日 技術委員会 基礎技術講習会（東北技術事務所）講師派遣 （多賀城市内）

11月� 9日 技術委員会 令和5年度地質調査技士登録更新講習会 （仙台市内）

11月15日 広報委員会 宮城県土木部との意見交換会 （仙台市内）

令和6年1月19日 総務委員会 新春講演会・賀詞交歓会（三協会合同） （仙台市内）
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令和5年度定時社員総会

総務委員会

（一社）東北地質調査業協会の令和5年度定時社員総会は、令和5年5月11日に仙台市
宮城野区の「仙台ガーデンパレス」に於いて開催されました。会員総数50社の内、出席
36社、委任状提出10社で過半数の出席が得られました。

総会は奥山清春理事長の挨拶に始まり、令和4年度の事業報告と収支報告の審議、役
員改選に引き続いて令和5年度事業計画案と予算案についての報告が行われ、総会終了
後に「ボーリングマイスター（匠）東北」の認定式が行われました。以下に概要を報告
します。

１．理事長挨拶
みなさん、こんにちは。日頃より当協会の事業運営に対しまして、ご理解、ご協力を

賜り御礼申し上げます。
当協会の総会は前回、３年ぶりに感染対策を実施したうえでの対面での開催とし、今

回も対面での開催となりました。コロナ前の日常が戻りつつあると実感しております。
今後の新型コロナの状況は第9波の可能性もといわれておりますが、その時々の社会情
勢を注意深く見守りつつ、協会員の皆様や発注機関と協力し、協会活動を進めてまいり
たいと思いますのでよろしくご協力のほどお願いいたします。

我々業界の状況は、先日のGWの終盤や本日も千葉でありましたが、近年は特に毎年
の災害対応という日常化した対応が全国、東北各県でも当たり前のようになっているの
が現状です。国の国土強靭化方針のもと協会としても災害対応に全力で対応しなければ
なりません。今後も東北地方整備局や宮城県など発注機関と意見交換会や様々な意思疎
通を図り綿密に連携してまいりたいと考えております。

また昨年度、国の総合評価落札方式での賃上げ表明に対する企業への加点措置が始ま
り、本年度は2年目となります。当業界でも昨今の賃上げに対する日本全体の傾向や人
材確保や担い手の育成などの観点からも、各社いろいろ状況は違うとは思いますが積極
的に継続して対応して頂きたいと考えます。

国の方針である国土強靭化も5年延長され、本年度はその3年目となり残り2年間とな
ります。公共工事にかかわる協会として責任が一層増しています。強靭化期間の終了し
たその後を見据えながらも、働き方改革の一層の推進、担い手の確保、若手技術者の育
成、DXに対する対応、我々業界にとって重要である地質リスクに対する対応やもちろん
災害対応など、様々な社会情勢をしっかり把握し、業界を通じて協会員一同、前進でき
るよう取り組んでまいりたいと思います。

国内、世界とも物価高や人材不足など大変難しい社会情勢が続きますが、会員皆様と
力を合わせ乗り越えていきたいと考えております。最後になりますが、年間数回行われ
る市場単価の調査や諸経費調査へのアンケート協力が我々の単価にある意味陳情活動よ
りダイレクトに反映されますので、是非各社ともご協力のほどよろしくお願い申し上げ、
ご挨拶とさせていただきます。本日はよろしくお願いいたします。
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２．議事
　議　　　　長：奥山理事長
　議事録署名人：（株）地質基礎　　　　　新田　邦弘　氏
　　　　　　　　日本地下水開発（株）　　佐藤　幹夫　氏

第１号議案　令和4年度事業報告
会員に関する報告が事務局長からあった。
令和4年4月1日現在で48社。令和5年3月31日現在では2社の入会があり50社。
賛助会員については令和4年4月１日現在で10社、令和5年3月31日現在で1社減

（正会員への転向）の9社。
役員については異動により年度内の理事の交替があったが、理事14名、監事2名の

16名で構成されており、委員会についても委員の異動に伴う交代があったが令和5年 
3月31日現在で総務委員会9名、技術委員会12名、広報委員会7名で構成されているこ
とが報告された。

引き続き事務局長より ｢各種事業に関する事項｣ の中で全地連に関する事項として、
総会・理事会・事務局長会議・各種委員会・その他事項に関する報告があり、東北地
質調査業協会に関する事項では各委員長からそれぞれの委員会に関して報告があった。

第2号議案　令和4年度収支会計報告及び監査報告
第1号議案に引き続き令和4年度の収支決算について事務局長より報告があり、続い

て加藤一也監事から収支の諸資料を精査した結果、決算が適正かつ妥当に行われてい
るとの監査報告があった。

以上、第1号議案、第2号議案について異議なく承認された。

第3号議案　役員改選の件
理事及び監事は全員再任。また、理事長及び副理事長は選任された理事より互選さ

れ、理事長に奥山清春氏、副理事長に橋本岳祉氏と三浦正人氏が選任された。
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令和５年度役員改選人事
新役員

理事長 奥山　清春
副理事長 橋本　岳祉
副理事長 三浦　正人

青森県選出　理事 大泉開発㈱ 坂本　興平
岩手県選出　理事 旭ボーリング㈱ 髙橋　和幸
宮城県選出　理事 土木地質㈱ 橋本　岳祉

〃 東北ボーリング㈱ 熊谷　茂一
〃 ㈱復建技術コンサルタント 今村　隆広
〃 ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング東北支社 根本　　剛
〃 応用地質㈱東北事務所 上野　圭祐
〃 川崎地質㈱北日本支社 菅野　孝美
〃 基礎地盤コンサルタンツ㈱東北支社 永川　勝久
〃 ㈱ダイヤコンサルタント東北支社 大賀　政秀
〃 中央開発㈱東北支店 三浦　正人

秋田県選出　理事 奥山ボーリング㈱ 奥山　信吾
山形県選出　理事 ㈱新東京ジオ･システム 奥山　清春
福島県選出　理事 新協地水㈱ 佐藤　正基

監事 ㈱サトー技建 加藤　一也
監事 ㈱東北地質 白鳥　文彦

報告事項１　令和５年度事業計画（案）
令和５年度の事業計画（案）及び主たる行事予定について事務局長より説明があった。

報告事項２　令和５年度収支予算（案）
事務局長から、令和５年度予算について正味財産増減予算書の説明があった。

その他
総会終了後、令和５年度の匠認定者１名の認定式が、総会会場にて行われた。
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技術委員会

令和5年度
地質調査技士資格検定試験

令和5年度の地質調査技士資格検定試験および事前講習会が次の日程で行われました。
　◆地質調査技士資格検定試験事前講習会
　　令和5年6月5日（月）：TKPガーデンシティ仙台
　◆地質調査技士資格検定試験
　　令和5年7月8日（土）：TKPガーデンシティ PREMIUM仙台西口

仙台会場での受験者数と合格者数および合格率は次のとおりでした。合格者のみなさん、
おめでとうございます。（同時開催の地質情報管理士試験の結果も併記）

部門
仙台会場全受験者 内事前講習会参加受験者

受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

現場調査部門 49 12 24.5 31 12 38.7

現場技術・管理部門 95 21 22.1 58 21 36.2

計 144 33 22.9 89 33 37.1 

地質情報管理士 11 4 36.4 － － －
※事前講習会受講者の合格率は、受験者全体に対し高くなっていることがわかります。

全国での地質調査技士資格検定試験の受験者数と合格者数、合格率は次のとおりでした。
（過去5年分）

部門 年度 ①
受験者数

②
合格者数

合格率
②／①

現場調査部門

R5 322 126 39.1

R4 354 135 38.1

R3 384 151 39.3

R2 新型コロナウィルスの影響により中止

R1 331 131 39.6

現場技術・管理部門

R5 824 253 30.7

R4 809 260 32.1

R3 816 262 32.1

R2 新型コロナウィルスの影響により中止

R1 699 218 31.2
※ 全国との合格率を比較すれば、仙台会場は事前講習会受講者が現場調査部門でほぼ同率、現場

技術・管理部門で3.4ポイント低い状況となっています。受験者全体で見れば両部門ともほぼ
15ポイント以上水をあけられている状況です。
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技術委員会

令和5年度（2023年度）
「地質調査技士登録更新講習会」報告

令和5年度の東北地区の地質調査技士
登録更新講習会は、令和 5 年 11 月 9 日

（木）に「仙台国際センター」で開催さ
れました。今回は新型コロナの5類移行
により4年振りにコロナ禍以前の形態に
戻して開催いたしました。

登録更新は、平成25年度から①登録更
新講習会により更新する方法と、②CPD
の取得による更新の何れかを選択する方
法があります。今年度東北地区では、講
習受講者257名（CPDによる更新者は13
名）でした。

講習は、テキストの内容に併せて第Ⅰ
編から第Ⅳ編の４つの講義が実施されま
した。第Ⅰ編の ｢地質調査業について｣ 
では、｢地質調査の領域｣ ｢地質調査業の
市場動向｣ ｢入札・契約に関わる諸制度｣ 
｢地質調査業をとりまく新たな社会・技
術動向｣ ｢地質情報の電子化・利活用に
関する動向｣ などについて説明がなさ
れ、業界を取り巻く環境の変化と入札・
契約制度及び個別制度の変遷について説
明がありました。また、トピックスとし
て「国土交通省データプラットホームの
アップデート」「BIM/CIM活用業務の積
算基準」「情報共有システムとオンライ
ン電子納品の活用」「地質調査業のはっ
てんに向けたビジョン」について紹介が
なされました。

第Ⅱ編の「地質調査技術者について」
では、｢地質調査技術者の職務分野と資
格制度｣ ｢地質調査技術者の技術者制度
と教育システム｣ ｢技術者と倫理｣ につ
いて説明がなされ、技術者の資格制度で
は地質調査技士・地質情報管理士・応用
地形判読士の概要説明と、トピックスと
して「国土交通省登録資格との組み合わ
せ加点」が紹介されました。地質調査技
術者の職務分野と資格制度では、APEC
エンジニアについての概要説明と、土
質・地質技術者生涯学習協議会による

「CPDを活用した更新制度」の説明や、
全地連が一般向けにわかりやすく作成し

た地質調査技術者のPR動画の掲載につ
いて紹介がありました。

第Ⅲ編の ｢調査ボーリングの基本技
術と安全・現場管理のレビュー｣ では、
ボーリング調査の役割、ボーリング調査
に関する基本技術（仮設、掘進技術、孔
内試験等）・安全及び品質管理の目的・方
法・留意点の再確認を行うとともに、安
全管理の取組み事例についての説明があ
りました。

第Ⅳ編の「調査ボーリングの周辺技術
動向」では、「土壌汚染調査」「物理探査」

「地盤材料試験」ついて説明がありまし
た。土壌汚染調査では、土壌汚染対策法、
有害物質に関する基礎知識、土壌・地下
水汚染調査の進め方について説明がなさ
れました。物理探査では探査の種類およ
び活用、物理探査の注意点の説明があり
ました。地盤材料試験では試験の重要性、
留意点、品質向上への取組みについて説
明がありました。

登録更新講習会の受講状況

本講習に用いた令和5年度版テキスト
は、最新の技術動向が反映されたものと
なっております。地質調査技士としての
技術の研鑽に引き続きご利用頂けるよう
お願いします。

丸１日という長時間にわたる講習会
が、受講者の皆様のご協力のおかげで無
事に終えることができました。技術委員・
事務局一同、心より感謝申し上げます。
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技術委員会　佐藤　春夫

令和5年度（第46回）
「地質技術者セミナー」報告

令和５年度で「地質技術者セミナー」
（旧若手技術者セミナー）は、お陰様で
第46回を迎えました。

昨年までは、新型コロナ対応で日帰り
でのセミナーになっておりましたが、５
類への移行に伴い、元来の１泊２日のセ
ミナーを開催する運びとなりました。
（株）不動テトラ様のご協力により、

福島県相馬港の液状化対策工施工現場及
び、福島ロボットテストフィールドを見
学させて頂き、地質技術者に「技術の伝
承」を遂行することができました。

福島県相馬港地内と福島県南相馬市原
町区の南相馬市復興工業団地内にある福島
ロボットテストフィールドを選定し、恒例
となりました地質技術者によるディスカッ
ション及び親睦の集いも行われました。

１．セミナーの主題・目的
相馬港の液状化対策工建設現場を見学

し、調査、対策設計、施工の概要や液状
化対策技術の研修を行いました。普段見
ることが出来ない施工現場では、施工方
法・管理方法の説明をしていただき、参
加者が未経験な施工現場を見られたこと
により、一層、見聞が広がったのでない
かと思います。

また、福島ロボットテストフィールド
では、陸・海・空のフィールドロボット
の一大開発実証拠点としてインフラや災
害現場など実際の使用環境を再現してお
り、ロボットの性能評価や操縦訓練等が
できる、世界に類を見ない施設を見学す
ることができ、良い経験になったかと思
います。

ディスカッションは、現在、地質調査
業に携わっている若手技術者の率直な意
見・要望・疑問点を聞く機会を設け、技
術者相互の向上と、今後の協会活動の参
考にすることを目的としております。ま
た、地質調査業界では、近年益々問題と
なっております、技術者の高齢化に伴う

「ベテラン技術者」のノウハウの伝承や
人口減少による労働力不足問題等、今回
は、 施工現場を見学できたことにより、
若手技術者に対しての伝承が、より実践
出来たと思っております。

2．実施行程・内容
・場所：福島県相馬市、南相馬市
・セミナーの内容
一日目（10/27）
・現地研修会１
　相馬３号ふ頭液状対策工概要の説明
　 液状化対策工（SAVEコンポーザ）

の見学
　質疑応答
・現地研修会２
　施設の概要説明
　 福島ロボットテストフィールドの見学
　陸・海・空のフィールドロボット
　質疑応答
・意見交換会
二日目（10/28）
・ 福島県相双建設事務所におけるＣＭ

業務の紹介
　大日本ダイヤコンサルタント（株）
・グループディスカッション
・結果発表
・全体討議
・全体のまとめ

3．研修内容（1日目）
「現場研修会」

以下に実施した研修の内容を簡単に記
述します。
・液状化対策工の概要

（株）不動テトラから相馬３号ふ頭
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の液状化対策工事の概要と液状化現象
から始まり、被害状況、液状化判定方
法、締固め砂杭設計方法の説明を受け
ました。

質疑応答では、事前の調査結果や施
工時の変位等の調査・設計に関する質
問が出ました。

・�液状化対策（SAVEコンポーザー）の見学
現場見学では、参加者のほとんどが

SAVEコンポーザー工法による施工を
見学するのが初めてとのことで、現地
作業を食い入るように見学していたの
が印象的でした。また、施工会社の現
場代理人に施工方法や使用材料、管理
方法に対しての詳細な質問が出ました。
・福島ロボットテストフィールドの見学

次に、バスにて相馬市原町区の南相
馬市復興工業団地内にある福島ロボッ
トテストフィールドを見学しました。
始めに施設の概要説明と福島イノベー
ション・コースト構想に基づき整備さ
れた施設であり、世界に類を見ない施
設であることに参加者は感動しており
ました。続いて、陸・海・空のフィー
ルドロボットをテストする施設を、施
設屋上から見学しました。

特に、インフラ点検・災害対応エリ
アの見学では、実際に住宅、ビル、工
場や試験用の橋梁、トンネルなどの実
物大施設に感動していました。

当日は、翌日の施設イベントの為の
準備を行っているのにも関わらず、施
設を見学させていただき、イベント用
の展示ロボットも見学できたことも良い
経験になったのではないかと思います。

参加者は、食い入るように説明を聞
いておりました。特に、無人航空機エ
リアの説明で、南相馬滑走路と浪江滑
走路間をテスト飛行していることに感
嘆が漏れていたのが印象的でした。

現場研修全体での活発な質疑応答があ
り、技術力の向上に寄与できたものと思
います。
「意見交流会」

参加者は、ホテル飛天に移動し、一日
目の研修を終え温泉にゆっくり浸かり、
日頃の疲れを癒し、食事を兼ねた『意見
交流会』に参加しました。

本年度は、参加人数が16名と例年より
少ない参加者であり、どのような『意見
交流会』になるかと思われましたが、“三
浦委員長の挨拶”を号令として、例年通
りの活発な交流会となりました。

恒例の“延長戦”では、例年は、10数
名程度でしたが、今回は、参加者全員が
幹事部屋に集合しての交流会となり“仕
事の話”“会社の話”“プライベートな話”
等々で、大いに盛り上がりました。除々
に脱落者が出ましたが、一部では“仕事
の悩み”や“地質調査業の今後”について、
白熱した議論が続き、日付を跨いでいた
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とのことでした。
普段は接する機会が少ない他社技術者

と本音で話が出来た有意義な時間であっ
たと思われ、この光景を見て、『地質技
術者セミナーの意見交流会』の意義を再
認識し、次年度以降も継続すべき行事で
あることを実感致しました。

4．グループディスカッション（2日目）
グループディスカッションの前に、福

島県相双建設事務所で復興道路のＣＭ
（コンストラクションマネジメント）業務
を行っている大日本ダイヤコンサルタン
ト（株）の菊地浩典様から「ＣＭ業務と
は？」から始まり、業務の背景、果たす
べき役割、業務概要、課題・問題点と実
務内容に関する話題提供が行われました。

① はじめに東日本大震災による福島県
浜通りの被災状況と福島第一原子力
発電所の事故に伴う避難地域によ
り、復興事業が遅れていることや、
恒久的に技術者が不足しており、復
旧工事等の短期的な事業量の増大に
対する発注者に代わってプロジェク
トの事業構想・企画・計画から設
計・発注・施工・維持管理の各段階
でのマネジメント業務を含めてＣＭ
業務だと説明を受けて、土木技術者
ならびに地質技術者として非常に興
味を持って聞き入っていました。

② 次に、ＣＭ業務を進めて行く上での
課題や問題点のお話では、各路線に
係わる他機関の調整や地域の合意形
成において避難者対応や反対地権者
対応などの苦労を話していただきま
した。また、用地取得阻害要件につ
いても、時間と労力を要するとのこ
とでした。参加者には、発注者の苦
労が聞けて非常に参考になったので
はないかと思います。

③ 実際の業務説明では、対象路線での
リスク管理図を作成して管理してい
るお話や事業工程、打合せ計画、Ｃ
Ｍ業務担当者での定例会議内容など
非常に詳しく説明いただき勉強にな
りました。

　 また、施工管理業務や関係機関現地
立合い、地権者や地元住民説明会の
状況写真を交えての説明は、非常に
わかりやすく良かったです。参加者
に取って非常に勉強になったことと
思います。

（1）第１班� （報告　蜂谷委員）
第1班は、（株）復建技術コンサルタン

トの髙坂祐介さんを座長として、「テレワー
クの実施状況と実施時の課題とその対策」
について活発な議論が行われました。

第1班は、主に入社1～3年程度の若手
が多く、現場管理～報告書作成等を行う
技術職の方から営業職の方まで、様々な
立場の方が集まり、議論がなされました。

今回の議題については、まず各社の取
り組み状況を報告し合い、その後に実施
する際の課題とその対策などが議論され
ました。

Q1：テレワークの各社の実施状況は？
A1：会社自体が取り組んでいない
A2： コロナ当初は取り組んでいたが、

現在は実施されていない
A3： 制度はあるがあまり活用されて
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おらず、今後、月に2回程度実施
する制度ができる

A4： 制度や機材は整っているが、部
署等により実施状況が異なって
いる。技術者はあまり活用して
いない

Q2： テレワークを推進する場合の課題
は？

A1： まだ一人で仕事を進められず、
会社で先輩等に教えてもらわな
いと仕事ができない

A2： テレワークを実施するための制度
や機材などが整備されていない

A3： 会社・上司の理解が得られない
などが挙げられ、各課題に対する対策と
し、①マニュアルの整備、②気軽に相談
できるような連絡ツールの確立、③フォ
ローアップ体制の構築、④労働組合から会
社側へ上申する、などが挙げられました。

若手ならではの意見だなと感じたもの
として、「連絡ツールがチャットだと、
質問等がしやすくなる」をいうものがあ
りました。

一定の世代以上の社会人は、メール
や電話での連絡手段が当たり前ですが、
チャットも活用していくことで、若手と
のコミュニケーション促進に繋がり、業
務効率化およびテレワーク促進にも続い
ていくように感じました。

今回のディスカッションは、様々な職
種・立場からテレワークを全員が今後の
自分の課題と捉え、真剣に議論する姿が
見られました。自発的に発言する方も多
く、将来が楽しみな若手がたくさんいる
ことにとても嬉しく思いました。

今回の地質技術者セミナーで出会った
仲間と今後も繋がっていって頂ければ、
嬉しい限りです。

（2）第２班� （報告　谷口委員）
第２班は、㈱アサノ大成基礎エンジニ

アリングの宮戸剛様を座長として、約10
名でグループディスカッションを実施し
ました。「建設DXの実施状況と今後の展
望」をディスカッションのメインテーマ
として、活発な意見交換が行われました。

DX活用として各社で以下のような事
例が挙げられました。

・ 社内での調査データベースとして、
カシミールやグーグルアースなどで
様々な業務の調査実施位置を整理し
ている。

・ ボーリングや室内試験等を遠隔で立
ち合うケースが増えている。

・ 会社単位で名刺情報データを共有す
る。社内で知り合いがいれば検索す
ることができる。

・ アプリにより自動で録音した情報か
ら自動で打合せ記録簿を作成する
ツールを使用している。

また、今後の展望としては以下のよう
な意見が出ました。

・ チャットGPTを積極的に活用したい。
・ YouTube等の広告を活用して社員

募集
などを積極的に行っていきたい。
近年国交省からの要求が多い BIM/

CIM対応については、各社とも地質調査
業においては設計等と比較して対応に苦
慮している企業・参加者が多いようでし
た。今後様々なDXに係るツールの出現
が予想されますが、情報セキュリティの
意識や社内でのチェックシステム、力量
向上教育が必須であり、関連する体制構
築が、いずれの企業でも課題になるとい
う点が共通認識でした。DXに対する急
速な要求事項の変化に対しては、参加者
の多くが不安を感じているようでした。
そういった不安を共有しつつ意見交換を
行うことで、積極的にDXに対応してい
く気持ちを持ってもらえたのではないか
と思います。
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５．アンケート集計

令和５年度（第 46回）地質技術者セミナーアンケート結果
回答数20（複数回答あり）
１．あなたは、主にどのような業務に従事していますか？

13%

12%

62%

外業主体
（試験・計測を含む）
報告書作成等の内業主体

外業＆内業の両方

ボーリングオペレーター

ボーリング管理

その他

1. あなたは、主にどのような
業務に従事していますか？

13%

0%

0%

複数回答 回答数

　・外業主体（試験・計測を含む）

　・報告書作成等の内業主体 2

　・外業＆内業の両方 10

　・ボーリングオペレーター

　・ボーリング管理 2

　・その他 2

・その他

　・営業　・ボーリング助手

37%
63%

ある

ない

2. あなたは、過去の『地質技術
者セミナー』に参加したこと
がありますか？

２．あなたは、過去の『地質技術者セミナー』に参加したことがありますか？

回答数

　・ある 6

　・ない 10

３．�あなたは、東北地質調査業協会が主催する『地質技術者セミナー』の存在
を知っていましたか？

6%

存在、内容ともに知って
いた
存在は知っていたが活
動内容は知らなかった

存在を知らなかった

3. あなたは、東北地質調査業協会が
主催する『地質技術者セミナー』
の存在を知っていましたか？

44%50%
回答数

　・存在、内容ともに知っていた 7

　・存在は知っていたが活動内容は知らなかった 1

　・存在を知らなかった 8

４．あなたは、今回なぜ『地質技術者セミナー』に参加しましたか？

5%6%

78%

11% 案内文書を見て興味が
わいた
過去に参加して得るも
のがあった

上司からの勧め

その他

4. あなたは、今回なぜ『地質技
術者セミナー』に参加しまし
たか？

複数回答 回答数

　・案内文書を見て興味がわいた 1

　・過去に参加して得るものがあった 2

　・上司からの勧め 14

　・その他 1

・その他

　・現場見学会の相談を頂いた

５．第 1日目の『現場見学会』について

100%

0%
内容が難しかった

参考になった

あまり参考にならなかった

その他

5. 第 1日目の『現場見学会』に
ついて
(1)１日目の液状化対策工の
施工現場見学について

（1）1日目の液状化対策工の施工現場見学について 回答数

　・内容が難しかった

　・参考になった 15

　・あまり参考にならなかった

　・その他

・その他主な意見

　・�普段の業務では見られない工法や重機を目にすることができて、とても勉
強になった。

　・見学の機会が少ない地盤改良の現場を見せて頂き、大変勉強になった。

（2）１日目の福島ロボットテストフィールド見学について 回答数

7%0%

73%

20%
内容が難しかった

参考になった

あまり参考にならなかった

その他

5. (2)１日目の福島ロボットテス
トフィールド見学について

　・内容が難しかった 3

　・参考になった 11

　・あまり参考にならなかった 1

　・その他

・その他主な意見

　・実務に役立てるのは難しいと思いましたが、大変面白い見学でした。

（3）場所および開催時期について 回答数

適度

場所が遠い

開催時期が遅いまたは早い

その他

5. (3) 場所および開催時期について

0%
7%

93%

0%　・適度 14

　・場所が遠い

　・開催時期が遅いまたは早い 1

　・その他

・その他主な意見

　・もう少し時期が早いと助かる
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（4）実施形態について 回答数

現地見学会〈R2～4,H30～31,
H24～H18年度〉
ボーリングマイスター（匠）
東北話題提供〈H29年度〉
技術委員による経験発表
〈H25､H26､17年度〉

その他

現地見学会

ボーリングマイスター（匠）東北
話題提供
技術委員による経験発表、話題
提供

その他

5. (4) 実施形態について
100%

0%　・現地見学会〈R2～ 4,H30 ～ 31,H24 ～ H18年度〉 12

　・ボーリングマイスター（匠）東北話題提供〈H29年度〉

　・技術委員による経験発表〈H25､ H26､ 17 年度〉

　・その他

・その他主な意見

６．第１日目の『意見交流会』について

色々な話が聞けて参考
になった
もう少し色々な話が聞
きたかった

退屈であった

その他

95%

5%0%

6. 第１日目の『意見交流会』に
ついて

回答数

　・色々な話が聞けて参考になった 15

　・もう少し色々な話が聞きたかった 1

　・退屈であった

　・その他

・その他主な意見

７．第２日目の『話題提供・グループディスカッション』について

7%

93%

0%
話の内容が参考になった

内容が難しかった

内容が面白くなかった

その他

7. 第２日目の『話題提供・グルー
プディスカッション』について
(1)講師による話題提供について

（1）講師による話題提供について 回答数

　・話の内容が参考になった 13

　・内容が難しかった 1

　・内容が面白くなかった

　・その他

・その他主な意見

　・話題内容が非常に面白かった。

53% 47%7. (2) あなたが入ったグループは
どれですか？

1グループ

2グループ

（2）あなたが入ったグループはどれですか？ 回答数

　・1グループ 8

　・2グループ 8

（3）『グループディスカッション』の内容について 回答数

100%

0%
話の内容が参考になった

内容が難しかった

内容が面白くなかった

その他

7. (3)『グループディスカッション』
の内容について

　・話の内容が参考になった 15

　・内容が難しかった

　・内容が面白くなかった

　・その他

・その他主な意見

　・�題材が「○○について」という感じだったので、話しを深めるための時間
が長くなってしまった気がした。「○○を進めるために、私たちにできる
ことは？」くらい限定してもよかったと思う。

　・各社の取り組みが非常に勉強になった。

（4）『グループディスカッション』についてどのように考えますか 回答数

このままの継続で良い

グループテーマを変更すべき

テーマを決めずに実施すべき

その他

7. (4)『グループディスカッション』
についてどのように考えま
すか 81%

0%

13%

6%　・このままの継続で良い 13

　・グループテーマを変更すべき 2

　・テーマを決めずに実施すべき 1

　・その他

・その他主な意見

８．この『地質技術者セミナー』について
大変参考になった

参考になったものもあった

どちらでもない

参考にならなかった

8. この『地質技術者セミナー』について
(1) 今回のセミナーの印象はいかが
でしたか？ 94%

0%6%
（1）今回のセミナーの印象はいかがでしたか？ 回答数

　・大変参考になった 15

　・参考になったものもあった 1

　・どちらでもない

　・参考にならなかった

（2）協会委員の対応はいかがでしたか？ 回答数
よくやっている

まあまあよくやっている

対応に不満な点があった

十分な対応ではなかった

0%

8. (2) 協会委員の対応はいかがで
したか？

6%

94%

　・よくやっている 15

　・まあまあよくやっている 1

　・対応に不満な点があった

　・十分な対応ではなかった

（3）今後（次年度以降）について 回答数

0%
このまま継続してほしい

内容を変更して継続してほしい

特に継続の必要性はない

その他

8. (3) 今後（次年度以降）について
100%

　・このまま継続してほしい 16

　・内容を変更して継続してほしい

　・特に継続の必要性はない

　・その他

・その他主な意見
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（4）本年度は、現場見学会、外部からの話題提供を実施しましたが、どのような印象を受けましたか？

　・1泊 2日のセミナーの中で、一番有意義な時間だと思った。
　・�普段は技術パンフレットなどでしか見たことのない施工工法を、実際に見学することができたのが非常に有意義だった。また、他社の取り組みを聞ける機会もなかなか
ないので、よい機会を設けてもらったと感じた。

　・若手技術者の立場から、本年度の現場見学会、意見交流会、講師による話題提供は今後の業務に活かせる内容であったと感じた。
　・様々な人と意見交換ができる場は本当にありがたかった。
　・�現場見学会は実際の実施状況が見れるため、イメージしやすく、質問も出しやすかった。意見交流会は参加者の中を深められたと思う。話題提供に関しても、最新のこ
とを知れた気がして興味深かった。

　・自分と同じ世代や更に若い世代の人と会話ができてとても有意義だった。
　・どれも素晴らしい内容でしたので、継続して頂きたいと思った。
　・�現場見学、意見交流とも、参考になる点がたくさんあった。営業として、技術面の知識は重要であるため、知識を深める良い機会であった。同業者同士の繋がりも得ら
れるため、非常に良いセミナーであると感じた。

　・現場見学会や交流会等があったため、それなりに厳格な内容を予想していたが、意見交流会、二次会、グループディスカッションは自由な雰囲気で参加しやすかった。
　・�現場見学もゆっくり見ることができたので、理解が深まった。ロボットフィールドは、利用する（したい）ことがあったので、将来利用していきたい。意見交換会と講習は、
知らぬ部分を沢山しることができたので、有意義だった。

　・通常では見ることのできない現場を見学できたので、大変勉強になった。
　・同業他社のテレワーク状況や様々な話題を聞けて大変参考になった。
　・DXやテレワークはもちろん、現場で実施に施工状況をみることができ、大変勉強になった。

（5）次年度以降の参加について 回答数

継続して自身が参加したい

会社の同僚を参加させたい

特に参加の意義を感じない

その他（回答なし）

0%

47% 53%8. (5) 次年度以降の参加について

　・継続して自身が参加したい 8

　・会社の同僚を参加させたい 7

　・特に参加の意義を感じない

　・その他（回答なし）

・その他主な意見

９．この『地質技術者セミナー』全般に関する意見など

　・ディスカッションの時間をもっと長くしてもよいと感じた。
　・とても楽しかったです。もっとこうしたい！という内容が同じだったりして、同世代で共感できるのがうれしかった。
　・今回は参加させて頂き、ありがとうございました。
　・大変勉強になった。ありがとうございました。
　・たくさんのお話が聞けたことと、お会いできたのでよかったです。

6.おわりに
今年度の研修テーマは、現場研修と話

題提供および「技術の伝承」を目的とし
て、近年にない活発な研修であったと思
います。

アンケート結果で「実際の施工現場を
見学できて勉強になった」や「若手技術
者の立場から、現場見学会、意見交流会、
講師による話題提供は今後の業務に活か
せる内容であったと感じた」と多数の意
見を頂戴し、とても有意義な技術の伝承
があり、良い研修であったと思います。
また、アンケートの内容・意見について
は今後の協会活動の参考とさせていただ
きます。

今回は、各社ともに業務多忙の時期で
の開催にしては健闘の参加人数（16名）
ではなかったかと思います。また、震災
以降から入社３年以下の若手の参加が多
くなり、女性技術者も２名の参加があり、
技術の伝承が体言化されたものと嬉しく
思います。

この地質技術者セミナーは回を重ねて
参加することで、技術力が向上し人脈も
構築されるものと思っており、会員各社
の方々にはこの点をご理解の上、若手、
中堅社員をこのセミナーに今後とも参加
させて頂きたく紙面をお借りして、お願
い致します。

この「地質技術者セミナー」に対する
ご意見や企画が有りましたら、協会にお
寄せ下さるようお願い致します。

最後に、今回のセミナー開催にあたり、
現場見学を行わせていただきました（株）
不動テトラ様ならびに福島ロボットテス
トフィールド様と、話題提供して頂きま
した大日本ダイヤコンサルタント（株）
菊地様、（一社）東北地質調査業協会か
らの助成、現場・話題提供の準備頂きま
した技術委員長及び技術委員各位には多
大なるご協力を頂きました。ここに謝意
を表します。
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総務委員会

令和６年新春講演会並びに賀詞交歓会

令和6年1月19日（金）、仙台ガーデン
パレスにて一般社団法人東北地質調査業
協会、一般社団法人斜面防災対策技術協
会東北支部、一般社団法人全国さく井協
会東北支部の3協会合同による恒例の新春
講演会及び賀詞交歓会が開催されました。

新春講演会では、東北地質調査業協会
の奥山清春理事長の挨拶の後、現在は福
島テレビの天気予報コーナーで気象キャ
スターを務められ、また、福島テレビ防
災ラボ所長、気象防災アドバイザーとし
てもご活躍されている斎藤恭紀氏をお迎
えし、「東北地方の気象・地震・災害リ
スクについて～教えて！　斎藤さん～」
と題してご講演を頂きました。

始めに「世界で最も雪が降る場所は
次の4つの地域のどこでしょうか？」と
出題がありました。次の4つの地域とは

「1.アラスカ、2.南極、3.シベリア、4.日
本」です。会場からは、アラスカ？　シ
ベリア？　南極はないな…などの声もあ
りましたが、答えは「日本」！　でし
た。しかも積雪量の世界記録も日本との
事。昭和2年に伊吹山（岐阜県）で観測
された11.82m ！　がその記録だそうで
す。極寒の地アラスカやシベリアよりも

「世界一降雪量が多い」のは、日本でし
たが、その大半を担っているのは、やは
り「東北地方」です。東北地方の降雪量
が多い理由として、日本海には「対馬暖
流」という暖かい流れがあり、この暖流
から発生する大量の水蒸気がシベリアか
らの寒気で冷やされ、奥羽山脈とぶつか
り日本海側の秋田県、山形県に大雪を降

らせるのだそうです。日本海側に大雪を
もたらした雪雲は奥羽山脈を越える際、
既に水分を失っているので、乾燥した風
が吹くことになり、仙台などの太平洋側
の平野部や沿岸地域では、長期間積るよ
うな雪は降らないとの事でした。しかし
太平洋側の雪は「軽い雪」が多く、さら
に風は強いので、「ホワイトアウト」現
象が多く見られるのが特徴だそうです。
確かに高速道路でホワイトアウトの状況
に陥り多重事故が発生する事が多いのは
太平洋側だと思いおこしました。東北地
域の方々の中には「雪は降らない方が良
いな…」と考えている方も多いと思いま
すが、この雪は、春から夏にかけて雪解
け水となり、この豊富な水は田園地帯を
潤し、伏流水は世界一美味しい地酒の原
料になり、我々の生活を豊かにしてくれ
る貴重な恵となるのです。しかし、近年
では地球温暖化の影響から、山岳部が多
い東北地方では豪雨が集中し、自然災害
が多発しているのも特徴として挙げられ
ました。

温暖化の影響で夏は猛暑日が続き、昨
年の夏は猛暑日の記録も更新されたのは
記憶に新しいところです。この猛暑もも
はや災害級レベルで、今後、この猛暑が
スタンダードになっていくだろうと述べ
られました。個人レベルでのリスクは自
宅で熱中症になり死亡される方々も多い
ので、今後は自宅の断熱についての対応
が重要になると述べられました。

全体レベルでのリスクとしては、温暖
化により水蒸気の量が非常に多くなり、
線状降水帯の発生が多発し、水害リスク
が高まります。特に小さな河川では水位
が一気に上昇し、接続する河川でもさば
ききれなくなるため、内水氾濫し家屋な
どが浸水してしまうことが多くなるとの
事です。これは昨年に福島県いわき・浜
通り地方で起こった豪雨災害は正に「線
状降水帯」によるもので、小規模河川が
氾濫した事例でありました。ハザード
マップは大規模河川では作成されており

講演される斎藤恭紀	氏
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ましたが、市町村レベルの小規模河川で
は作成されていないのが実態で、多くの
方々が水害リスクを把握していなかった
ことも明らかになりました。気象予報士
の立場からすると「もっと早く避難指示
を出せれば良かった」と思うそうですが、
線状降水帯は発生の予測が難しいのが現
状で、今後の課題であるとの事でした。

これらの水害リスクから守る手段とし
ては、ソフト面とハード面の両方を整備
する事が重要であると述べられました。
ソフト面では先程のハザードマップを充
実させ、個人レベルで災害時の避難経路
確認や防災グッズや水・食料（1人1週
間分は確保）を備蓄しておくなど個人意
識を高める事が重要であり、ハード面で
は堤防強化や遊水地を設けるなどして河
川氾濫を防ぐ事が必要であると述べられ
ました。東北地方は水害被害が多く、遊
水地事業も令和元年豪雨を受け阿武隈川
上流地域において遊水地計画が進んでお
り、大変有意義である事も併せて述べら
れていました。

ちなみに、斎藤氏の令和6年の水害リス
ク予想は「高い」との事。これは、南米
沖の海面水温が高い「エルニーニョ現象」
の影響との事。リスクを把握し、一人ひと
りが「自分自身の命は自分自身で守る」こ
とを意識して行動する事の重要性と大切
さを、繰り返し語られていました。

東北地方は水害リスクだけでなく地震
リスクも高い地域で「地震の巣」とも言
われており、地震の回数ランキング1位
は福島県で3位は宮城県だそうです。地
震はいつ起こると明確に予言ができない
のは、周知の事実であり、従って水害リ
スクへの備えと同じ、「自分自身の命は自
分自身で守る」ことが重要との事でした。

最後に「気象キャスターの1日」をご
紹介いただきました。以前テレビ朝日で
気象予報コーナーを3年間ご担当されて
いたそうですが、大手テレビ会社では番
組に携わる人数は数十人規模だったそう
ですが、地方局は3人（！）。ですから予
報から映像編集まで何でも1人で担当す
るそうです。

夕方放送ですが、朝9：00には出勤し
毎日100枚の天気図を解析し天気予報を
伝えるそうです。放送を終えるまでを10
と考えると準備が9、放送が1だそうで
す。その1で失敗してしまうと全てが台

無しになってしまうので「毎日が緊張の
連続」と語られました。華やかな業界と
思いましたが、何か私たち地質調査業界
と同じ匂いがして、親近感を覚えました。

斎藤氏は知識が豊富で、東北において
の自然災害リスクを、時には熱く時には
ユーモアも交えながら、大変貴重なご講
演を頂きました。

拝聴を終え、地質調査業に身を置く者
としては、ハード面での技術協力を通し
て東北地方の地域貢献、社会貢献ができ
る業界である事に喜びと誇りを感じ、そ
の事と同時に社会的使命を果たすため
に、日々の研鑽を怠らず技術の向上をは
かり業務に取り組まなければならない
と、改めて認識する事ができた大変有意
義な講演会でした。

引き続いて行われた賀詞交歓会は、コ
ロナ禍により4年振りとなる「人数制限な
し」の会となりました。開会に際し、東
北地質調査業協会の奥山清春理事長から
挨拶をいただき宴席がスタートしました。

久々の再会に互いの近況を確認しあう
姿や、地酒の差し入れが宴をさらに盛り
上げました。更に講演頂いた、斎藤氏も
参加された事もあり、大変盛り上った賀詞
交歓会となり、新年の門出を祝いました。

締め括りは、全国さく井協会東北支部
の須藤明徳理事より、3協会員及びその
ご家族の健康と健勝を祈念した手締めを
行い、盛会のうちにお開きとなりました。

奥山理事長による挨拶

盛況の賀詞交歓会
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会 員 名 簿

（一社）東北地質調査業協会

※下段FAX番号　

●正会員（50社）

青
森
県

（有）三陽技研 代表：渡辺　秀寿 〒030−0902
青森県青森市合浦2−12−9

017-718-5790
017-718-5282

大泉開発（株） 代表：坂本　興平 〒038−0024
青森県青森市浪館前田4−10−25

017-781-6111
017-781-6070

岩
　
手
　
県

旭ボーリング（株） 代表：髙橋　和幸 〒024−0056
岩手県北上市鬼柳町都鳥186−1

0197-67-3121
0197-67-3143

（株）共同地質センター 代表：田村　伸也 〒020−0812
岩手県盛岡市川目11地割4−2

019-653-2050
019-623-0819

日鉄鉱コンサルタント（株）東北支店 代表：森川　光善 〒020−0851
岩手県盛岡市向中野2−3−1

019-635-1178
019-623-5001

（株）北杜地質センター 代表：湯沢　健一 〒020−0402
岩手県盛岡市黒川9地割22−11

019-696-3431
019-696-3441

宮
　
城
　
県

（株）アサノ大成基礎エンジニアリング東北支社 代表：根本　　剛 〒981−��3133
宮城県仙台市泉区泉中央2−25−6

022-343-8166
022-343-8179

応用地質（株）東北事務所 代表：上野　圭祐 〒983−0043
宮城県仙台市宮城野区萩野町3−21−2

022-237-0471
022-283-1801

川崎地質（株）北日本支社 代表：菅野　孝美 〒983−0852
宮城県仙台市宮城野区榴岡3−4−16

022-792-6330
022-792-6331

基礎地盤コンサルタンツ（株）東北支社 代表：久賀　真一 〒983−0842
宮城県仙台市宮城野区五輪2−9−23

022-291-4191
022-291-4195

（株）キタック仙台事務所 代表：相田　義徳 〒980−0011
宮城県仙台市青葉区上杉1−1−37�キタックビル

022-265-1051
022-265-1023

（株）建設技術センター 代表：鈴木　淳司 〒984−0016
宮城県仙台市若林区蒲町東20−12

022-287-4011
022-287-4010

（株）興和　東北支店 代表：遠藤　直志 〒982−0032
宮城県仙台市太白区富沢4−4−2−5F

022-743-1680
022-743-1686

国際航業（株）東北支社 代表：坂井　健也 〒984−0051
宮城県仙台市若林区新寺1−3−45

022-299-2801
022-299-2815

国土防災技術（株）東北支社 代表：川端　秀樹 084−0075
宮城県仙台市若林区清水小路6−1

022-216-2586
022-216-8586

（株）サトー技建 代表：加藤　一也 〒984−0816
宮城県仙台市若林区河原町1−6−1

022-262-3535
022-266-7271

大日本ﾀﾞｲﾔｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱東北支社 代表：佐藤　春夫 〒980−0811
〈青葉通一番町オフィス〉宮城県仙台市青葉区一番町2−4−1

022-263-5121
022-264-3239

（株）地圏総合コンサルタント仙台支店 代表：田部　真吾 〒980−0811
宮城県仙台市青葉区一番町4−1−25−10F

022-261-6466
022-261-6483

中央開発（株）東北支店 代表：三浦　正人 〒984−0016
宮城県仙台市若林区蒲町東20−6

022-766-9121
022-766-9122

（株）テクノ長谷 代表：長谷　　裕 〒980−0824
宮城県仙台市青葉区支倉町2−10

022-222-6457
022-222-3859

（株）東京ソイルリサーチ東北支店 代表：花村　昌哉 〒981−3135
宮城県仙台市泉区八乙女中央2−1−36

022-374-7510
022-374-7707

（株）東北開発コンサルタント 代表：酒井　龍一 〒980−0804
宮城県仙台市青葉区大町2−15−33

022-225-5661
022-225-5694
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※下段FAX番号　

宮
　
城
　
県

（株）東北地質 代表：白鳥　文彦 〒981−3131
宮城県仙台市泉区七北田字大沢柏56−3

022-373-5025
022-373-5008

東北ボーリング（株） 代表：熊谷　茂一 〒984−0031
仙台市若林区六丁目字南12番先8街区8画地

022-288-0321
022-288-0318

土木地質（株） 代表：橋本　岳祉 〒981−3107
宮城県仙台市泉区本田町13−31

022-375-2626
022-375-2950

（株）日さく仙台支店 代表：八鍬　　健 〒982−0011
宮城県仙台市太白区長町6−4−47−3F

022-208-7531
022-208-7532

（株）復建技術コンサルタント 代表：菅原　稔郎
　　　今村　隆広

〒980−0012
宮城県仙台市青葉区錦町1−7−25

022-262-1234
022-265-9309

北光ジオリサーチ（株） 代表：菅　　公男 〒981−3212
宮城県仙台市泉区長命ヶ丘6−15−37

022-377-3744
022-377-3746

明治コンサルタント（株）仙台支店 代表：鎌田　　治 〒981−3133
宮城県仙台市泉区泉中央1−14−1

022-374-1191
022-374-0769

（株）和田工業所 代表：和田　　隆 〒981−3201
宮城県仙台市泉区泉ヶ丘2−11−6

022-342-1810
022-218-7650

秋
　
田
　
県

（有）伊藤地質調査事務所 代表：田村　正明 〒010−0062
秋田県秋田市牛島東4−7−10

018-832-5375
018-836-7438

（株）伊藤ボーリング 代表：伊藤　弘紀 〒011−0946
秋田県秋田市土崎港中央5−1−12

018-845-0573
018-845-8508

奥山ボーリング（株） 代表：奥山　信吾 〒013−0046
秋田県横手市神明町10−39

0182-32-3475
0182-33-1447

（株）加賀伊ボーリング 代表：加賀谷　亨 〒010−1434
秋田県秋田市仁井田蕗見町10−18

018-839-7770
018-839-5036

（株）鹿渡工業 代表：鎌田　明徳 〒018−2104
秋田県山本郡三種町鹿渡字二本柳2−5

0185-87-2270
0185-87-3036

基礎工学（有） 代表：藤岡八重子 〒010−0061
秋田県秋田市卸町1−6−26

018-864-7355
018-864-6212

（株）自然科学調査事務所 代表：鈴木　建一 〒014−0044
秋田県大仙市戸蒔字谷地添102−1

0187-63-3424
0187-63-6601

柴田工事調査（株） 代表：五十嵐　誠 〒012−0801
秋田県湯沢市岩崎字南五条61−1

0183-73-7171
0183-72-5133

千秋ボーリング（株） 代表：泉部　　洋 〒010−0013
秋田県秋田市南通築地4−21

018-832-2093
018-835-3379

東邦技術（株） 代表：石塚　三雄 〒014−0041
秋田県大仙市大曲丸子町2−13

0187-62-3511
0187-62-3482

山
　
形
　
県

（株）新東京ジオ・システム 代表：奥山　清春 〒994−0011
山形県天童市北久野本3−7−19

023-653-7711
023-653-4237

新和設計（株） 代表：湯澤洋一郎 〒992−0021
山形県米沢市大字花沢880

0238-22-1170
0238-24-4814

（株）髙田地研 代表：髙田　　誠 〒991−0049
山形県寒河江市本楯3−160

0237-84-4355
0237-86-8400

日本地下水開発（株） 代表：桂木　宣均 〒990−2313
山形県山形市大字松原777

023-688-6000
023-688-4122
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会 員 名 簿

福
　
島
　
県

（株）協和地質 代表：平井恭史郎 〒960−0112
福島市南矢野目字中屋敷51−1

024-555-2600
024-555-2666

新協地水（株） 代表：佐藤　正基 〒963−1311
福島県郡山市上伊豆島1−27

024-973-6800
024-973-6817

（株）地質基礎 代表：新田　邦弘 〒972−8311
福島県いわき市常磐水野谷町亀ノ尾171

0246-88-8810
0246-88-8860

日栄地質測量設計（株） 代表：高橋　　肇 〒970−8026
福島県いわき市平字作町1−3−2

0246-21-3111
0246-21-3693

（株）福島地下開発 代表：須藤　明徳 〒963−0725
福島県郡山市田村町金屋字新家110

024-943-2298
024-943-3453

山北調査設計㈱ 代表：林　　英幸 〒963−0204
福島県郡山市土瓜1−209

024-951-7293
024-951-7273

※下段FAX番号　

●準会員（1社）
福
島
県

白河井戸ボーリング（株） 代表：鈴木　邦廣 〒961−8091
福島県西白河郡西郷村大字熊倉字風吹63

0248-25-1317
0248-25-1319

※下段FAX番号　

●賛助会員（9社）

宮
　
城
　
県

（株）東亜利根ボーリング東北営業所 代表：阿部　俊輔 〒984−0038
宮城県仙台市若林区伊在2−22−17−101

022-762-5402
022-762-5421

東邦地下工機（株）仙台営業所 代表：田中　敬悦 〒983−0034
宮城県仙台市宮城野区扇町1−8−12

022-235-0821
022-235-0826

東陽商事（株）仙台支店 代表：伊澤　　徹 〒984−0001
宮城県仙台市若林区鶴代町5−16

022-782-3133
022-782-3135

（株）扶桑工業東北支店 代表：佐藤　英雄 〒983−0034
宮城県仙台市宮城野区扇町1−7−1

022-236-5101
022-782-7720

（株）メガダイン仙台営業所 代表：加藤　　伸 〒983−0043
宮城県仙台市宮城野区萩野町2−11−1�加藤マンション

022-231-6141
022-231-3545

（有）遠藤印刷所 代表：遠藤　正美 〒984−0046
宮城県仙台市若林区二軒茶屋15−31

022-291-4000
022-291-8488

ハリウコミュニケーションズ（株） 代表：針生　英一 〒984−0011
宮城県仙台市若林区六丁の目西町2−12

022-288-5011
022-288-7600

そ
の
他

（株）神谷製作所 代表：神谷　浩美 〒352−0016
埼玉県新座市馬場2−6−5

048-481-3337
048-481-2335

（株）マスダ商店 代表：増田　幸司 〒733−0032
広島県広島市西区東観音町4−21

082-231-4842
082-292-9882

※下段FAX番号　

92









北日本支社
〒 仙台市宮城野区榴岡三丁目 番 号

事務所・営業所／青森・秋田・盛岡・宮古・山形・福島
川崎地質株式会社
Kawasaki Geological Engineering Co.,Ltd.

〒983-0852　仙台市宮城野区榴岡三丁目4番16号
TEL.022-792-6330　FAX.022-792-6331



   創業1953年 
   従業員数622人 売上高156億円（令和4年度） 
創業1953年
従業員数623人 売上高156億円（令和5年度）





【営業案内】

調 査 地質･土質調査､土質試験､地すべり･急傾斜調査解析
コンサルタント 森林土木設計、土質及び基礎、河川、砂防

工 事 地すべり･急傾斜対策、超高圧洗浄フィルター
さく井､温泉掘削、一般土木

へのアクセス
はコチラ

ふふ るる ささ とと のの川川愛愛護護活活動動 (( RR ５５ .. ６６ ))

代表取締役 奥 山 清 春

本 社／〒 -  山形県天童市北久野本三丁目

TEL ( ) - ㈹  FAX ( ) -

信頼と技術で未来を拓く
ひら





             
 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

社社  是是：：技技  術術・・人人  格格・・社社会会貢貢献献 

 

       復復建建技技術術ココンンササルルタタンントト  

 

代表取締役 菅原 稔郎 
 

        IISSOO99000011・・IISSOO1144000011・・IISSOO2277000011・・IISSOO5555000011  認認証証登登録録 
                                          ※※橋橋梁梁・・上上下下水水道道ののアアセセッットト  

  

 

                   本 社／〒980-0012 仙台市青葉区錦町１丁目７番２５号 

                                    TEL（０２２）２６２－１２３４（大代表）   FAX（０２２）２６５－９３０９ 

                                    URL  http : // www.fgc.jp / 

 
  

     

支 店／青森支店、盛岡支店、秋田支店、仙台支店、山形支店、福島支店、東京支店 

       名古屋支店、関西支店     

    事務所／函館事務所、福島浜通り事務所、北陸事務所、千葉事務所、埼玉事務所、神奈川事務所 

三重事務所、滋賀事務所、兵庫事務所、奈良事務所、熊本事務所 

   営業所／札幌営業所 

 

       

技術士１７０名  ＲＣＣＭ１１３名 

地質調査技士２７名  土壌汚染調査技術管理者 2 名 

 

地域のホームドクターを目指し、防災や安全・安心な地域、社会づくりに貢献します 
 

株株式式  

会会社社  

私達は⾃然と共⽣し、地域との輪を⼤切にします 





標
準
貫
⼊
試
験
時
の

安
全
対
策
に…

設置時間は

驚きの150秒
しっかり

安全

滑らない

ゆったり

スペース

細かな

やさしさ

⾓をとり、�みがあります。

⼿⾜の��によるケガや、作業

服等の�
��りを�けられる

よう配慮してます。

40㌢✕ 50㌢の作業スペース。
作業�の�則に��し、

し�がんでも問題ない�さを�保。

�に�エキスバンドメタルを採⽤。

�⾯の��により�⼒に滑り⽌め。

軽量で�度があります。

東北⽀店-東京⽀店-北陸⽀店-⼤阪⽀店-静岡⼯場
http://www.kk-fuso.co.jp

safety deck

FSD-2

地質調査⽤安全デッキ

safety tools

SWT

標準貫⼊試験⽤ガイドロッド

緩まないロッド秘密はこちら







  

 
弊社では、ボーリング調査・土質地質調査・各種原位置試験をはじめ、ジオプローブを使用した土

壌調査，コンクリート等の構造物健全度調査，土木建設工事の施工管理等に伴う各種原位置試

験など、様々な調査・試験を実施しています。また，土質試験・材料試験・骨材試験・岩石試験・

コンクリート試験・化学試験・蛍光 X線分析などの室内試験も各種実施しています。

本本社社//〒〒998844--00001166  宮宮城城県県仙仙台台市市若若林林区区蒲蒲町町東東 2200--1122    
TTEELL  002222--228877--44001111    FFAAXX  002222--228877--44001111  
hhttttppss::////wwwwww..ccttcc--kkeennggii..ccoo..jjpp  
地地質質調調査査業業登登録録  質質 0044第第 22338844号号  
環環境境省省指指定定調調査査機機関関  環環 22000055--22--22002255  
建建設設ココンンササルルタタンントト業業登登録録  建建 0044第第 1100449922号号  
  
  



人に優しく、自然に優しい地盤のコンサルティングアドバイザー

地質調査業登録 質02 第1888号

測量業登録 第(4)-30177号

営 業 種 目

□ 地 盤 調 査

機械ボーリング/各種原位置試験

物理探査/地下水観測

□ 室内土質試験

物理試験/力学試験/配合試験

□ 品質管理試験

平板載荷試験/現場密度試験

現場CBR試験

□ 測 量 業 務

有限会社 三陽技研
本 社：

青森県青森市合浦2丁目12-9

ＴＥＬ 017-718-5790

ＦＡＸ 017-718-5282

東部事務所：

青森県青森市馬屋尻字清水流156-1

ＴＥＬ 017-763-5353

ＦＡＸ 017-763-5354



東北支社 青葉通一番町オフィス
〒980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町2-4-1
TEL：022-263-5121　FAX：022-264-3239



 

地質・地盤調査 各種測量・申請業務 土木設計   

地すべり対策工事 地下水・温泉開発 構造物点検補修設計   

 

 

“環境・資源・地域インフラを護る” 
 

  株式会社 地質基礎 
代表取締役 新田 邦弘 

  
 

本 社 〒972-8311 福島県いわき市常磐水野谷町亀ノ尾 1 7 1 TEL 0246-88-8810 FAX 0246-88-8860 

郡 山 支 店 〒963-0105 福島県郡山市安積町長久保 1 - 2 6 - 1 3 TEL 024-937-1101 FAX 024-937-1102 

水 戸 支 店 〒310-0805 茨城県水戸市中央 2-8-8（アシスト第２ビル） TEL 029-228-3838 FAX 029-228-3839 

会 津 営 業 所 〒965-0052 福島県会津若松市町北町大字始字中ノ明 942 TEL 0242-23-7002 FAX 0242-23-7003 

喜多方営業所 〒966-0864 福島県喜多方市字七百苅 8597-1（大幸ビルⅡ） TEL 0241-23-5655 FAX 0241-23-5656 

 



〒984-0016　仙台市若林区蒲町東20-6
　TEL：022-766-9121　　FAX:022-766-9122
　https://www.ckcnet.co.jp
管内営業所：青森・秋田・盛岡・山形・福島

東北支店

URL  https://www.tbor.co.jp

TOHOKU BORING

経験豊富な水事業と地盤事業を

通して、地域社会の発展、安心・

安全確保、環境保全に貢献し、

もって地域社会から必要とされる

企業であり続けるよう、

社員一同努力して参ります。

地域社会に貢献する

〒〒984-0031
仙仙台台市市若若林林区区六六丁丁目目字字南南12番番先先8街街区区8画画地地
TEL：：022-288-0321FAX：：022-288-0318

[水水 事事 業業】】 【地盤事業】

2023年4月竣工
宮城県初 CLTを活用した木造『ZEB』新社屋



地質
調査

都市
計画

測量

設計

防災
工事

堅実に、ダイナミック ISO9001 認証取得

ISO14001 認証取得

         　　　　       　  代表取締役　  橋本　岳祉

   本　 社／ 〒981-3107  宮城県仙台市泉区本田町13-31

　　　　　    　   Tel：022-375-2626   Fax：022-375-2950  

　　　　　　     　URL：http：//www.geoce.co.jp 

調　 　  査：  土質・地質調査、地すべり総合調査、急傾斜地調査、環境調査、施設機能診断調査

測量設計：  土木設計、農業水利施設設計、森林土木設計、防災・急傾斜地設計

環境省指定調査機関　環2003-2-1013

３つの「みる」で共生への道しるべを拓きます　

　　　　　　　 地中熱利用システム、非破壊コンクリート診断装置

　大地を診る・水を観る・山を看る

研究開発：  耐酸性コンクリート用混和材（ハイデガス） NETIS登録番号 TH-120020-A

             土 木 地 質 株 式 会 社

　　　　　　　　　　　　　　　　営営  業業  種種  目目

          　　　　　　　　　          総合建設コンサルタント

　　　　　 　   地下水調査、物理探査・検層、土壌・地下水汚染調査、土質試験、土壌・水質分析

工　　  事：  さ く 井、アンカー工、杭  工、地下水開発、管更生工

URL : https://www.geoce.co.jp



　　地中熱システム関連工事・他

　　地質・土質調査・各種原位置試験・地下水調査 TEL024-943-2298　FAX024-943-3453　
　　各種解析業務 URL　http://www.ftk-44.jp
　　ケーブル方式TCP（熱応答試験） E-Mail　info@ftk-44.jp

営業所：福島・会津若松・喜多方・白河・南会津・南相馬

　〇 工事部門
　　さく井工事・温泉掘削工事・融雪工事

　　（井戸洗浄・メンテナンス・揚水設備設置工事等）

【業務概要】 〒963-0725

　〇 調査部門 福島県郡山市田村町金屋字新家110番地

株株式式会会社社　　福福島島地地下下開開発発
代代表表取取締締役役　　須須藤藤　　明明徳徳

地地球球環環境境にに融融和和しし、、地地球球資資源源のの有有効効活活用用にに貢貢献献すするる

Fukushima Geo Development Co.,ltd

本本 社社 〒〒333300--00885544 埼埼玉玉県県ささいいたたまま市市大大宮宮区区桜桜木木町町四四丁丁目目119999番番地地33

TTEELL  004488--664444--33991111（（代代）） FFAAXX  004488--664444--33995588

仙仙台台支支店店 〒〒998822--00001111  仙仙台台市市太太白白区区長長町町六六丁丁目目44番番4477号号

TTEELL  002222--220088--77553311 FFAAXX  002222--220088--77553322



＊㈱オサシ・テクノスの
　OSNET利用による。

遠隔地からの
通信＊による
観測も可能です

登録番号：HK-200004-A
NETIS登録

製品

傾斜した方角・
角度を自動計測
傾斜した方角・
角度を自動計測
●加速度センサ・電子コンパスで
  どの方角に何度傾いたかを計測。
●立てた単管パイプの上に
  のせるだけの簡単な設置。

●加速度センサ・電子コンパスで
  どの方角に何度傾いたかを計測。
●立てた単管パイプの上に
  のせるだけの簡単な設置。

気になるワードがありましたら遠慮なくお問い合わせ下さい。

＊㈱オサシ・テクノスの
　OSNET利用による。

遠隔地からの
通信＊による
観測も可能です

＊㈱オサシ・テクノスの
　OSNET利用による。

遠隔地からの
通信＊による
観測も可能です

パイプ傾斜計
detailed recording inclinometer pipe

計測が困難な場所ほど威力を発揮する
®

2点間の変位量を
自動計測
2点間の変位量を
自動計測
●雨・雪・粉じんに強い。
●道路・河川を挟んでの計測。
●測定可能距離は7m～140m。

●雨・雪・粉じんに強い。
●道路・河川を挟んでの計測。
●測定可能距離は7m～140m。

孔内傾斜と地下水位を
ボーリング孔１つで
自動計測

孔内傾斜と地下水位を
ボーリング孔１つで
自動計測
●センサ部が薄型なので、パイプ内に空間があり、
  水位計等を同孔に設置可能。
●センサ部が薄型なので、パイプ内に空間があり、
  水位計等を同孔に設置可能。

上記商品のお問い合わせ先：
〒064-0807 札幌市中央区南7条西1丁目21番地1
［本店営業課］ TEL : 011-562-3066　FAX :011-562-3199　https://www.meicon.co.jp/

地すべり観測機器に新たな選択肢を。



株式会社 東亜利根ボーリング
URL：http://www.toa-tone.jp

本社
〒106-0032 東京都港区六本木7-3-7

TEL 03-5775-3321 FAX03-5775-3967

東北営業所
〒984-0038 仙台市若林区伊在2-22-17-101

TEL 022-762-5402 FAX022-762-5421



（一社）東北地質調査業協会頒布図書のご案内

� 発行・編集（一社）全国地質調査業協会連合会

図 書 名 摘 要 発 行 頒布価格
（税込み）

申込
部数

●実務関係

ボーリング
ポケットブック 第6版 令 和 5 年

9 月 発 行 7,920円

報告書作成
マニュアル

土質編
第2版

平成29年
3 月 発 行 3,300円

図 書 名 摘 要 発 行 頒布価格
（税込み）

申込
部数

●積算資料関係

全国標準積算資料 土質調査
地質調査 令和5年度 9,350円

〃 グラウト工事・大孔径工事
アンカー工事・集水井工事 平成14年度 6,600円

●その他

日本列島ジオサイト

地質百選
平成19年
10月発行 3,080円

○上の申込部数欄にご希望の部数をご記入下さい。

※価格は非会員価格です。
会員価格は異なりますので、下記事務局までお問合せ下さい。

合 計
冊 数 冊

合 計
金 額 円

 ※別途送料660円がかかります。

図書購入申込書
（一社）東北地質調査業協会御中
〒983-0852　�仙台市宮城野区榴岡4-1-8�

パルシティ仙台１Ｆ
電話番号（022）299-9470
FAX番号（022）298-6260
E-mail:tohoku-geo@nifty.ne.jp

郵便番号・住所
〒

会社名

担当者

電話番号

本紙をコピーし、FAX またはメールにてお申し込み下さい。



記後集編 協会誌『大地』発行・編集

令和5年は３年にわたり猛威をふるったコロナウイルス
感染症が５月に五類へ移行し、人々の日常が緊張感と新し
い生活様式を保持しながら少しずつ以前の生活へ戻ってい
く、そんな年でした。
トピックスとしては、３月のWBCで侍ジャパンが優勝し、
その立役者の大谷翔平がメジャーで二刀流の大活躍、ホー
ムラン王も獲得し、オフにはプロスポーツ史上最高額の10
年総額７億ドル（1,015億円）でドジャースへの移籍を発表
した。また国内では阪神タイガースが38年ぶり二度目の日
本一となり、岡田監督の「アレ」が流行語大賞の年間大賞
を受賞するなど、球界にとってまさに記憶に残る１年でした。
その一方で、7月には九州、秋田での線状降水帯による豪
雨災害、夏の平均気温が過去最高を記録、令和6年元日に
発生した能登半島地震では甚大な被害をもたらすなど、自
然の猛威に振り回された１年でもありました。
地震・災害でお亡くなりになられた方には謹んでお悔や
み申し上げるとともに、被災された皆様に心からのお見舞
いと一日も早い復興がなされることをお祈りいたします。
当協会のある東北地方は未曽有の被害をもたらした東日
本大震災からの復興を国・地方自治体・企業・多くのボラ
ンティアの方々と共に成し遂げた実績があります。
能登半島地震の復興も同様に多くの方々の思いと行動で
必ずや成し遂げられ、真の国土強靭化を獲得するものと信
じています。力を合わせ共に進んでいきましょう！
末尾になりましたが、大地64号の発行に当たり、ご協力
をいただきました皆様に心より感謝申し上げます。
� （広報委員会　泉周治）
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